
IC
T

安
心

・
安

全
 

研
究

開
発

分
野

 
主

な
研

究
開

発
課

題
と

技
術

要
素
 

及
び

そ
の

概
要

 
研

究
開

発
目

標
 

海
外

の
研

究
動

向
 

日
本

の
 

研
究

開
発

水
準

 

現
在

の

研
究

段
階

国
際

標
準

化
 

の
重

要
度

 

研
究

開
発

要
素

の
技

術
的

 

難
易

度
 

研
究

開
発

に

必
要

な
資

金

（
概

算
）

 

将
来

の
市

場
規

模
 

（
予

測
）

 

推
進

主
体

 
推

進
方

策
 

研
究

開

発
主

体
 

資
金

提

供
主

体
 

産
学

官
の

連
携

 
国

際
連

携
方

策
 

ユ
ビ

キ
タ

ス
＆

ユ
ニ

バ
ー

サ
ル

タ
ウ

ン
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

●
ホ

ー
ム

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

技
術

 

 
様

々
な

通
信

規
格

（
有

線
・

無
線

）
を

適

切
か

つ
統

合
的

に
利

用
し

て
、

幅
広

い
利

用

者
の

負
担

を
軽

減
し

な
が

ら
、

様
々

な
家

庭

内
向

け
サ

ー
ビ

ス
・

コ
ン

テ
ン

ツ
を

高
品

質

に
提

供
で

き
る

よ
う

に
す

る
た

め
の

、
通

信

イ
ン

フ
ラ

・
端

末
機

器
・

サ
ー

ビ
ス

提
供

設

備
に

利
用

さ
れ

る
、

ハ
ー

ド
・

ソ
フ

ト
技

術
。
 

2
0

1
0

年
：

通
信

規
格

の
違

い
を

利
用

者
が

意
識

せ
ず

に
利

用
で

き
る

よ
う

に
す

る
技

術
、

 

幅
広

い
年

代
の

利
用

者
が

負
担

を
感

じ
ず

に
サ

ー
ビ

ス
を

享
受

で
き

る
よ

う
に

す
る

た
め

の
技

術
の

実
現

 

2
0

1
5

年
：

様
々

な
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
上

の
懸

念
（

個
人

情
報

保
護

、
著

作
権

保
護

、
家

庭
外

か
ら

の
不

正
な

ア
ク

セ
ス

、
緊

急
時

情
報

提
供

な
ど

）
を

低
減

す
る

技
術

、
高

信
頼

・
高

速
無

線
技

術
、

お
よ

び
端

末
間

の
連

係
動

作
を

可
能

と
す

る
技

術
の

確
立

 

2
0

2
0

年
：

自
動

的
に

ユ
ー

ザ
の

好
み

に
応

じ
た

形
で

情
報

を
提

供
す

る
技

術
の

確
立

 

 

 
 

 
 

 
 

＜
ホ

ー
ム

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

技
術

関
連

市
場

＞
 

■
国

内
市

場
 

2
0

1
0

年
：

1
1

.4
兆

円
 

■
世

界
市

場
 

2
0

1
0

年
：

1
1

4
兆

円
 

 

国
内

市
場

は
、

「
デ

ジ
タ

ル
情

報

家
電

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
化

に
関

す
る

調
査

研
究

会
」

報
告

書

（
h

tt
p
:/

/
w

w
w

.s
o
u

m
u

.g
o
.jp

/
s

-
n

e
w

s
/
2

0
0

4
/
0

4
0

8
2

7
_
1

1
.

h
tm

l）
を

参
照

し
た

。
内

訳
は

以
下

の
通

り
。

 

①
ホ

ー
ム

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

サ
ー

ビ
ス

（
ア

プ
リ

ケ
ー

シ
ョ

ン
サ

ー
ビ

ス
）

：
4

.5
6

兆
円

 

②
ホ

ー
ム

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

デ
バ

イ
ス

（
デ

ジ
タ

ル
家

電
＋

メ
デ

ィ
ア

な

ど
）

：
5

.4
6

兆
円

 

③
ホ

ー
ム

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

イ
ン

フ
ラ

（
イ

ン
フ

ラ
サ

ー
ビ

ス
＋

ル
ー

タ

/
S

T
B

）
：

1
.4

兆
円

 

  総
務

省
報

告

（
h

tt
p
:/

/
w

w
w

.jo
h

o
ts

u
s
in

to
k

e
i.s

o
u

m
u

.g
o
.jp

/
w

h
it
e
p

a
p

e
r/

w
h

it
e
p
a
p
e
r0

1
.h

tm
l）

 
に

お
い

て
、

 

国
内

：
電

気
通

信
事

業
売

上
 

 
1

4
5

,7
6

7
億

円
（

2
0

0
4

）
 

海
外

：
電

気
通

信
サ

ー
ビ

ス
 

1
,2

1
6

x
1

0
億

米
ド

ル
≒

1
,3

3
7

,6
0

0
億

円
（

1
1

0
\

/
$

）
 

（
2

0
0

4
）

 

と
あ

る
こ

と
か

ら
、

国
内

：
海

外
の

市
場

規
模

比
が

1
：

9
と

予
測

し
、

世

界
市

場
規

模
は

、
国

内
市

場
規

模
の

1
0

倍
と

想
定

。
 

  

こ
の

ほ
か

、
「

次
世

代
IP

放
送

ア
プ

リ
ケ

ー
シ

ョ
ン

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

」

及
び
「

高
速

ホ
ー

ム
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
技

術
」

に
つ

い
て

は
、

ケ
ー

ブ
ル

テ
レ

ビ

市
場

が
見

込
ま

れ
、
そ

の
規

模
は

以
下

の
通

り
。

 

■
国

内
市

場
 

2
0

1
5

年
：

8
,0

4
9

億
円

～
1

兆

4
0

億
円

 

■
世

界
市

場
 

2
0

1
5

年
：

1
2

兆
円

以
上

 

 

国
内

市
場

規
模

に
つ

い
て

は
、

「
2

0
1

0
年

代
の

ケ
ー

ブ
ル

テ
レ

ビ

の
在

り
方

に
関

す
る

研
究

会
」
の

報
告

書 （
h

tt
p

:/
/
w

w
w

.s
o
u

m
u

.g
o
.jp

/
s

-
n

e
w

s
/
2

0
0

7
/
0

7
0

7
0

6
_
5

.h
t

m
l）

を
参

照
。

 

 た
だ

し
、

初
め

に
示

し
た

ホ
ー

ム

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

技
術

関
連

市
場

 

 
 

 
 

 
 

 
○

異
種

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

高
信

頼
統

合
管

理
技

術
 

 
異

な
る

規
格

の
通

信
が

混
在

す
る

場

合
で

も
、
同

じ
イ

ン
タ

フ
ェ

ー
ス

で
利

用

を
可

能
に

す
る

技
術

 

2
0

1
0

年
: 

異
な

る
通

信
規

格
・

あ
る

い
は

異
な

る
チ

ャ
ネ

ル
を

同
時

に
複

数
利

用
可

能
な

場
合

に
、

こ
れ

ら
を

仮
想

化
す

る
こ

と
に

よ
り

あ
た

か
も

一
つ

の
イ

ン
タ

フ
ェ

ー
ス

で
の

通
信

で
見

せ
か

け
る

こ
と

で
冗

長
化

・
高

速
化

し
、

高
信

頼
な

統
合

管
理

を
実

現
 

2
0

1
3

年
: 

緊
急

呼
、

緊
急

メ
ー

ル
を

異
な

る
通

信
規

格
・

あ
る

い
は

異
な

る
チ

ャ
ネ

ル
を

同
時

に
利

用
し

て
通

報
す

る
こ

と
を

可
能

と
し

、
重

要
通

信
の

信
頼

性
を

担
保

す
る

技
術

 

IE
T

F
の

M
O

N
M

Iな
ど

で
複

数
の

I/
F

持

つ
端

末
の

動
作

を
検

討
中

。
 

 

○
 

シ
ー

ム
レ

ス
H

O
な

ど
の

検

討
が

進
ん

で
い

る
。

 

基
礎

 
○

 

仮
想

化
し

た
イ

ン
タ

フ
ェ

ー
ス

の
仕

様
は

、
国

際
標

準
化

す
る

こ
と

が

望
ま

し
い

。
 

や
や

難
 

2
0

憶
 

（
2

0
0

8
～

 

 
 

2
0

1
5

）

民
間

、
独

法
 

国
、

民
間

 

 

仮
想

化
イ

ン
タ

フ
ェ

ー
ス

仕
様

の

策
定

は
、

デ
フ

ァ
ク

ト
に

従
う

の
で

は
な

く
、

産
学

官
連

携
で

の
標

準
化

に
基

づ
く

方
が

、
国

際
競

争
力

上
望

ま
し

い
。

 

 

 
 

 
○

ユ
ニ

バ
ー

サ
ル

・
ユ

ー
ザ

イ
ン

タ
フ

ェ

ー
ス

 

 
年

齢
、

障
が

い
、

使
用

言
語

等
に

よ
ら

ず
誰

で
も

容
易

に
IT

機
器

や
ソ

フ
ト

を

利
用

可
能

に
す

る
ユ

ー
ザ

イ
ン

タ
フ

ェ

ー
ス

技
術

 

2
0

1
0

年
：

シ
ニ

ア
の

特
性

に
適

応
し

た
情

報
提

示
技

術
の

開
発

 

2
0

1
2

年
：

IT
機

器
利

用
時

の
ト

ラ
ブ

ル
を

容
易

に
解

決
す

る
支

援
技

術
の

開
発

 

2
0

1
4

年
：

P
C

、
携

帯
、

家
電

等
の

複
数

の
機

器
か

ら
同

様
の

メ
タ

フ
ァ

で
容

易
に

利
用

可

能
に

す
る

ユ
ー

ザ
イ

ン
タ

フ
ェ

ー
ス

技
術

 

2
0

1
5

年
：

コ
ン

テ
ン

ツ
の

自
由

な
多

言
語

変
換

 

 
 

 
 

：
情

報
バ

リ
ア

フ
リ

ー
の

た
め

の
多

感
覚

メ
デ

ィ
ア

変
換

技
術

 

≪
米

国
≫

 

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
法

5
0

8
条

に
て

、
政

府
調

達
の

IT
機

器
・

ソ
フ

ト
に

つ
い

て
障

害

者
対

応
を

規
定

し
て

い
る

た
め

、
視

聴
覚

障

害
だ

け
で

は
な

く
、

知
的

障
害

者
や

四
肢

障

害
者

向
け

の
IT

支
援

技
術

の
開

発
も

進
ん

で

い
る

。
 

○
 

シ
ニ

ア
向

け
IT

支
援

技
術

や

携
帯

を
用

い
た

サ
ー

ビ
ス

の
開

発
は

先
行

。
 

基
礎

 
○

 

特
に

携
帯

電
話

の
ユ

ー
ザ

イ
ン

タ
フ

ェ
ー

ス

の
標

準
化

が
重

要
。

 

や
や

難
 

2
0

億
円

 

（
2

0
0

8
～

 

 
 

2
0

1
5

）

 

民
間

、
独

法
 

国
、

民
間

 

 

現
在

、
産

学
官

連
携

の
「

情
報

大

航
海

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

・
コ

ン
ソ

ー
シ

ア
ム

」
に

て
知

的
情

報
ア

ク
セ

ス
技

術
を

開
発

し
て

い
る

。
 

携
帯

イ
ン

タ
フ

ェ
ー

ス
の

統
一

に

は
、

国
か

ら
の

統
制

が
必

要
。

 

ユ
ー

ザ
イ

ン
タ

フ
ェ

ー
ス

は
生

活

ス
タ

イ
ル

や
言

語
に

依
存

す
る

部
分

も
多

い
こ

と
か

ら
、

ま
ず

は
国

内
で

の
適

用
を

目
指

し
た

検
討

を
進

め

る
。

さ
ら

に
は

、
海

外
で

の
開

発
状

況
を

ふ
ま

え
、

国
際

的
に

適
用

可
能

な
技

術
の

創
出

を
目

指
す

。
 

 
 

 
○

シ
ー

ム
レ

ス
・

セ
キ

ュ
ア

ネ
ッ

ト
ワ

ー

ク
 

 
種

々
の

通
信

路
お

よ
び

通
信

規
格

を

相
互

接
続

す
る

電
子

機
器

相
互

接
続

技

術
及

び
個

人
情

報
お

よ
び

コ
ン

テ
ン

ツ

著
作

権
を

保
護

し
な

が
ら

個
人

情
報

発

信
を

支
援

す
る

個
人

情
報

発
信

基
盤

技

術
 

 

2
0

1
0

年
：

異
な

る
通

信
規

格
を

変
換

し
、

家
庭

内
の

電
子

機
器

の
相

互
接

続
を

可
能

と
す

る
ホ

ー
ム

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

制
御

技
術

の
開

発
。

ホ
ー

ム
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

多
様

性
を

高
め

る
た

め
ユ

ビ
キ

タ
ス

系
の

エ
ン

ド
デ

バ
イ

ス
（

Z
ig

B
e
e
、

セ
ン

サ

ー
）

、
無

線
系

デ
バ

イ
ス

、
P

L
C

・
同

軸
等

の
伝

送
技

術
の

高
性

能
化

開
発

。
 

2
0

1
5

年
：

個
人

情
報

保
護

及
び

コ
ン

テ
ン

ツ
保

護
を

実
現

す
る

個
人

情
報

発
信

技
術

の
開

発
。

コ
ン

テ
ン

ツ
の

不
正

利
用

を
検

出
す

る
コ

ン
テ

ン
ツ

監
視

技
術

の
開

発
。

 

米
国

の
電

力
会

社
に

お
い

て
Z

ig
B

e
e
を

用
い

た
電

力
負

荷
制

御
や

需
要

に
基

づ
く

価

格
設

定
検

討
中

。
 

IT
U

-
T

 J
。

1
9

0
で

ホ
ー

ム
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
ア

ー
キ

テ
ク

チ
ャ

に
つ

い
て

勧
告

。
 

○
 

規
格

は
国

内
外

で
推

進
。

機

器
開

発
は

国
内

先
行

。
 

開
発

／
実

用
◎

 

家
庭

内
の

あ
ら

ゆ
る

機
器

間
に

お
い

て
相

互

接
続

・
相

互
運

用
性

を
確

保
す

る
た

め
の

標
準

化

が
必

要
。

 

や
や

難
 

3
0

億
円

 

（
2

0
0

8
～

 

2
0

1
5

）

 

民
間

、
独

法
 

国
、

民
間

 
さ

ま
ざ

ま
な

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

規
格

が
あ

る
中

、
相

互
接

続
性

を
検

証
す

る
た

め
の

実
証

実
験

機
会

を
、

産
学

官
連

携
で

準
備

す
る

こ
と

が
望

ま
し

い
。

 

国
外

で
の

規
格

と
連

携
す

べ
く

IT
U

-
T

、
C

E
A

な
ど

の
国

際
標

準
化

団
体

に
お

い
て

技
術

標
準

の
策

定
を

行
う

と
と

も
に

法
制

度
整

備
の

検
討

を
行

う
。

 

 
 

 
○

無
線

干
渉

 

周
波

数
利

用
効

率
を

高
め

、
通

信
容

量

を
高

め
る

技
術

 

2
0

1
0

年
：

M
IM

O
技

術
応

用
時

空
間

周
波

数
多

重
ア

ク
セ

ス
技

術
の

開
発

 

2
0

1
5

年
：

超
マ

ル
チ

ア
ン

テ
ナ

干
渉

活
用

型
信

号
処

理
技

術
の

開
発

 
 

 

北
米

を
中

心
に

周
波

数
利

用
効

率
の

最
大

化
に

向
け

た
理

論
研

究
が

先
行

。
 

○
 

理
論

的
な

検
討

は
北

米
が

先

行
し

て
い

る
が

、
実

際
の

電
波

伝
搬

実
験

は
国

内
が

先
行

し
て

い
る

。
 

開
発

 
◎

 

家
庭

内
の

あ
ら

ゆ
る

機
器

間
に

お
い

て
相

互

接
続

・
相

互
運

用
性

を
確

保
す

る
た

め
、

無
線

伝
送

方
式

の
標

準
化

が
必

要
。

難
 

3
0

億
円

 

（
2

0
0

8
～

 

2
0

1
5

年
）

 

民
間

 
民

間
 

信
号

処
理

の
理

論
部

分
は

大
学

に

知
識

が
蓄

積
し

て
い

る
の

で
産

学
連

携
が

必
要

と
考

え
る

。
 

標
準

化
活

動
を

着
実

に
進

め
る

必

要
が

あ
る

。
 

 
 

 
○

高
品

質
伝

送
（

宅
内

Q
o
S

）
・

低
遅

延
伝

送
 

高
精

細
動

画
を

遅
延

無
く

無
線

伝
送

す
る

技
術

 

2
0

1
2

年
：

低
遅

延
コ

ー
デ

ッ
ク

と
ミ

リ
波

通
信

に
よ

る
超

高
精

細
動

画
リ

ア
ル

タ
イ

ム
伝

送
 

2
0

1
5

年
：

異
種

ト
ラ

フ
ィ

ッ
ク

混
在

型
ク

ロ
ス

レ
イ

ヤ
ー

Q
o
S

技
術

の
開

発
 

ミ
リ

波
通

信
チ

ッ
プ

は
北

米
ベ

ン
チ

ャ
ー

系
企

業
が

先
行

。
 

○
 

ミ
リ

波
は

信
号

処
理

論
理

で
や

や
遅

れ
、

R
F
回

路
は

拮
抗

。

開
発

 
◎

 

家
庭

内
の

あ
ら

ゆ
る

機
器

間
に

お
い

て
相

互

接
続

・
相

互
運

用
性

を
確

保
す

る
た

め
、

無
線

伝
送

方
式

、
画

像
圧

縮
方

式
の

標
準

化
が

必
要

。
 

難
 

3
0

億
円

 

（
2

0
0

8
～

 

2
0

1
5

年
）

 

民
間

 
国

 
信

号
処

理
部

の
開

発
は

北
米

に
遅

れ
を

と
っ

て
い

る
の

で
国

家
P

J
を

活

用
し

国
と

し
て

挽
回

す
べ

き
（

大
学

で
は

あ
ま

り
研

究
が

行
わ

れ
て

い
な

い
分

野
の

た
め

）
。

 

標
準

化
活

動
を

着
実

に
進

め
る

必

要
が

あ
る

。
 

 
 

 
○

多
機

能
ア

プ
ラ

イ
ア

ン
ス
（

ウ
ェ

ア
ラ

ブ
ル

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

等
を

含
む

）
 

 
携

帯
型

の
情

報
端

末
を

高
機

能
化

す

る
た

め
の

技
術

 

2
0

1
0

年
：

複
数

の
無

線
で

の
送

受
信

、
表

現
メ

デ
ィ

ア
の

自
由

な
切

り
替

え
を

実
現

す
る

技
術

 

2
0

1
5

年
：

ユ
ー

ザ
の

状
況

把
握

が
可

能
な

身
に

着
け

て
い

る
こ

と
が

意
識

さ
れ

な
い

機
器

。

状
況

に
応

じ
た

適
切

な
情

報
の

提
供

技
術

。
 

2
0

2
0

年
：

給
電

、
通

信
機

能
を

持
つ

服
の

標
準

化
。

 

 
 

 
 

身
に

つ
け

た
複

数
機

器
間

連
携

利
用

技
術

。
 

ト
ロ

ン
ト

大
ら

が
ウ

エ
ア

ラ
ブ

ル
機

器
研

究
で

先
行

。
 

○
 

機
器

小
型

化
技

術
で

優
位

。

携
帯

を
用

い
た

サ
ー

ビ
ス

開
発

は
先

行
。

 

基
礎

 
○

 

ウ
エ

ア
ラ

ブ
ル

機
器

間
連

携
、

給
電

な
ど

の
標

準
化

が
必

要
。

 

難
 

3
0

億
円

 

（
2

0
0

8
～

 
 

2
0

1
2

）

 

民
間

、
独

法
 

国
、

民
間

独
法

 

デ
バ

イ
ス

、
、

通
信

、
人

間
科

学

な
ど

、
多

面
的

な
ア

プ
ロ

ー
チ

が
求

め
ら

る
分

野
。

国
の

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
が

必
要

。
 

本
格

的
な

普
及

の
た

め
に

は
、

標

準
化

が
不

可
欠

。
国

際
的

な
標

準
化

の
推

進
す

べ
き

。
 

 
 

 
○

個
人

適
応

エ
ー

ジ
ェ

ン
ト

 

 
自

動
的

に
ユ

ー
ザ

の
好

み
に

応
じ

た

形
で

情
報

を
提

供
す

る
技

術
 

2
0

1
1

年
：

衛
星

放
送

の
大

容
量

化
、

ダ
ウ

ン
ロ

ー
ド

型
サ

ー
ビ

ス
 

2
0

1
5

年
：

メ
タ

デ
ー

タ
活

用
サ

ー
ビ

ス
の

開
発

 

2
0

2
0

年
：

コ
ン

テ
ン

ツ
内

容
の

意
味

の
理

解
に

基
づ

く
知

的
メ

デ
ィ

ア
変

換
技

術
 

W
e
b

ペ
ー

ジ
の

意
味

を
扱

う
こ

と
を

目

的
と

し
た

セ
マ

ン
テ

ィ
ッ

ク
W

e
b

プ
ロ

ジ

ェ
ク

ト
が

提
唱

さ
れ

て
い

る
。

 

○
 

左
記

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

提
案

元

の
W

3
C

に
は

日
本

も
参

画
し

て
い

る
。

 

基
礎

 
◎

 

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

が
グ

ロ
ー

バ
ル

化
す

る
中

、
今

後
は

コ
ン

テ
ン

ツ
の

グ

ロ
ー

バ
ル

競
争

が
激

化

す
る

も
の

と
考

え
ら

れ

る
。

こ
の

た
め

コ
ン

テ
ン

ツ
の

制
御

技
術

の
国

際

標
準

化
が

必
要

。
 

難
 

3
0

億
円

 

（
2

0
1

1
～

2
0

2
0

）
 

 

民
間

、
独

法
 

国
、

民
間

独
法

 

人
間

科
学

か
ら

の
ア

プ
ロ

ー
チ

が

求
め

ら
れ

る
た

め
、

IC
T

分
野

以
外

の

心
理

学
、

人
間

工
学

な
ど

幅
広

い
異

分
野

と
の

連
携

が
必

要
。

そ
の

た
め

に
は

、
産

官
学

連
携

が
有

効
。

 

市
場

拡
大

に
は

言
語

や
文

化
の

違

い
を

克
服

す
る

た
め

の
国

際
的

な
連

携
が

求
め

ら
れ

る
。

 

 
 

 
○

緊
急

情
報

提
供

技
術

 

 
少

な
い

待
機

電
力

で
、
様

々
な

ル
ー

ト

か
ら

提
供

さ
れ

る
緊

急
情

報
を

遅
延

な

く
し

か
も

確
実

に
ユ

ー
ザ

に
提

供
す

る

2
0

1
0

年
：

緊
急

情
報

に
よ

る
自

動
起

動
省

電
力

化
技

術
の

開
発

 

2
0

1
5

年
：

緊
急

情
報

に
よ

る
ホ

ー
ム

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

制
御

技
術

の
開

発
 

IT
U

-
R

に
お

い
て

公
衆

通
信

に
よ

る
被

災

軽
減

が
研

究
課

題
と

な
っ

て
い

る
。

 

○
 

緊
急

地
震

速
報

な
ど

防
災

サ

ー
ビ

ス
提

供
側

は
先

行
。

 

開
発

／
実

用
◎

 

地
震

等
の

災
害

が
多

い
日

本
が

先
行

し
て

い

る
分

野
で

あ
り

、
日

本
の

や
や

難
 

2
0

億
円

 

（
2

0
1

0
～

2
0

1
5

）

 

民
間

、
独

法
 

国
、

民
間

独
法

 

「
安

心
・

安
全

な
社

会
」

の
実

現

に
向

け
、

国
策

と
し

て
の

取
組

み
が

有
効

。
防

災
分

野
は

、
国

土
、

交
通

、

消
防

、
自

治
体

な
ど

様
々

な
分

野
に

IT
U

な
ど

で
の

国
際

的
な

標
準

化

の
推

進
、

防
災

分
野

に
お

け
る

寄
与

を
通

じ
た

日
本

の
プ

レ
ゼ

ン
ス

向
上

を
視

野
に

入
れ

た
途

上
国

へ
の

支
援

42

http://www.soumu.go.jp/s-news/2004/040827_11.html
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技
術

 
国

際
貢

献
の

観
点

か
ら

標
準

化
が

必
要

。
 

に
ケ

ー
ブ

ル
テ

レ
ビ

市
場

が
内

包
さ

れ
る

と
考

え
ら

れ
る

た
め

、
全

体
の

数

値
に

は
加

算
し

な
い

。
 

  

ま
た

、
「

二
次

元
通

信
技

術
」

の

関
連

市
場

の
規

模
と

し
て

、
2

0
0

5

年
か

ら
の

1
0

年
間

で
、

国
内

に
お

い

て
7

5
0

億
円

、
世

界
で

1
兆

2
5

0
0

億
円

が
見

込
ま

れ
る

。
算

出
過

程
は

以
下

の
通

り
。

 

 ●
前

提
 

1
．

本
技

術
は

P
C

用
 

2
．

P
C

の
1

0
％

が
使

用
、

 

3
．

二
次

元
通

信
シ

ー
ト

 

単
価

＝
5

0
0

0
円

 

4
．

1
0

年
間

使
用

 

 ●
P

C
の

年
間

出
荷

台
数

 

国
内

：
 

 
1

5
0

0
万

台
/
年

 

（
2

0
0

5
年

）
 

世
界

：
2

億
5

0
0

0
万

台
/
年

 

（
2

0
0

7
年

）
 

●
市

場
規

模
 国

内
：

1
5

0
0

万
台

/
年

x
0

.1
x
5

0
0

0
円

x
1

0
年

 

＝
7

5
0

億
円

 

世
界

：
2

億
5

0
0

0
万

台
/
年

x
0

.1
x
5

0
0

0
円

x
1

0
年

＝
 

1
兆

2
5

0
0

億
円

 

 

同
様

に
、

こ
の

市
場

に
つ

い
て

も
、

初
め

に
示

し
た

ホ
ー

ム
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
技

術
関

連
市

場
に

内
包

さ
れ

る
と

考
え

ら
れ

る
た

め
、

全
体

の
数

値
に

は
加

算
し

な
い

。
 

ま
た

が
る

た
め

、
利

害
関

係
を

超
え

た
産

学
官

の
連

携
が

必
要

。
 

が
必

要
。

 

 
 

 
○

イ
ン

テ
リ

ジ
ェ

ン
ス

ホ
ー

ム
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
制

御
 

ホ
ー

ム
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
に

お
い

て
、
情

報
家

電
、

白
物

家
電

を
は

じ
め

、
ロ

ボ
ッ

ト
、

セ
ン

サ
ー

、
タ

グ
等

の
家

庭
内

機
器

が
、

自
立

的
に

相
互

接
続

・
協

調
運

用
で

き
る

ホ
ー

ム
ゲ

ー
ト

ウ
ェ

イ
技

術
 

2
0

1
0

年
：

異
な

る
通

信
規

格
を

変
換

し
、

家
庭

内
の

電
子

機
器

の
相

互
接

続
を

可
能

と
す

る
ホ

ー
ム

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

制
御

技
術

の
開

発
。

ホ
ー

ム
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

多
様

性
を

高
め

る
た

め
ユ

ビ
キ

タ
ス

系
の

エ
ン

ド
デ

バ
イ

ス
（

Z
ig

B
e
e
、

セ
ン

サ

ー
）

、
無

線
系

デ
バ

イ
ス

、
P

L
C

・
同

軸
等

の
伝

送
技

術
の

高
性

能
化

開
発

。
 

2
0

1
5

年
：

家
庭

内
の

全
て

の
機

器
同

士
が

自
由

に
相

互
接

続
し

、
機

器
間

に
お

け
る

情
報

共
有

を
す

る
連

携
・

協
調

動
作

が
可

能
な

技
術

の
確

立
。

各
エ

ン
ド

デ
バ

イ
ス

組
み

込
み

の
マ

イ
ク

ロ
ゲ

ー
ト

ウ
ェ

イ
チ

ッ
プ

開
発

。
 

IT
U

-
T

で
ホ

ー
ム

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

ア
ー

キ

テ
ク

チ
ャ

が
規

定
（

0
9

-
1

2
年

の
主

要
課

題

と
し

て
取

り
上

げ
ら

れ
る

）
。

D
L
N

A
、

 

U
P

n
P

等
と

の
連

携
も

整
備

さ
れ

る
。

 

◎
 

家
電

は
日

本
が

世
界

を
先

導

し
て

い
る

分
野

の
一

つ
で

あ

り
、

技
術

水
準

は
高

い
。

 

基
礎

 
◎

 

家
庭

内
の

あ
ら

ゆ
る

機
器

間
に

お
い

て
相

互

接
続

・
相

互
運

用
性

を
確

保
す

る
た

め
に

も
標

準

化
が

必
要

。
  

難
 

3
0

億
円

 

（
2

0
0

7
～

2
0

0
9

）

独
法

 

 

国
、

民
間

独
法

 

  

ホ
ー

ム
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
は

、
「

次

世
代

IP
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
推

進
フ

ォ
ー

ラ
ム

」
を

中
心

に
検

討
が

行
わ

れ
て

い
る

と
こ

ろ
。

様
々

な
民

間
標

準
が

乱
立

し
て

い
る

た
め

、
産

官
学

で
連

携
し

て
、

国
内

技
術

の
標

準
化

活
動

と
ホ

ー
ム

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

機
器

に
お

け
る

相
互

接
続

・
相

互
運

用
の

実
現

に
向

け
た

一
体

的
な

研
究

開
発

の
推

進
が

必
要

。
 

 

国
際

的
に

も
様

々
な

標
準

規
格

が

乱
立

し
て

い
る

た
め

、
日

本
と

し
て

の
標

準
規

格
を

明
確

に
す

る
と

と
も

に
、

国
際

標
準

の
獲

得
に

向
け

、
今

後
有

望
な

情
報

家
電

の
市

場
と

み
ら

れ
る

ア
ジ

ア
各

国
と

連
携

し
た

研
究

開
発

の
取

組
み

が
必

要
。

 

キ
ャ

リ
ア

、
通

信
機

器
ベ

ン
ダ

ー
、

情
報

家
電

ベ
ン

ダ
ー

、
デ

バ
イ

ス
ベ

ン
ダ

ー
と

国
際

間
・

異
種

業
者

間
で

の
横

断
的

な
研

究
開

発
が

必
要

。
 

 
 

 
○

高
信

頼
ホ

ー
ム

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

遠
隔

制
御

・
管

理
基

盤
技

術
 

家
庭

外
か

ら
ホ

ー
ム

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

に
接

続
さ

れ
て

い
る

機
器

へ
の

セ
キ

ュ

ア
な

通
信

を
確

保
す

る
と

と
も

に
、
ホ

ー

ム
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

状
況

を
モ

ニ
タ

ー
・

遠
隔

制
御

が
可

能
な

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

を
実

現
す

る
技

術
 

2
0

1
0

年
：

情
報

家
電

等
の

端
末

に
安

心
・

安
全

に
遠

隔
ア

ク
セ

ス
・

制
御

で
き

る
技

術
の

確
立

。
エ

ン
ド

デ
バ

イ
ス

の
広

域
網

（
N

G
N

）
サ

ー
ビ

ス
の

提
供

を
狙

っ
た

制

御
方

式
の

確
立

。
 

2
0

1
5

年
：

様
々

な
サ

ー
ビ

ス
事

業
者

等
の

家
庭

外
か

ら
の

セ
キ

ュ
ア

な
家

庭
内

の
機

器
の

活
用

と
サ

ー
ビ

ス
の

利
用

が
可

能
と

な
る

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

の
確

立
 

◎
 

日
本

は
F
T

T
H

の
浸

透
、

N
G

N
商

用
化

に
よ

り
遠

隔
制

御
に

適
し

た
環

境
を

世
界

に
先

駆
け

て
実

現
し

て
お

り
、

技
術

水
準

も
高

い
。

 

基
礎

 
◎

 

家
庭

内
の

あ
ら

ゆ
る

機
器

間
に

お
い

て
相

互

接
続

・
相

互
運

用
性

を
確

保
す

る
た

め
に

も
標

準

化
が

必
要

。
 

 

難
 

3
0

億
円

 

（
2

0
0

7
～

2
0

0
9

）

 
 

 
○

次
世

代
IP

放
送

ア
プ

リ
ケ

ー
シ

ョ
ン

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

 

次
世

代
IP

T
V

／
C

A
T

V
を

始
め

と

す
る

映
像

サ
ー

ビ
ス

、
お

よ
び

F
M

C
等

に
よ

る
メ

デ
ィ

ア
、
端

末
連

携
サ

ー
ビ

ス

の
推

進
、

高
度

化
の

た
め

、
共

通
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
、

C
A

S
技

術
、

高
度

ア
プ

リ
ケ

ー
シ

ョ
ン

技
術

 

2
0

0
9

年
：

仮
想

O
S

を
含

む
、

ハ
ー

ド
ウ

ェ
ア

非
依

存
で

柔
軟

且
つ

オ
ー

プ
ン

な
ア

プ
リ

ケ

ー
シ

ョ
ン

プ
ロ

グ
ラ

ム
イ

ン
タ

ー
フ

ェ
ー

ス
（

A
P

I）
の

開
発

。
 

様
々

な
シ

ス
テ

ム
に

柔
軟

に
対

応
す

る
た

め
の

ダ
ウ

ン
ロ

ー
ダ

ブ
ル

C
A

S
技

術
の

開
発

 

2
0

1
0

年
：

ア
プ

リ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
付

加
価

値
を

高
め

る
メ

タ
デ

ー
タ

及
び

メ
タ

デ
ー

タ
ハ

ン
ド

リ
ン

グ
ア

ー
キ

テ
ク

チ
ャ

の
確

立
、

高
速

エ
ン

コ
ー

ド
／

ト
ラ

ン
ス

コ
ー

ド
技

術
の

確
立

 

2
0

1
2

年
：

番
組

視
聴

中
及

び
視

聴
後

（
録

画
後

）
に

番
組

の
内

容
と

高
度

に
連

携
す

る
ア

プ
リ

ケ
ー

シ
ョ

ン
の

確
立

、
T

V
／

S
T

B
と

モ
バ

イ
ル

端
末

等
と

の
シ

ー
ム

レ
ス

な

連
携

サ
ー

ビ
ス

を
実

現
す

る
技

術
の

確
立

 
 

各
ベ

ン
ダ

ー
独

自
仕

様
が

一
般

的
で

互
換

性
に

問
題

あ
り

。
J
A

V
A

ベ
ー

ス
手

続
き

記

述
型

標
準

規
格

と
し

て
M

H
P

/
O

C
A

P
な

ど
も

あ
る

が
普

及
の

た
め

に
は

一
層

の
高

度

化
が

必
要

。
 

 ≪
米

国
≫

 

a
b
le

 C
A

R
D

と
し

て
S

T
B

か
ら

の
セ

キ

ュ
リ

テ
ィ

機
能

分
離

を
義

務
付

け
。

今
後

の

D
C

A
S

技
術

導
入

に
向

け
規

格
化

が
進

行

中
。

 

○
 

日
本

は
宣

言
記

述
型

の

B
M

L
が

デ
ジ

タ
ル

放
送

で
広

く
用

い
ら

れ
て

い
る

。
手

続
き

型
も

A
R

IB
 S

T
D

 B
-
2

3
と

し
て

規
格

化
は

さ
れ

て
い

る
。

オ
ー

プ
ン

な
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ

ー
ム

技
術

で
あ

る
O

S
G

iの
推

進
に

日
本

企
業

も
貢

献
。

 

次
世

代
C

A
S

の
検

討
は

M
a
rl
in

を
ベ

ー
ス

に
実

用
化

が

進
め

ら
れ

て
い

る
。

 

開
発

／
実

用
◎

 

A
P

Iの
標

準
化

、
コ

ン

テ
ン

ツ
の

国
際

流
通

に

も
対

応
す

る
標

準
化

、
メ

タ
デ

ー
タ

等
の

標
準

化
、

今
後

の
IP

T
V

/
C

A
T

V

サ
ー

ビ
ス

の
高

度
化

の

基
盤

と
な

る
も

の
で

あ

り
、

極
め

て
重

要
。

 

や
や

難
 

1
5

0
億

円

（
2

0
0

8
～

2
0

1
2

）

民
間

、
独

行
 

国
、

民
間

 
製

品
化

や
実

サ
ー

ビ
ス

を
見

据
え

た
研

究
開

発
が

国
際

競
争

力
を

有
す

る
技

術
を

確
立

す
る

上
で

重
要

で
あ

る
た

め
、

N
IC

T
等

を
拠

点
に

C
A

T
V

機
器

メ
ー

カ
や

事
業

者
等

の
参

画
に

よ
る

研
究

開
発

を
初

期
段

階
か

ら
集

中
的

に
実

施
。

 

 

世
界

最
大

の
C

A
T

V
関

連
市

場
を

有
す

る
米

国
や

今
後

の
市

場
拡

大
が

見
込

ま
れ

る
国

々
の

動
向

を
的

確
に

把
握

・
分

析
し

、
研

究
開

発
へ

の
反

映
を

図
る

と
と

も
に

、
研

究
開

発
成

果
の

国
際

展
開

を
図

る
。

 

 
 

 
○

高
速

ホ
ー

ム
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
技

術
 

S
T

B
を

ゲ
ー

ト
ウ

ェ
イ

と
す

る
ホ

ー

ム
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
に

お
い

て
、

大
容

量

の
コ

ン
テ

ン
ツ

デ
ー

タ
を

高
速

に
伝

送
・

共
有

す
る

た
め

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク

技
術

 

2
0

0
9

年
：

携
帯

端
末

と
ホ

ー
ム

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
連

携
に

よ
る

コ
ン

テ
ン

ツ
共

有
環

境
の

構

築
 

2
0

1
0

年
：

5
0

0
M

b
p
s
程

度
の

伝
送

速
度

を
有

す
る

高
速

ホ
ー

ム
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
技

術
の

開

発
 

2
0

1
2

年
：

同
軸

、
電

力
線

、
無

線
な

ど
の

異
媒

体
ホ

ー
ム

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
シ

ー
ム

レ
ス

に

接
続

す
る

技
術

の
開

発
 

同
軸

に
つ

い
て

は
M

o
C

A
が

c
.L

IN
K

を
、

IT
U

-
T

が
G

.9
9

5
4

と
し

て
H

P
N

A
 o

v
e
r 

C
o
a
x
を

規
格

化
。

高
速

P
L
C

が
普

及
。

 

   

○
 

M
o
C

A
、

IT
U

-
T

や
D

L
N

A

に
日

本
企

業
も

参
加

。
 

H
P

N
A

 o
v
e
r 

C
o
a
x

に
つ

い
て

は
、

米
国

に
並

び
、

実
サ

ー
ビ

ス
に

導
入

済
み

。
 

H
D

M
Iイ

ン
タ

フ
ェ

ー
ス

に

よ
る

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

化
を

日
本

企
業

が
先

導
。

 

高
速

P
L
C

が
導

入
さ

れ
、

急
速

に
ユ

ー
ザ

ー
数

が
増

大
。

開
発

／
実

用
◎

 

S
T

B
を

ゲ
ー

ト
ウ

ェ

イ
と

す
る

通
信

プ
ロ

ト

コ
ル

の
標

準
化

、
今

後
の

家
庭

内
の

IC
T

高
度

化
を

図
る

た
め

に
非

常
に

重

要
。

 

や
や

難
 

民
間

、
独

行
 

国
、

民
間

 

 
 

 
○

二
次

元
通

信
技

術
 

従
来

の
有

線
や

無
線

で
は

な
く

、
面

で

構
成

す
る

伝
送

媒
体

を
用

い
る

こ
と

に

よ
り

、
高

速
・

広
帯

域
な

通
信

を
行

う
と

と
も

に
、
電

源
供

給
も

可
能

な
二

次
元

通

信
技

術
の

研
究

開
発

を
実

施
す

る
。
具

体

的
な

研
究

開
発

課
題

は
次

の
と

お
り

。
 

 1
．

二
次

元
信

号
伝

送
技

術
の

研
究

開
発

 

 2
．

電
磁

波
漏

え
い

抑
制

技
術

の
研

究
開

発
 

 3
．

二
次

元
通

信
適

用
技

術
の

研
究

開
発

 

 

2
0

1
3

年
：

 

・
二

次
元

通
信

に
よ

る
安

心
安

全
で

利
活

用
性

の
高

い
新

し
い

通
信

方
式

の
確

立
 

・
二

次
元

通
信

媒
体

と
近

接
コ

ネ
ク

タ
の

設
計

方
法

の
確

立
 

・
二

次
元

通
信

に
お

け
る

電
波

の
安

全
規

格
と

標
準

の
確

立
 

・
二

次
元

通
信

に
適

し
た

通
信

方
式

の
確

立
 

 

エ
バ

ネ
ッ

セ
ン

ト
波

を
利

用
す

る
通

信
方

式
が

提
案

さ
れ

て
は

い
る

が
、

媒
体

を
家

屋

の
鉄

骨
の

よ
う

な
規

模
で

考
え

て
い

る
た

め
、

漏
洩

の
解

決
が

不
完

全
で

あ
る

。
ま

た

イ
ギ

リ
ス

で
は

P
in

 &
 P

la
y 

シ
ス

テ
ム

、

米
国

で
は

P
u

s
h

p
in

 C
o
m

p
u

ti
n

g
が

提

案
さ

れ
て

い
る

。
し

か
し

、
こ

れ
ら

の
方

法

で
は

、
導

電
層

と
安

定
な

電
気

的
接

続
を

確

保
す

る
の

が
難

し
く

、
電

気
シ

ョ
ー

ト
す

る

と
い

う
問

題
が

あ
る

。
 

◎
 

東
大

で
は

、
2

層
の

導
電

層

か
ら

構
成

さ
れ

る
二

次
元

通
信

シ
ー

ト
に

近
接

結
合

す
る

コ
ネ

ク
タ

を
開

発
し

、
既

存
の

無
線

プ
ロ

ト
コ

ル
で

信
号

伝
送

及
び

電
力

伝
送

の
実

証
実

験
を

行
っ

た
が

、
電

力
伝

送
を

含
ん

だ
二

次
元

通
信

プ
ロ

ト
コ

ル
の

確
立

と
安

全
性

の
確

認
ま

で
。

 

 

基
礎

 
◎

 

本
通

信
技

術
の

主
要

な
開

発
は

国
内

企
業

で

進
め

て
デ

フ
ァ

ク
ト

ス

タ
ン

ダ
ー

ド
を

目
指

す

の
が

効
率

的
で

あ
る

と

考
え

る
。

し
か

し
最

終
的

に
国

際
標

準
化

し
幅

広

く
応

用
さ

れ
る

た
め

に

は
、

各
国

に
お

い
て

研
究

開
発

・
普

及
活

動
が

活
発

に
展

開
さ

れ
る

こ
と

が

必
要

で
あ

る
。

 

標
準

 
5

億
円

／
年

 

本
研

究

開
発

は

社
会

的

波
及

効

果
が

極

め
て

大

き
い

た

め
、

国
と

し
て

主

導
権

を

確
保

す

べ
き

で

あ
る

。
特

に
E

M
C

関
連

の

問
題

が
、

国
が

実

施
す

べ

き
最

重

要
課

題

の
ひ

と

つ
で

あ

る
 

国
、

民
間

 
 

技
術

的
な

完
成

度
を

高
め

る
た

め
、

当
面

は
以

下
の

体
制

で
産

学
官

の
連

携
を

図
る

。
 

 
そ

の
後

、
ビ

ジ
ネ

ス
化

可
能

な
技

術
が

創
設

さ
れ

れ
ば

民
間

企
業

に
移

管
し

、
学

官
協

力
の

元
、

デ
フ

ァ
ク

ト
ス

タ
ン

ダ
ー

ト
を

目
指

す
。

 

 （
当

面
の

体
制

）
 

研
究

開
発

の
産

学
官

の
実

施
体

制
と

し
て

、
け

い
は

ん
な

情
報

通
信

オ
ー

プ
ン

ラ
ボ

研
究

推
進

協
議

会
の

ユ
ニ

バ
ー

サ
ル

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
分

科
会

の
下

に
、

二
次

元
通

信
ワ

ー
キ

ン
グ

グ
ル

ー
プ

を
設

置
、

今
後

ア
プ

リ
ケ

ー
シ

ョ
ン

、
方

式
、

電
波

伝
搬

・

E
M

C
、

シ
ス

テ
ム

の
4

つ
の

タ
ス

ク

フ
ォ

ー
ス

（
専

門
家

会
合

）
を

組
織

し
て

、
こ

れ
ら

専
門

家
会

合
の

下
で

新
し

い
課

題
に

取
り

組
む

こ
と

と
す

る
。

 

本
通

信
技

術
の

開
発

に
必

要
な

人

材
、

基
礎

技
術

の
リ

ソ
ー

ス
は

わ
が

国
に

完
備

し
て

お
り

、
開

発
期

間
に

お
け

る
主

要
な

開
発

は
国

内
企

業
で

進
め

る
の

が
効

率
的

で
あ

る
と

考
え

る
。

し
か

し
最

終
的

に
国

際
標

準
化

し
幅

広
く

応
用

さ
れ

る
た

め
に

は
、

各
国

に
お

い
て

研
究

開
発

・
普

及
活

動
が

活
発

に
展

開
さ

れ
る

こ
と

が
の

ぞ
ま

し
く

、
学

術
レ

ベ
ル

で
の

連
携

は
早

期
に

開
始

す
る

。
特

に
通

信
の

基
本

技
術

と
し

て
の

二
次

元
通

信

を
、

他
国

が
ヒ

ュ
ー

マ
ン

イ
ン

タ
フ

ェ
ー

ス
、

ロ
ボ

ッ
ト

な
ど

の
応

用
開

発
に

利
用

す
る

こ
と

は
国

際
連

携
方

策
と

し
て

有
効

。
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ユ
ニ

バ
ー

サ
ル

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
 

研
究

開
発

分
野

 
主

な
研

究
開

発
課

題
と

技
術

要
素
 

及
び

そ
の

概
要

 
研

究
開

発
目

標
 

海
外

の
研

究
動

向
 

日
本

の
 

研
究

開
発

水
準

 

現
在

の

研
究

段
階

国
際

標
準

化
 

の
重

要
度

 

研
究

開
発

要
素

の
技

術
的

 

難
易

度
 

研
究

開
発

に
 

必
要

な
資

金
 

（
概

算
）

将
来

の
市

場
規

模
 

（
予

測
）

 

推
進

主
体

 
推

進
方

策
 

研
究

開

発
主

体
 

資
金

提

供
主

体
産

学
官

の
連

携
 

国
際

連
携

方
策

 

高
度

コ
ン

テ
ン

ツ
創

造
・

分
析

・
流

通
 

玉
石

混
淆

の
デ

ジ
タ

ル
コ

ン
テ

ン
ツ

が
あ

ふ
れ

る
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
空

間
か

ら
情

報
を

分
析

す
る

こ

と
で

信
頼

で
き

る
情

報
を

見
極

め
、

知
識

と
し

て

収
集

し
て

利
活

用
す

る
こ

と
で

ユ
ビ

キ
タ

ス
ネ

ッ

ト
社

会
に

お
い

て
も

安
全

に
デ

ジ
タ

ル
コ

ン
テ

ン

ツ
の

創
造

・
流

通
・

利
活

用
が

行
え

る
環

境
を

実

現
す

る
。

 

2
0

1
0

年
：

 

・
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

上
の

玉
石

混
淆

の
コ

ン
テ

ン
ツ

か
ら

信
頼

で
き

る
情

報
を

判
断

す
る

た
め

の

情
報

分
析

が
可

能
に

な
る

。
 

・
分

野
や

言
語

の
壁

を
越

え
て

，
情

報
の

相
関

性
を

分
析

し
た

連
想

的
情

報
検

索
が

可
能

に
な

る
。 

・
ユ

ー
ザ

が
希

望
す

る
高

品
質

な
マ

ル
チ

メ
デ

ィ
ア

コ
ン

テ
ン

ツ
を

探
し

出
し

、
自

由
自

在
な

視

聴
が

可
能

に
な

る
。

 

2
0

1
5

年
：

 

・
ユ

ー
ザ

の
価

値
観

を
含

め
た

信
頼

性
分

析
が

可
能

に
な

る
。

 

・
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
上

に
分

散
化

さ
れ

た
知

識
ベ

ー
ス

の
連

結
に

よ
る

知
識

情
報

網
の

利
用

が
可

能

に
な

る
。

 

・
い

つ
で

も
ど

こ
で

も
、

あ
ら

ゆ
る

端
末

を
使

っ
て

高
品

質
な

コ
ン

テ
ン

ツ
が

視
聴

可
能

に
な

る
。
 

2
0

2
5

年
：

 

・
信

頼
で

き
な

い
情

報
や

、
違

法
・

有
害

情
報

を
直

ち
に

検
知

し
、

価
値

の
あ

る
情

報
を

ネ
ッ

ト

ワ
ー

ク
の

レ
ベ

ル
に

合
わ

せ
て

流
通

さ
せ

る
こ

と
が

可
能

に
な

る
。

 

・
個

人
レ

ベ
ル

の
専

門
知

識
が

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

上
に

集
積

さ
れ

、
そ

れ
ら

を
組

み
合

わ
せ

て
人

類

の
英

知
の

、
ユ

ー
ザ

の
要

求
に

基
づ

い
て

分
野

と
言

語
の

壁
を

越
え

て
組

み
合

わ
さ

れ
た

上
で

の
利

活
用

が
可

能
に

な
る

。
 

・
ユ

ー
ザ

の
端

末
や

公
共

の
端

末
が

連
携

し
、

そ
の

場
に

あ
る

多
様

な
機

器
で

高
品

質
な

ス
テ

レ

オ
や

立
体

映
像

の
利

用
が

可
能

に
な

る
。

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
●
 
コ

ン
テ

ン
ツ

信
頼

性
分

析
技

術
 

次
世

代
の

W
e
b
サ

ー
ビ

ス
と

し
て

、
発

信

者
や

、
評

判
情

報
、

意
見

情
報

の
時

間
的

推

移
、

マ
ル

チ
メ

デ
ィ

ア
コ

ン
テ

ン
ツ

を
利

用

し
て

、
利

用
者

が
情

報
の

信
頼

性
を

判
断

し

た
り

、
違

法
・

有
害

情
報

の
有

無
を

分
析

す

る
こ

と
で

有
益

な
コ

ン
テ

ン
ツ

を
情

報
サ

ー

ビ
ス

に
提

供
す

る
技

術
 

2
0

1
0

年
：

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

上
の

文
字

、
音

声
、

画
像

、
映

像
情

報
に

つ
い

て
、

情
報

の
信

憑
性

を
分

析
す

る
技

術
と

し
て

、
W

e
b
コ

ン
テ

ン
ツ

に
含

ま
れ

る
マ

ル
チ

メ
デ

ィ
ア

デ
ー

タ
と

テ
キ

ス
ト

内
容

の

不
整

合
性

の
発

見
技

術
や

、
内

容
に

含
ま

れ
る

意
見

情
報

の
分

析
技

術
 

2
0

1
5

年
：

ユ
ー

ザ
の

価
値

観
を

含
め

て
、

個
人

に
あ

わ
せ

た
信

頼
性

分
析

技
術

 

 2
0

2
5

年
：

信
頼

で
き

な
い

情
報

や
、

違
法

・
有

害
情

報
を

直
ち

に
検

知
し

、
価

値
の

あ
る

情
報

を
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

レ
ベ

ル
に

合
わ

せ
て

流
通

さ
せ

る
技

術
 

○
 

情
報

の
信

憑
性

に
関

す
る

研
究

開
発

を
産

学
官

連
携

体
制

を
構

築
し

て
開

始

し
て

い
る

。
な

お
、

N
IC

T
で

は
、

大
規

模
W

e
b

コ
ー

パ
ス

を
構

築
し

、
情

報
発

信
者

の
信

頼
性

、
W

e
b

頁
の

外
観

的
な

特
徴

に
基

づ
く

信
頼

性
、

情
報

内
容

の
信

頼
性

等
に

基
づ

き
、

W
e
b

コ
ン

テ
ン

ツ

の
信

憑
性

判
断

を
支

援
す

る
シ

ス
テ

ム

の
構

築
を

進
め

て
お

り
、

既
に

情
報

発
信

者
の

自
動

分
類

技
術

を
開

発
し

て
い

る
。

 
 

＜
W

e
b

コ
ン

テ
ン

ツ
信

憑
性

分
析

サ

ー
ビ

ス
市

場
＞

 

■
国

内
市

場
 

2
0

1
5

年
：

0
.2

9
兆

円
 

■
世

界
市

場
 

2
0

1
5

年
：

3
.5

兆
円

 

 

IP
A

報
告

書
（

2
0

0
7

年
5

月
）

に
記

載
さ

れ
て

い
る

セ
マ

ン
テ

ィ
ッ

ク
W

e
b

世
界

市
場

の
う

ち
、

ナ
レ

ッ

ジ
ワ

ー
ク

の
自

動
化

3
２

兆
円

の

1
1

%
と

仮
定

し
て

算
出

。
 

 
 

基
礎

か
ら

応
用

、
製

品
化

の

一
連

の
研

究
開

発
の

効
率

化
の

た
め

に
、

総
合

科
学

技
術

会
議

 

科
学

技
術

連
携

施
策

群
「

情
報

の
巨

大
集

積
化

と
利

活
用

基
盤

技
術

開
発

」
の

中
で

経
済

産
業

省
、

文
部

科
学

省
と

と
も

に
、

産
学

官
連

携
体

制
を

構
築

し
て

実
施

し
て

い
る

。
各

府
省

下
で

産
学

に
よ

る
基

礎
研

究
・

産
業

化
の

推
進

を
行

う
。

 

  

既
存

の
技

術
開

発
は

日

本
語

を
対

象
と

し
て

い
る

が
、

そ
の

技
術

を
国

際
的

に

利
用

で
き

る
よ

う
に

す
る

た
め

に
多

言
語

処
理

を
想

定
し

た
国

際
連

携
が

今
後

必
要

で
あ

る
。

 

 
 

 
○

発
信

者
分

析
技

術
 

情
報

発
信

者
を

内
容

情
報

や
U

R
L
な

ど
か

ら
分

析
し

て
推

定
す

る
技

術
 

2
0

1
0

年
：

 
U

R
L
や

コ
ン

テ
ン

ツ
に

含
ま

れ
る

情
報

発
信

者
に

関
す

る
記

述
な

ど
か

ら
発

信
者

の
情

報
を

抽

出
す

る
技

術
 

2
0

1
5

年
：

次
世

代
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
か

ら
取

得
で

き
る

発
信

者
情

報
な

ど
も

加
味

し
た

情
報

分
析

技
術

の
開

発
 

2
0

2
5

年
：

コ
ン

テ
ン

ツ
の

発
信

者
の

み
な

ら
ず

、
そ

の
内

容
に

記
述

さ
れ

た
記

事
の

発
言

者
が

、
任

意
の

分
野

で
ど

れ
く

ら
い

の
専

門
家

で
あ

る
か

を
過

去
の

発
言

な
ど

か
ら

判
断

す
る

技
術

 
 

 

各
国

と
も

研
究

開
発

が
進

め
ら

れ

て
い

る
が

大
学

の
研

究
室

レ
ベ

ル
で

あ
る

。
 

○
 

 
発

信
者

情
報

分
析

に
お

い
て

は
、

U
R

L
な

ど
に

基
づ

く
も

の
で

あ
り

実
用

サ
ー

ビ
ス

に
は

至
っ

て
い

な
い

。
 

基
礎

 
○

 

 
情

報
発

信
者

分
析

手
法

の
呼

び
出

し
な

ど
に

つ
い

て
の

プ
ロ

ト
コ

ル
は

標
準

化
が

必
要

。
 

 

難
 

４
億

円
 

（
2

0
0

8
～

 

2
0

1
0

）
 

 

独
法

 
国

 

 
 

 
○

評
判

情
報

分
析

技
術

 

同
様

の
内

容
が

記
述

さ
れ

て
い

る
情

報
を

分
析

し
、
そ

の
内

容
に

対
す

る
評

判

情
報

を
分

析
す

る
技

術
 

2
0

1
0

年
：

 
ユ

ー
ザ

の
要

求
に

基
づ

き
、

特
定

の
話

題
に

関
す

る
情

報
を

収
集

し
た

後
に

、
そ

の
話

題
に

関

す
る

評
判

情
報

を
分

析
し

、
収

集
し

た
情

報
全

体
に

お
け

る
評

判
情

報
分

布
や

し
て

し
た

情
報

の

位
置

づ
け

な
ど

を
明

確
に

す
る

技
術

 

2
0

1
5

年
：

利
用

者
の

評
価

モ
デ

ル
を

加
え

た
評

判
分

析
技

術
 

2
0

2
5

年
：

利
用

者
に

評
価

モ
デ

ル
の

み
な

ら
ず

、
発

信
者

側
の

知
識

レ
ベ

ル
を

判
定

し
、

総
合

的
に

評
判

情
報

を
分

析
す

る
技

術
 
 

  

各
国

と
も

研
究

開
発

が
進

め
ら

れ

て
い

る
が

大
学

の
研

究
室

レ
ベ

ル
で

あ
る

。
 

○
 

 
評

判
情

報
に

つ
い

て
は

、
製

品
情

報
に

限
定

し
た

も
の

が
商

用
サ

ー
ビ

ス
と

し

て
存

在
す

る
が

、
特

定
用

途
に

限
定

さ
れ

る
。

 

基
礎

 
○

 

評
判

情
報

分
析

手

法
の

呼
び

出
し

な
ど

に
つ

い
て

の
プ

ロ
ト

コ
ル

は
標

準
化

が
必

要
。

 

 

難
 

４
億

円
 

（
2

0
0

8
～

 

2
0

1
0

）
 

 

独
法

 
国

 

 
 

 
○

情
報

信
憑

性
の

た
め

の
意

味
内

容
及

び
そ

の
時

系
列

分
析

技
術

 

 
コ

ン
テ

ン
ツ

の
内

容
を

解
析

し
、
意

見

情
報

を
抽

出
し

た
後

、
そ

の
情

報
を

俯
瞰

で
き

る
マ

ッ
プ

を
作

成
す

る
技

術
，
お

よ

び
時

間
的

推
移

を
分

析
し

て
意

味
内

容

の
時

系
列

分
析

技
術

。
 

2
0

1
0

年
：

W
e
b
コ

ン
テ

ン
ツ

の
信

憑
性

を
検

証
す

る
た

め
の

意
見

情
報

分
析

技
術

と
、

 

そ
の

内
容

の
生

成
過

程
が

時
系

列
的

に
俯

瞰
で

き
る

技
術

の
開

発
 

2
0

1
5

年
：

情
報

発
信

に
お

い
て

、
時

間
だ

け
で

は
な

く
場

所
や

ユ
ー

ザ
の

状
況

に
基

づ
い

た
意

見
情

報
分

析
技

術
 

2
0

2
5

年
：

ユ
ー

ザ
の

意
見

情
報

の
時

系
列

推
移

か
ら

、
今

後
の

意
見

推
移

に
つ

い
て

推
測

す
る

意
味

内
容

分
析

技
術

 

 

各
国

と
も

研
究

開
発

が
進

め
ら

れ

て
い

る
が

大
学

の
研

究
室

レ
ベ

ル
で

あ
る

。
 

○
 

大
学

や
企

業
等

に
お

い
て

研
究

が
開

始
さ

れ
て

お
り

，
W

e
b

の
リ

ン
ク

構
造

な
ど

を
解

析
し

、
話

題
の

伝
搬

な
ど

を
分

析
す

る
技

術
が

存
在

す
る

。
さ

ら
に

，
意

味
内

容
ま

で
踏

み
込

ん
だ

言
語

処
理

解

析
に

よ
る

分
析

技
術

を
開

発
中

で
あ

る
。

基
礎

 
○

 

時
系

列
分

析
手

法

の
呼

び
出

し
な

ど
に

つ
い

て
の

プ
ロ

ト
コ

ル
は

標
準

化
が

必
要

。

難
 

６
億

円
 

（
2

0
0

8
～

 

2
0

1
0

）
 

 

独
法

 
国

 

 
 

 
○

情
報

信
憑

性
の

た
め

の
マ

ル
チ

メ
デ

ィ
ア

情
報

分
析

 

W
e
b
コ

ン
テ

ン
ツ

に
含

ま
れ

る
マ

ル

チ
メ

デ
ィ

ア
デ

ー
タ

や
テ

キ
ス

ト
デ

ー

タ
な

ど
の

各
要

素
デ

ー
タ

間
の

不
整

合

性
を

検
証

す
る

技
術

 

2
0

1
0

年
：

 
W

e
b
コ

ン
テ

ン
ツ

に
含

ま
れ

る
テ

キ
ス

ト
内

容
の

不
整

合
性

や
映

像
コ

ン
テ

ン
ツ

の
改

ざ
ん

発

見
技

術
 

2
0

1
5

年
：

マ
ル

チ
メ

デ
ィ

ア
情

報
や

周
辺

情
報

な
ど

も
含

め
た

複
合

コ
ン

テ
ン

ツ
と

し
て

の
情

報
分

析
技

術
 

2
0

2
5

年
：

マ
ル

チ
メ

デ
ィ

ア
情

報
の

内
容

分
析

と
、

周
辺

情
報

か
ら

意
味

情
報

を
抽

出
し

マ
ル

チ
メ

デ
ィ

ア
デ

ー
タ

の
不

整
合

性
を

検
証

す
る

情
報

分
析

技
術

 
 

 

安
全

・
安

心
の

た
め

の
情

報
分

析

技
術

と
し

て
米

国
で

は
G

A
L
E

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

が
進

め
ら

れ
て

い
る

が
、

各
国

と
も

大
学

の
研

究
室

レ
ベ

ル
で

あ
る

。
 

○
 

各
要

素
デ

ー
タ

を
用

い
た

分
析

技
術

は
存

在
す

る
が

、
信

頼
性

分
析

の
た

め
の

技
術

は
存

在
し

な
い

。
 

基
礎

 
○

 

分
析

す
る

対
象

と

な
る

デ
ー

タ
構

造
に

つ
い

て
の

標
準

化
が

必
要

。
 

難
 

１
6

億
円

 

（
2

0
0

8
～

 

2
0

1
0

）
 

 

独
法

 
国

 

 
 

 
○

違
法

・
有

害
情

報
の

分
析

・
検

知
技

術
 

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

上
の

違
法

・
有

害
情

報

を
発

見
し

て
通

知
す

る
技

術
。

 

2
0

1
0

年
：

プ
ロ

バ
イ

ダ
等

の
要

求
に

基
づ

き
、

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

上
に

存
在

す
る

コ
ン

テ
ン

ツ
か

ら
違

法
・

有
害

情
報

に
関

す
る

内
容

を
発

見
し

、
違

法
・

有
害

情
報

中
の

隠
ぺ

い
さ

れ
た

悪
意

の
発

信
者

の

分
析

や
、

違
法

・
有

害
情

報
の

広
が

り
な

ど
を

分
析

す
る

技
術

 

2
0

1
5

年
;発

見
さ

れ
た

違
法

・
有

害
情

報
の

分
析

情
報

を
共

有
化

し
、

全
世

界
規

模
で

検
知

す
る

技
術

の
開

発
 

2
0

2
5

年
：

違
法

・
有

害
情

報
の

共
有

化
に

よ
る

違
法

・
有

害
情

報
の

即
時

検
知

技
術

と
流

通
経

路
の

探
索

・

フ
ィ

ル
タ

リ
ン

グ
技

術
 

 

安
全

・
安

心
の

た
め

の
情

報
分

析

技
術

と
し

て
米

国
で

は
G

A
L
E

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

が
進

め
ら

れ
て

い
る

が
、

各
国

と
も

大
学

の
研

究
室

レ
ベ

ル
で

あ
る

。
 

○
 

違
法

・
有

害
情

報
フ

ィ
ル

タ
リ

ン
グ

技

術
に

つ
い

て
は

、
商

用
サ

ー
ビ

ス
が

行
わ

れ
て

い
る

が
記

事
単

位
で

の
違

法
・

有
害

情
報

の
分

析
に

関
す

る
研

究
開

発
は

、
大

学
や

民
間

企
業

等
に

お
い

て
手

が
け

ら

れ
は

じ
め

た
と

こ
ろ

で
あ

る
。

 

 

基
礎

 
○

 

共
通

の
サ

ー
ビ

ス

イ
ン

タ
ー

フ
ェ

ー
ス

を
実

現
す

る
こ

と
に

よ
り

、
多

様
な

サ
ー

ビ

ス
の

拡
充

や
、
よ

り
高

度
な

信
憑

性
評

価
技

術
へ

の
発

展
が

期
待

で
き

る
。

 

難
 

3
0

億
円

 

（
2

0
0

9
～

 

2
0

1
1

）
 

 

独
法

、
 

民
間

 

国
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ユ
ニ

バ
ー

サ
ル

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
 

研
究

開
発

分
野

 
主

な
研

究
開

発
課

題
と

技
術

要
素
 

及
び

そ
の

概
要

 
研

究
開

発
目

標
 

海
外

の
研

究
動

向
 

日
本

の
 

研
究

開
発

水
準

 

現
在

の

研
究

段
階

国
際

標
準

化
 

の
重

要
度

 

研
究

開
発

要
素

の
技

術
的

 

難
易

度
 

研
究

開
発

に
 

必
要

な
資

金
 

（
概

算
）

 

将
来

の
市

場
規

模
 

（
予

測
）

 

推
進

主
体

 
推

進
方

策
 

研
究

開

発
主

体
 

資
金

提

供
主

体
 

産
学

官
の

連
携

 
国

際
連

携
方

策
 

高
度

コ
ン

テ
ン

ツ
創

造
・

分
析

・
流

通
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

●
 
知

識
情

報
基

盤
技

術
 

デ
ジ

タ
ル

コ
ン

テ
ン

ツ
収

集
・

蓄
積

技
術

に
よ

っ
て

蓄
積

さ
れ

た
分

析
情

報
を

元
に

専

門
分

野
の

知
識

を
抽

出
し

て
知

識
ベ

ー
ス

化

す
る

技
術

、
マ

ル
チ

メ
デ

ィ
ア

・
ユ

ビ
キ

タ

ス
コ

ン
テ

ン
ツ

利
活

用
技

術
に

よ
っ

て
要

求

さ
れ

た
知

識
情

報
の

利
活

用
を

超
分

散
知

識

ベ
ー

ス
環

境
で

実
現

す
る

技
術

。
 

 

2
0

1
0

年
：

信
頼

で
き

る
情

報
か

ら
、

専
門

分
野

の
知

識
ベ

ー
ス

が
構

築
さ

れ
、

必
要

に
応

じ
て

言
語

と
分

野
、

メ
デ

ィ
ア

の
壁

を
越

え
て

情
報

を
検

索
し

、
利

活
用

す
る

情

報
基

盤
の

確
立

（
プ

ロ
ト

タ
イ

プ
シ

ス
テ

ム
の

実
現

）
 

2
0

1
5

年
：

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

上
に

分
散

化
さ

れ
た

知
識

ベ
ー

ス
を

連
結

さ
せ

た
知

識
情

報
網

利
活

用
技

術
 

2
0

2
5

年
：

信
頼

で
き

る
専

門
知

識
が

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

上
に

集
積

さ
れ

た
知

識
情

報
網

に
お

い
て

、
ユ

ー
ザ

の
要

求
に

基
づ

い
て

分
野

と
言

語
の

壁
を

越
え

て
横

断
的

に
情

報

を
つ

な
ぎ

合
わ

せ
て

閲
覧

で
き

る
情

報
利

活
用

技
術

 
 

複
数

の
関

連
情

報
に

ま
た

が
る

連
想

検
索

シ
ス

テ
ム

な

ど
の

開
発

が
進

め
ら

れ
て

い

る
が

、
各

国
と

も
大

学
の

研

究
室

レ
ベ

ル
で

あ
る

。
 

○
 

知
識

ベ
ー

ス
を

活
用

す

る
シ

ス
テ

ム
は

、
研

究
開

発

さ
れ

て
い

る
。

し
か

し
、

実

用
シ

ス
テ

ム
と

し
て

は
、

対

象
を

限
定

し
て

お
り

た
よ

う
な

目
的

に
活

用
で

き
る

シ
ス

テ
ム

の
開

発
に

は
至

っ
て

い
な

い
。

ま
た

、
次

世

代
の

W
e
b

技
術

と
し

て
は

利
用

さ
れ

て
い

な
い

。
 

 
 

 
 

＜
知

識
ベ

ー
ス

連
携

基
盤

シ
ス

テ
ム

市
場

＞
 

■
国

内
市

場
 

2
0

1
5

年
：

0
.2

兆
円

 

■
世

界
市

場
 

2
0

1
5

年
：

2
.4

兆
円

 

 IP
A

報
告

書
（

2
0

0
7

年
5

月
）

に
記

載
さ

れ
て

い
る

セ
マ

ン
テ

ィ
ッ

ク
W

e
b

世
界

市
場

の
う

ち
、

セ
マ

ン
テ

ィ
ッ

ク
イ

ン
フ

ラ
分

野

2
2

兆
円

の
1

1
%

と
仮

定
し

て
算

出
。

 

 
 

よ
り

実
用

的
な

成
果

を
い

ち
早

く
導

き
出

す
た

め
に

は
、

委
託

研
究

な
ど

を
通

し
て

、
基

礎
研

究
か

ら
応

用
研

究
ま

で
の

幅
広

い
技

術
開

発
を

行
う

べ
き

で
あ

る
。

 

国
際

的
に

利
用

で
き

る
よ

う
に

す
る

た
め

に
多

言
語

や
そ

の
国

の
文

化
を

想

定
し

た
ユ

ー
ザ

コ
ン

テ
キ

ス
ト

の
取

得

が
必

要
で

あ
り

、
国

際
連

携
が

必
要

で
あ

る
。

現
在

は
パ

ー
ト

ナ
ー

を
見

つ
け

て
コ

ン
ソ

ー
シ

ア
ム

な
ど

の
立

ち
上

げ
に

つ

い
て

議
論

を
行

っ
て

い
る

。
 

 
 

 
○

知
識

情
報

抽
出

・
知

識
ベ

ー
ス

構
築

技

術
 W

e
b
な

ど
に

集
積

さ
れ

た
情

報
か

ら

、
知

識
と

し
て

活
用

す
る

た
め

の
知

識
情

報
を

抽
出

し
、
再

利
用

で
き

る
よ

う
に

知

識
ベ

ー
ス

と
し

て
構

築
す

る
た

め
の

技

術
 

2
0

1
0

年
：

信
頼

で
き

る
情

報
か

ら
、

知
識

情
報

を
抽

出
し

、
専

門
分

野
の

知
識

ベ
ー

ス
を

構
築

す
る

技
術

の
確

立
（

プ
ロ

ト
タ

イ
プ

シ
ス

テ
ム

の
実

現
）

 

2
0

1
5

年
：

知
識

情
報

オ
ン

ト
ロ

ジ
の

構
築

と
、

分
野

別
知

識
ベ

ー
ス

管
理

技
術

 

2
0

2
5

年
：

利
用

者
の

知
識

を
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
上

に
ア

ッ
プ

す
る

こ
と

で
、

知
識

情
報

オ
ン

ト
ロ

ジ
に

よ
り

知
識

情
報

が
抽

出
さ

れ
、

言
語

資
源

と
し

て
共

有
化

さ
れ

、
メ

タ

情
報

が
付

与
さ

れ
て

知
識

ベ
ー

ス
化

さ
れ

る
技

術
 

各
国

と
も

知
識

ベ
ー

ス
化

の
た

め
の

多
様

な
知

識
獲

得

手
法

が
研

究
さ

れ
て

お
り

、

エ
キ

ス
パ

ー
ト

シ
ス

テ
ム

な

ど
に

応
用

さ
れ

て
い

る
 

○
 

知
識

ベ
ー

ス
の

構
築

の

た
め

の
知

識
獲

得
に

つ
い

て
は

、
研

究
開

発
が

行
わ

れ

て
お

り
エ

キ
ス

パ
ー

ト
シ

ス
テ

ム
な

ど
で

用
い

ら
れ

て
い

る
。

 

基
礎

 
◎

 

知
識

ベ
ー

ス
の

構
築

手
順

は
、

多
様

な
方

式
が

考
え

ら
れ

る
が

知
識

ベ

ー
ス

と
し

て
活

用
す

る

た
め

の
フ

ォ
ー

マ
ッ

ト

に
つ

い
て

は
標

準
化

が

必
要

で
あ

る
。

 

 

難
 

4
憶

円
 

（
2

0
0

8
～

 

2
0

1
0

）

独
法

 
国

 

 
 

 
○

知
識

情
報

の
利

活
用

技
術

 

知
識

情
報

の
収

集
・

分
析

・
提

示
を

実

現
す

る
次

世
代

W
e
b
技

術
に

向
け

た
ア

ー
キ

テ
ク

チ
ャ

技
術

 

2
0

1
0

年
：

専
門

分
野

の
知

識
ベ

ー
ス

を
連

携
さ

せ
て

情
報

を
検

索
し

、
提

示
す

る
技

術
の

確
立

（
プ

ロ
ト

タ
イ

プ
シ

ス
テ

ム
の

実
現

）
 

2
0

1
5

年
：

異
分

野
知

識
ベ

ー
ス

連
携

に
よ

る
異

分
野

間
，

言
語

間
に

ま
た

が
る

情
報

検
索

技
術

 
 

2
0

2
5

年
：

い
つ

で
も

、
ど

こ
で

も
、

だ
れ

も
が

必
要

な
知

識
ベ

ー
ス

を
用

い
て

、
専

門
家

に
よ

る
情

報
利

活
用

と
同

等
の

情
報

収
集

・
分

析
を

行
い

適
切

に
提

示
で

き
る

技

術
 
 

各
国

と
も

専
門

家
の

知
識

に
基

づ
く

情
報

検
索

シ
ス

テ

ム
の

研
究

開
発

が
進

め
ら

れ

て
い

る
が

大
学

の
研

究
室

レ

ベ
ル

で
あ

る
。

 

○
 

知
識

ベ
ー

ス
を

活
用

し

て
W

e
b

情
報

の
検

索
に

利

用
す

る
手

法
は

ま
だ

確
立

し
て

い
な

い
。

 

 

基
礎

 
×

 

知
識

ベ
ー

ス
を

活
用

し
て

W
e
b

の
情

報
検

索

や
定

時
に

は
多

様
性

が

あ
る

こ
と

が
望

ま
し

く
、

標
準

化
は

不
必

要
。

 

 

難
 

4
億

円
 

（
2

0
0

8
～

 

2
0

1
0

）

独
法

 
国

 

 
 

 
○

大
規

模
知

識
ベ

ー
ス

に
お

け
る

超
分

散
知

識
ベ

ー
ス

連
携

技
術

 

グ
ロ

ー
バ

ル
な

グ
リ

ッ
ド

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

上
に

分
散

知
識

ベ
ー

ス
を

構
築

し
、

必
要

に
応

じ
て

連
携

さ
せ

る
技

術
 

2
0

1
0

年
：

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
上

に
分

散
し

た
専

門
分

野
の

知
識

ベ
ー

ス
を

必
要

に
応

じ
て

連
携

さ
せ

て
、

利
用

で
き

る
情

報
分

散
知

識
処

理
ベ

ー
ス

連
携

技
術

（
プ

ロ
ト

タ

イ
プ

シ
ス

テ
ム

の
実

現
）

 

2
0

1
5

年
：

グ
リ

ッ
ド

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

上
に

構
築

さ
れ

た
多

言
語

・
他

分
野

知
識

ベ
ー

ス
を

用
い

た
、

異
分

野
・

多
言

語
知

識
ベ

ー
ス

動
的

連
携

に
基

づ
く

知
識

情
報

網
（

ナ

レ
ッ

ジ
ク

ラ
ス

タ
）

の
構

築
技

術
 

2
0

2
5

年
：

大
規

模
知

識
情

報
網

に
お

け
る

知
識

ベ
ー

ス
の

自
律

的
な

修
正

と
連

携
手

段
の

発
見

を
行

い
、

最
新

か
つ

有
益

な
情

報
の

発
見

技
術

 

複
数

の
知

識
ベ

ー
ス

を
連

携
さ

せ
て

、
情

報
探

索
を

行

う
シ

ス
テ

ム
に

つ
い

て
は

、

ほ
と

ん
ど

研
究

が
な

さ
れ

て

い
な

い
新

し
い

分
野

で
あ

る
。

 

◎
 

大
量

の
知

識
ベ

ー
ス

を

連
携

さ
せ

て
W

e
b

情
報

の

検
索

に
利

用
す

る
手

法
は

ま
だ

確
立

し
て

お
ら

ず
、

ま

っ
た

く
新

し
い

分
野

で
あ

り
、

我
が

国
が

世
界

に
先

駆

け
て

研
究

開
発

に
取

り
組

ん
で

い
る

。
 

基
礎

 
◎

 

知
識

ベ
ー

ス
の

連
携

プ
ロ

ト
コ

ル
や

分
析

手

順
に

つ
い

て
標

準
化

が

必
要

で
あ

る
。

 

難
 

4
億

円
 

（
2

0
0

8
～

 

2
0

1
0

）

独
法

 
国
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ユ
ニ

バ
ー

サ
ル

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
 

研
究

開
発

分
野

 
主

な
研

究
開

発
課

題
と

技
術

要
素
 

及
び

そ
の

概
要

 
研

究
開

発
目

標
 

海
外

の
研

究
動

向
 

日
本

の
 

研
究

開
発

水
準

 

現
在

の

研
究

段
階

国
際

標
準

化
 

の
重

要
度

 

研
究

開
発

要

素
の

技
術

的

難
易

度

研
究

開
発

に
 

必
要

な
資

金
 

（
概

算
）

 

将
来

の
市

場
規

模
 

（
予

測
）

 

推
進

主
体

 
推

進
方

策
 

研
究

開

発
主

体
 

資
金

提

供
主

体
産

学
官

の
連

携
 

国
際

連
携

方
策

 

高
度

コ
ン

テ
ン

ツ
創

造
・

分
析

・
流

通
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
●
 
コ

ン
テ

ン
ツ

収
集

・
利

活
用

技
術

 

次
世

代
の

W
e
b
サ

ー
ビ

ス
と

し
て

、
収

集
・

蓄
積

さ

れ
た

情
報

を
情

報
分

析
技

術
を

用
い

て
、
分

析
結

果
を

さ

ら
に

蓄
積

す
る

技
術

、
ユ

ー
ザ

コ
ン

テ
キ

ス
ト

情
報

を
分

析
す

る
技

術
、
マ

ル
チ

メ
デ

ィ
ア

コ
ン

テ
ン

ツ
利

活
用

技

術
や

ユ
ビ

キ
タ

ス
コ

ン
テ

ン
ツ

利
用

技
術

を
介

し
て

ユ

ー
ザ

に
サ

ー
ビ

ス
を

提
供

す
る

技
術

。
 

2
0

1
0

年
：

ユ
ビ

キ
タ

ス
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
に

接
続

さ
れ

た
ユ

ビ
キ

タ
ス

デ
バ

イ
ス

上
で

、
セ

ン
サ

情
報

や
そ

の
場

に
埋

め
込

ま
れ

た
デ

ジ
タ

ル
コ

ン
テ

ン
ツ

を
、

ユ
ー

ザ
の

興
味

に
併

せ

て
収

集
す

る
。

さ
ら

に
、

そ
の

内
容

を
分

析
し

て
多

様
な

言
語

や
メ

デ
ィ

ア
の

壁
を

越

え
て

、
専

門
的

な
知

識
を

組
み

合
わ

せ
て

利
活

用
す

る
情

報
基

盤
技

術
 

2
0

1
5

年
：

い
つ

で
も

ど
こ

で
も

，
あ

ら
ゆ

る
端

末
を

使
っ

て
，

ユ
ー

ザ
に

適
切

な
高

品
質

な
コ

ン
テ

ン
ツ

が
利

用
可

能
と

な
る

技
術

 

 

＜
デ

ジ
タ

ル
コ

ン
テ

ン
ツ

収
集

・
利

用
基

盤
シ

ス
テ

ム

市
場

＞
 

■
国

内
市

場
 

2
0

1
5

年
：

0
.2

兆
円

 

■
世

界
市

場
 

2
0

1
5

年
：

2
.4

兆
円

 

 IP
A

報
告

書
（

2
0

0
7

年

5
月

）
に

記
載

さ
れ

て
い

る

セ
マ

ン
テ

ィ
ッ

ク
W

e
b

世

界
市

場
の

う
ち

、
ナ

レ
ッ

ジ

ワ
ー

ク
の

自
動

化
の

3
2

兆

円
お

よ
び

知
的

シ
ス

テ
ム

1

兆
円

の
1

4
％

と
仮

定
し

て

算
出

。
 

 

 

 
 

 
○

デ
ジ

タ
ル

コ
ン

テ
ン

ツ
収

集
・

蓄
積

技
術

 

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
上

に
存

在
す

る
コ

ン
テ

ン
ツ

の
み

な
ら

ず
ユ

ビ
キ

タ
ス

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

上
な

ど

に
存

在
す

る
情

報
ま

で
を

収
集

、
蓄

積
す

る
技

術
と

情
報

分
析

技
術

で
分

析
さ

れ
た

結
果

も
収

集
・

蓄
積

す
る

技
術

。
 

2
0

1
0

年
：

定
期

的
に

偏
り

な
く

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
上

の
コ

ン
テ

ン
ツ

を
収

集
・

蓄
積

で
き

る
技

術
 

2
0

1
5

年
：

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
上

に
接

続
さ

れ
た

サ
ー

バ
の

み
な

ら
ず

、
ユ

ビ
キ

タ
ス

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

に
接

続
さ

れ
た

ユ
ビ

キ
タ

ス
デ

バ
イ

ス
や

セ
ン

サ
情

報
な

ど
か

ら
も

情
報

を
迅

速

に
収

集
し

、
情

報
分

析
サ

ー
ビ

ス
に

提
供

す
る

ア
ー

カ
イ

ブ
構

築
技

術
 

ユ
ビ

キ
タ

ス
環

境
に

お
け

る
多

様
な

デ
バ

イ
ス

・
セ

ン
サ

か
ら

の
情

報
収

集
技

術
は

デ
バ

イ
ス

間
通

信
ミ

ド
ル

ウ
ェ

ア

の
開

発
を

含
め

て
研

究
室

レ
ベ

ル
で

あ

る
。

 

 

◎
 

ユ
ビ

キ
タ

ス
環

境
に

お
け

る
多

様
な

デ

バ
イ

ス
・

セ
ン

サ
か

ら
の

情
報

収
集

技
術

は

セ
ン

サ
や

デ
バ

イ
ス

間
通

信
ミ

ド
ル

ウ
ェ

ア
の

開
発

を
含

め
て

新
し

い
コ

ン
テ

ン
ツ

利
用

技
術

の
実

現
に

向
け

て
他

国
に

先
駆

け
て

開
発

さ
れ

て
い

る
。

 

基
礎

 
◎

 

情
報

の
格

納
方

式
や

プ

ロ
ト

コ
ル

に
つ

い
て

は
、

標

準
化

が
必

要
で

あ
る

。
 

難
 

2
億

円
 

（
2

0
0

7
～

 

2
0

1
0

）
 

 

独
法

 
国

 
よ

り
実

用
的

な
成

果
を

い
ち

早
く

導
き

出
す

た
め

に
は

、
委

託
研

究
な

ど
を

通

し
て

、
基

礎
研

究
か

ら
応

用

研
究

ま
で

の
幅

広
い

技
術

開
発

を
行

う
べ

き
で

あ
る

。

国
際

的
に

利
用

で
き

る
よ

う

に
す

る
た

め
に

多
言

語
や

そ
の

国
の

文
化

を
想

定
し

た
ユ

ー
ザ

コ
ン

テ
キ

ス
ト

の
取

得
が

必
要

で
あ

り
、

国
際

連
携

が
必

要
で

あ
る

。
し

か
し

、
現

時
点

で
は

具
体

的
な

活
動

に
至

っ
て

い
な

い
。

 

 
 

 
○

コ
ン

テ
ン

ツ
個

人
化

技
術

 

ユ
ー

ザ
コ

ン
テ

キ
ス

ト
情

報
に

基
づ

い
て

ユ
ー

ザ
に

適
切

な
情

報
を

提
供

す
る

技
術

。
 

2
0

1
0

年
：

ユ
ー

ザ
の

ア
ク

セ
ス

履
歴

な
ど

を
用

い
て

、
ユ

ー
ザ

が
求

め
る

情
報

を
判

断
し

、
各

ユ
ー

ザ
に

適
切

な
情

報
を

提
示

す
る

技
術

 

2
0

1
5

年
：

情
報

利
活

用
の

た
め

に
ユ

ー
ザ

履
歴

だ
け

で
な

く
セ

ン
サ

情
報

や
周

辺
環

境
の

情
報

も
含

め
た

ユ
ー

ザ
コ

ン
テ

キ
ス

ト
情

報
を

用
い

て
、

個
人

嗜
好

を
モ

デ
ル

化
す

る
技

術
 

ユ
ー

ザ
コ

ン
テ

キ
ス

ト
情

報
に

基
づ

い
た

個
人

化
技

術
に

つ
い

て
は

、
G

P
S

な
ど

を
用

い
た

位
置

情
報

に
基

づ
く

研

究
所

レ
ベ

ル
の

も
の

が
主

で
あ

る
。

 

 

◎
 

ユ
ー

ザ
コ

ン
テ

キ
ス

ト
情

報
に

基
づ

い

た
個

人
化

技
術

に
つ

い
て

は
、

G
P

S
な

ど

を
用

い
た

位
置

情
報

に
基

づ
く

も
の

だ
け

で
な

く
、

各
種

セ
ン

サ
情

報
や

R
F
ID

な
ど

を
使

っ
た

研
究

開
発

が
他

国
に

先
駆

け
て

行
わ

れ
て

い
る

。
 

基
礎

 
○

 

個
人

化
す

る
た

め
の

コ

ン
テ

キ
ス

情
報

の
フ

ォ
ー

マ
ッ

ト
、

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

確

保
の

方
式

な
ど

は
標

準
化

が
必

要
で

あ
る

。
 

難
 

4
億

円
 

（
2

0
0

7
～

 

2
0

1
0

）
 

 

独
法

 
国

 

 
 

 
○

マ
ル

チ
メ

デ
ィ

ア
コ

ン
テ

ン
ツ

利
活

用
技

術
 

ユ
ビ

キ
タ

ス
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
に

接
続

さ
れ

た
デ

バ
イ

ス
上

で
音

声
や

動
画

像
な

ど
を

含
む

マ
ル

チ

メ
デ

ィ
ア

コ
ン

テ
ン

ツ
を

通
常

の
W

e
b
コ

ン
テ

ン

ツ
と

同
様

に
利

活
用

す
る

技
術

。
 

2
0

1
0

年
：

多
様

な
機

器
に

適
切

な
フ

ォ
ー

マ
ッ

ト
や

品
質

で
提

供
す

る
利

活
用

技
術

 

 2
0

1
5

年
：

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
の

み
な

ら
ず

ユ
ビ

キ
タ

ス
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
に

接
続

さ
れ

た
デ

バ
イ

ス
上

で
、

多
様

な
言

語
、

メ
デ

ィ
ア

の
マ

ル
チ

メ
デ

ィ
ア

コ
ン

テ
ン

ツ
を

利
用

す
る

た

め
の

情
報

基
盤

技
術

 

 

マ
ル

チ
メ

デ
ィ

ア
コ

ン
テ

ン
ツ

の
異

な
ー

ネ
ッ

ト
上

で
の

販
売

や
レ

ン
タ

ル
，

配
信

な
ど

は
既

に
実

用
段

階
で

あ
る

が
，

コ
ン

テ
ン

ツ
の

閲
覧

，
視

聴
な

ど
の

サ
ー

ビ
ス

に
と

ど
ま

っ
て

い
る

。
 

◎
 

い
つ

で
も

ど
こ

で
も

マ
ル

チ
メ

デ
ィ

ア

コ
ン

テ
ン

ツ
を

楽
し

む
だ

け
で

な
く

、
コ

ン

テ
ン

ツ
を

閲
覧

し
た

こ
と

に
よ

る
ユ

ー
ザ

へ
の

イ
ン

セ
ン

テ
ィ

ブ
の

提
供

な
ど

の
複

合
的

な
サ

ー
ビ

ス
手

法
の

研
究

の
実

証
実

験
が

始
ま

っ
て

い
る

。
 

基
礎

 
◎

 

コ
ン

テ
ン

ツ
提

供
サ

ー

ビ
ス

に
基

づ
く

、
多

様
な

サ

ー
ビ

ス
を

活
用

し
た

複
合

的
な

サ
ー

ビ
ス

を
実

現
す

る
プ

ロ
ト

コ
ル

の
標

準
化

が
必

要
で

あ
る

。
 

難
 

4
億

円
 

（
2

0
0

7
～

 

2
0

1
0

）
 

 

独
法

 
国

 

 
 

 
○

ユ
ビ

キ
タ

ス
コ

ン
テ

ン
ツ

利
活

用
技

術
 

ユ
ビ

キ
タ

ス
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
に

接
続

さ
れ

た
複

数
の

ユ
ビ

キ
タ

ス
デ

バ
イ

ス
を

シ
ー

ム
レ

ス
に

活

用
し

た
コ

ン
テ

ン
ツ

の
利

活
用

技
術

。
 

2
0

1
0

年
：

実
世

界
に

埋
め

込
ま

れ
た

ユ
ビ

キ
タ

ス
デ

バ
イ

ス
に

格
納

さ
れ

た
デ

ジ
タ

ル
コ

ン
テ

ン
ツ

を
，

ユ
ビ

キ
タ

ス
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
に

接
続

さ
れ

た
ユ

ビ
キ

タ
ス

デ
バ

イ
ス

上
で

、

複
数

の
デ

バ
イ

ス
を

組
み

合
わ

せ
て

シ
ー

ム
レ

ス
に

利
活

用
す

る
基

盤
技

術
 

2
0

1
5

年
：

ユ
ビ

キ
タ

ス
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
上

で
ユ

ー
ザ

の
自

然
な

振
る

舞
い

に
よ

っ
て

必
要

な
情

報
を

適
切

に
提

供
す

る
コ

ン
テ

ン
ツ

利
活

用
技

術
の

開
発

 

街
中

に
存

在
す

る
デ

バ
イ

ス
を

活
用

し
た

コ
ン

テ
ン

ツ
利

用
サ

ー
ビ

ス
は

研

究
室

レ
ベ

ル
で

あ
る

。
 

◎
 

日
本

の
ユ

ビ
キ

タ
ス

コ
ン

ピ
ュ

ー
テ

ィ

ン
グ

環
境

の
整

備
に

伴
い

、
街

中
に

埋
め

込

ま
れ

た
公

的
な

デ
バ

イ
ス

と
、

各
個

人
が

所

有
す

る
デ

バ
イ

ス
な

ど
を

連
携

さ
せ

た
上

で
、

専
門

的
な

知
識

を
用

い
て

必
要

な
情

報

を
提

供
す

る
技

術
の

開
発

が
お

こ
な

わ
れ

て
い

る
。

 

基
礎

 
◎

 

デ
バ

イ
ス

連
携

プ
ロ

ト

コ
ル

や
知

識
情

報
の

連
携

プ
ロ

ト
コ

ル
に

は
標

準
化

が
必

要
で

あ
る

。
 

難
 

6
憶

円
 

（
2

0
0

7
～

 

2
0

1
0

）
 

 

独
法

 
国

 

 
 

 
○

画
像

情
報

認
識

分
類

検
索

技
術

 

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

上
の

画
像

つ
き

不
特

定
情

報
に

つ
い

て
、

意
味

理
解

技
術

を
高

度
化

し
て

メ
タ

デ
ー

タ
を

生
成

・
蓄

積
し

、
利

用
者

の
知

識
と

情
報

の
獲

得
を

飛
躍

的
に

向
上

さ
せ

る
技

術
。

 

2
0

1
0

年
：

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

上
の

画
像

・
映

像
情

報
に

つ
い

て
、

内
容

に
含

ま
れ

る
意

味
情

報
を

分
類

・
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
化

し
、

「
国

立
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

図
書

館
」

と
で

も
言

う
べ

き

知
的

資
産

の
自

動
蓄

積
を

可
能

に
す

る
技

術
の

確
立

 

2
0

1
5

年
：

メ
タ

デ
ー

タ
を

利
用

し
、

ユ
ー

ザ
ー

が
所

望
す

る
デ

ー
タ

を
容

易
か

つ
的

確
に

検

索
・

提
供

す
る

技
術

。
 

G
o
o
g
le

社
が

刊
行

物
を

S
c
a
n

n
e
r

入
力

に
よ

り
大

量
に

蓄
積

を
進

め
て

い

る
と

い
わ

れ
て

い
る

。
メ

タ
デ

ー
タ

に
つ

い
て

は
別

の
会

社
が

運
用

開
始

の
模

様
。

×
 

極
一

部
の

古
文

書
や

遺
構

を
電

子
化

し

つ
つ

あ
る

が
、

意
味

理
解

・
メ

タ
デ

ー
タ

生

成
に

は
至

っ
て

い
な

い
。

 

基
礎

 
○

 

メ
タ

デ
ー

タ
の

有
効

か

つ
円

滑
な

利
用

に
は

デ
ー

タ
形

式
、

抽
出

方
法

等
の

国

際
標

準
化

活
動

が
必

要
。

難
 

4
億

円
 

（
2

0
0

8
～

 

2
0

1
2

）
 

 
独

法
 

国
 

経
産

省
の

情
報

大
航

海

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

に
て

一
部

次
世

代
技

術
の

実
証

実
験

、

検
討

等
が

進
ん

で
い

る
。

引

き
続

き
研

究
開

発
お

よ
び

実
証

実
験

等
を

産
学

官
で

推
進

す
る

必
要

が
あ

る
。

グ
ロ

ー
バ

ル
に

コ
ン

テ
ン

ツ

利
活

用
を

促
進

す
る

た
め

、
国

際
標

準
化

団
体

に
て

デ
ー

タ
フ

ォ
ー

マ
ッ

ト
等

の
仕

様
を

策
定

す
る

こ
と

が
有

効
で

あ
る

。

 
 

 
○

コ
ン

テ
ン

ツ
保

護
情

報
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

上
で

の
自

動
監

視
技

術
 

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

上
を

流
通

す
る

コ
ン

テ
ン

ツ
に

付

与
さ

れ
た

ウ
ォ

ー
タ

ー
マ

ー
ク

な
ど

の
コ

ン
テ

ン

ツ
管

理
情

報
を

、
自

動
的

に
監

視
、

検
出

す
る

技
術

の
開

発
。

 

2
0

1
0

年
：

可
視

化
さ

れ
た

コ
ン

テ
ン

ツ
管

理
情

報
を

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

上
で

自
動

的
に

監
視

検
出

す
る

シ
ス

テ
ム

の
開

発
 

2
0

1
5

年
：

非
可

視
化

さ
れ

た
ウ

ォ
ー

タ
ー

マ
ー

ク
を

含
む

コ
ン

テ
ン

ツ
管

理
情

報
を

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

上
で

自
動

的
に

監
視

検
出

す
る

公
的

に
利

用
可

能
な

シ
ス

テ
ム

の
開

発
 

米
国

で
は

カ
ジ

ュ
ア

ル
コ

ピ
ー

に
よ

る
著

作
権

侵
害

事
例

は
さ

ほ
ど

多
く

な

い
た

め
、

日
本

を
含

む
ア

ジ
ア

圏
で

の
摘

発
お

よ
び

啓
蒙

に
注

力
さ

れ
た

技
術

開

発
を

含
め

た
対

策
が

行
わ

れ
て

い
る

。

○
 

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

上
に

流
通

す
る

著
作

権

侵
害

コ
ン

テ
ン

ツ
の

摘
発

は
各

企
業

努
力

で
行

わ
れ

て
い

る
が

、
P

2
P

な
ど

に
お

け
る

著
作

権
侵

害
に

対
し

て
は

技
術

的
に

困
難

。

ま
た

個
人

の
財

産
権

の
主

張
等

に
よ

り
、

一

企
業

と
し

て
の

努
力

に
は

限
界

が
あ

り
、

国

を
挙

げ
て

の
取

り
組

み
が

望
ま

れ
る

。
 

基
礎

 
○

 

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

上
の

コ

ン
テ

ン
ツ

管
理

を
自

動
的

に
行

う
た

め
に

は
、

国
際

的

な
取

り
決

め
は

避
け

ら
れ

な
い

。
付

与
さ

れ
る

セ
キ

ュ

リ
テ

ィ
情

報
、

監
視

方
法

な

ど
標

準
化

を
行

う
必

要
が

あ
る

が
、

ク
ラ

ッ
キ

ン
グ

危

険
性

と
の

得
失

を
見

極
め

て
検

討
す

る
必

要
が

あ
る

。

難
 

 

1
0

億
 

（
2

0
0

8
～

 

2
0

1
2

）
 

 
国

・
民

間
 

国
 

海
外

と
の

競
争

上
、

速
や

か
な

市
場

化
が

必
要

。
そ

の

た
め

に
も

、
技

術
開

発
の

基

礎
か

ら
応

用
に

至
る

レ
ベ

ル
に

応
じ

た
産

学
官

の
役

割
分

担
が

望
ま

れ
る

。
ま

た
、

デ
ジ

タ
ル

コ
ン

テ
ン

ツ

配
信

に
係

わ
る

著
作

権
制

度
改

定
の

観
点

か
ら

産
学

官
連

携
は

必
要

。
ま

た
、

本

研
究

開
発

は
イ

ン
フ

ラ
的

側
面

が
強

い
た

め
、

国
に

よ

る
資

金
提

供
が

望
ま

し
い

。

標
準

化
を

行
う

こ
と

に
よ

る

ク
ラ

ッ
キ

ン
グ

の
危

険
性

と
の

得
失

を
見

極
め

て
検

討
す

る
必

要
が

あ
る

。
 

 
 

 
○

無
形

文
化

財
保

存
に

応
用

可
能

な
映

像
・

音
声

・

デ
ー

タ
コ

ン
テ

ン
ツ

情
報

の
効

率
的

蓄
積

管
理

技

術
 無

形
文

化
財

の
映

像
化

コ
ン

テ
ン

ツ
や

、
放

送
通

信
で

伝
送

さ
れ

る
デ

ジ
タ

ル
コ

ン
テ

ン
ツ

を
効

率

的
に

ア
ー

カ
イ

ブ
化

し
将

来
の

文
化

財
と

し
て

保

存
す

る
た

め
の

効
率

的
ア

ー
カ

イ
ブ

化
技

術
と

管

理
技

術
の

構
築

。
 

2
0

1
5

年
：

コ
ン

テ
ン

ツ
の

メ
タ

情
報

を
自

動
的

に
付

与
し

、
サ

ー
バ

と
し

て
蓄

積
し

、
効

率
的

に
管

理
す

る
技

術
と

シ
ス

テ
ム

の
開

発
。

 

2
0

2
0

年
：

映
像

・
音

声
・

デ
ー

タ
を

含
む

全
て

の
コ

ン
テ

ン
ツ

の
効

率
的

な
圧

縮
技

術
の

開
発

お
よ

び
著

作
権

管
理

を
伴

う
暗

号
化

や
管

理
技

術
の

開
発

。
 

 ・
 

 

コ
ン

テ
ン

ツ
ホ

ル
ダ

ー
へ

の
ア

ー
カ

イ
ブ

化
の

取
り

組
み

の
援

助
等

が
推

進

さ
れ

て
い

る
が

、
各

企
業

努
力

に
委

ね
ら

れ
て

い
る

。
 

○
 

放
送

事
業

者
や

映
画

製
作

会
社

な
ど

の

各
企

業
に

お
い

て
は

、
一

部
ア

ー
カ

イ
ブ

化

が
進

ん
で

い
る

企
業

も
あ

る
が

、
メ

タ
情

報

付
与

自
動

化
へ

の
要

求
に

対
す

る
技

術
開

発
は

未
着

手
。

 

基
礎

 
○

 

放
送

局
等

で
の

ア
ー

カ

イ
ブ

を
想

定
す

る
と

標
準

化
は

必
要

。
 

や
や

難

  

1
億

円
 

（
2

0
0

8
～

 

2
0

1
2

）
 

 
独

法
 

国
 

放
送

局
等

で
ア

ー
カ

イ
ブ

す

る
場

合
を

考
慮

す
る

と
、

機
器

等
の

互
換

性
か

ら
標

準
化

に
向

け
た

働
き

か
け

が
必

要
。

 

 
 

 
○
 コ

ン
テ

ン
ツ

創
作

支
援

シ
ス

テ
ム

技
術

 

高
性

能
P

C
や

C
G

を
用

い
た

創
作

に
必

要
な

高

額
の

機
材

費
用

負
担

を
軽

減
し

て
若

者
の

創
作

意

欲
の

実
行

を
促

す
目

的
で

、
市

販
の

廉
価

版
P

C
を

ク
ラ

イ
ア

ン
ト

端
末

に
で

き
る

よ
う

な
ソ

フ
ト

ウ

ェ
ア

技
術

と
、

そ
れ

を
可

能
に

す
る

創
作

用
高

性
能

サ
ー

バ
・

ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア

技
術

。
 

2
0

1
0

年
：

輸
出

産
業

と
し

て
期

待
さ

れ
て

い
る

マ
ン

ガ
・

ア
ニ

メ
業

界
で

、
才

能
溢

れ
る

若
者

が
ペ

ン
1

本
で

起
業

で
き

る
状

況
に

無
い

現
状

を
打

破
す

る
た

め
、

線
画

か
ら

ア
ニ

メ

動
画

を
生

成
す

る
技

術
、

二
次

元
動

画
か

ら
三

次
元

動
画

を
生

成
す

る
技

術
、

静
止

キ

ャ
ラ

ク
タ

ー
を

動
作

さ
せ

る
技

術
、

な
ど

の
高

機
能

ク
ラ

イ
ア

ン
ト

ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア

と
、
こ

れ
ら

断
片

的
な

創
作

コ
ン

テ
ン

ツ
を

一
連

の
創

作
ス

ト
ー

リ
ー

動
画

に
ま

と
め

あ
げ

る
高

性
能

サ
ー

バ
構

成
技

術
の

開
発

 

 

大
手

映
画

会
社

向
け

商
用

C
G

サ
ー

バ
企

業
が

主
体

で
あ

り
個

人
用

小
規

模

の
創

作
環

境
 

開
発

は
未

着
手

。
 

×
 

初
等

的
な

線
画

作
成

に
と

ど
ま

っ
て

お

り
、

商
用

価
値

の
高

い
創

作
用

の
開

発
は

未

着
手

。
 

開
発

 
○

 

国
内

産
業

振
興

の
観

点

か
ら

は
さ

ほ
ど

重
要

で
は

な
い

。
 

難
 

 

2
億

円
 

（
2

0
0

8
～

 

2
0

1
0

）
 

 
民

間
 

国
 

映
画

な
ど

大
規

模
コ

ン

テ
ン

ツ
産

業
は

市
場

原
理

に
ま

か
せ

て
よ

い
部

分
が

大
き

い
の

に
対

し
、

小
規

模

創
作

者
用

の
イ

ン
フ

ラ
開

発
投

資
は

産
学

官
連

携
が

必
要

で
あ

る
。

 

コ
ン

テ
ン

ツ
制

作
は

各
国

の

国
策

的
側

面
が

強
く

、
国

際
連

携
に

は
あ

ま
り

な
じ

ま
な

い
の

で
必

要
性

は
希

薄
。
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ユ
ニ

バ
ー

サ
ル

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
 

研
究

開
発

分
野
 

主
な

研
究

開
発

課
題

と
技

術
要

素
 

及
び

そ
の

概
要
 

研
究

開
発

目
標
 

海
外

の
研

究
動

向
 

日
本

の
 

研
究

開
発

水
準
 

現
在

の
 

研
究

段
階
 

国
際

標
準

化
 

の
重

要
度
 

研
究

開
発

要
素

の
技

術
的
 

難
易

度
 

研
究

開
発

に

必
要

な
資

金

（
概

算
）
 

将
来

の
市

場
規

模
 

（
予

測
）
 

推
進

主
体
 

推
進

方
策

研
究

開

発
主

体
 

資
金

提

供
主

体
 

産
学

官
の

連
携
 

国
際

連
携

方
策
 

ス
ー

パ
ー

コ
ミ

ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

 

人
間

の
言

語
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

能
力

を

飛
躍

的
に

向
上

さ
せ

る
ほ

か
、

言
語

ば
か

り
で

な
く

、
知

識
、

文
化

、
既

成
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
の

壁
を

も
越

え
た

真
の

相
互

理
解

の
た

め
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

促
進

す
る

こ
と

を
通

じ

て
、

あ
ら

ゆ
る

人
間

同
士

の
、

よ
り

深
い

相
互

理
解

を
実

現
す

る
。

 

2
0

1
5

年
：

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

翻
訳

の
実

用
化

 

2
0

2
0

年
：

人
間

並
み

に
意

味
理

解
す

る
翻

訳
シ

ス
テ

ム
の

実
現

 

2
0

2
5

年
：

知
識

、
文

化
の

壁
を

越
え

る
エ

ー
ジ

ェ
ン

ト
の

実
現

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

●
テ

キ
ス

ト
翻

訳
技

術
 

柔
軟

か
つ

高
品

位
の

翻
訳

を
実

現
す

る
た

め
の

、
テ

キ
ス

ト
の

表
層

情
報

か
ら

深
層

情
報

に
至

る
ま

で
の

広
範

な
解

析
・

生
成

技
術

や
多

言
語

に
対

応
し

た
言

語
資

源
（

辞
書

や
意

味
情

報
の

つ
い

た
コ

ー
パ

ス
な

ど
）

自
動

構
築

技
術

。
 

2
0

1
0

年
：

汎
用

性
の

高
い

多
言

語
解

析
・

生
成

手
法

の
確

立
。

 

2
0

1
5

年
：

ア
ジ

ア
言

語
の

多
言

語
か

つ
高

品
位

の
翻

訳
支

援
シ

ス
テ

ム
の

開
発

。
 

2
0

2
0

年
：

ア
ジ

ア
言

語
・

欧
米

言
語

な
ど

多
数

の
言

語
を

対
象

と
し

た
機

械
翻

訳
シ

ス
テ

ム
の

開
発

。
 

欧
米

言
語

間
の

テ
キ

ス
ト

翻
訳

は
統

計
ベ

ー
ス

の
新

し
い

手
法

の
著

し
い

発

展
に

よ
り

欧
米

を
中

心
に

従
来

手
法

を

上
回

る
翻

訳
精

度
が

実
現

さ
れ

て
い

る

が
、

多
様

な
ア

ジ
ア

言
語

を
対

象
に

し

た
翻

訳
に

は
そ

の
ま

ま
で

は
適

用
で

き

て
い

な
い

。
ま

た
、

ヨ
ー

ロ
ッ

パ
や

米

国
で

は
、

国
際

社
会

に
お

け
る

セ
キ

ュ

リ
テ

ィ
の

確
保

の
観

点
か

ら
、

多
言

語

情
報

処
理

（
翻

訳
、

情
報

抽
出

）
の

研

究
が

進
め

ら
れ

て
い

る
が

、
対

象
は

限

定
的

で
あ

る
。

 

言
語

資
源

を
収

集
し

、
研

究
用

に
公

開
す

る
枠

組
み

は
、

ヨ
ー

ロ
ッ

パ
お

よ

び
米

国
に

お
い

て
は

、
概

ね
確

立
し

て

い
る

。
 

 
 

 
 

 
＜

テ
キ

ス
ト

言
語

処
理

市
場

＞
 

■
国

内
市

場
 

2
0

2
0

年
：

4
.5

兆
円

 

■
世

界
市

場
 

2
0

2
0

年
：

1
8

兆
円

 

 

2
0

2
0

年
に

は
全

普
及

P
C

に
本

ソ

フ
ト

が
搭

載
さ

れ
る

と
仮

定
し

て
、

P
C

の
台

数
に

ソ
フ

ト
単

価
を

乗
じ

る
こ

と
に

よ
り

算
定

。
国

内
普

及
P

C

は
、

1
.5

億
台

（
C

IA
J
2

0
0

5
年

情

報
家

電
報

告
よ

り
）

、
ソ

フ
ト

単
価

：

は
、

3
0

千
円

と
仮

定
し

て
、

国
内

市

場
4

.5
兆

円
を

算
出

。
 

世
界

市
場

は
、

ア
メ

リ
カ

、
ヨ

ー

ロ
ッ

パ
、

中
国

に
お

い
て

も
、

日
本

国
内

市
場

相
当

の
市

場
規

模
が

あ
る

と
し

て
、

国
内

市
場

に
4

倍
の

係
数

を

か
け

て
算

出
。

 

 

テ
キ

ス
ト

言
語

処
理

市
場

の
主

な

製
品

・
サ

ー
ビ

ス
と

し
て

は
、

以
下

の
も

の
が

想
定

さ
れ

る
。

 

・
機

械
翻

訳
ソ

フ
ト

 

・
翻

訳
機

能
付

き
チ

ャ
ッ

ト
シ

ス
テ

ム
 

・
言

語
横

断
検

索
（

C
L
IR

）
サ

ー
ビ

ス
 

・
翻

訳
支

援
シ

ス
テ

ム
/
サ

ー
ビ

ス
 

 
 

自
然

言
語

の
実

用
的

ブ
レ

ー
ク

ス

ル
ー

を
実

現
し

、
国

民
へ

の
サ

ー
ビ

ス
を

実
現

す
る

た
め

に
は

、
大

規
模

な
言

語
資

源
に

、
先

端
的

な
研

究
成

果
を

適
用

す
る

こ
と

に
よ

り
、

高
い

精
度

の
機

構
を

実
現

し
、

さ
ら

に
そ

れ
を

ビ
ジ

ネ
ス

に
ま

で
発

展
さ

せ
る

必
要

が
あ

る
。

多
大

な
研

究
資

金
と

長
い

研
究

期
間

を
必

要
と

す
る

こ
と

か
ら

、
官

の
関

与
が

必
須

で
あ

る
と

と
も

に
、

実
用

化
も

見
据

え
た

研
究

開
発

を
推

進
す

る
た

め
、

産
業

界
の

関
与

も
必

要
で

あ
る

。
 

こ
の

よ
う

な
産

学
官

の
協

調
の

必

要
性

を
踏

ま
え

、
テ

キ
ス

ト
言

語
処

理
技

術
に

つ
い

て
は

、
現

在
、

け
い

は
ん

な
地

区
に

お
い

て
産

学
官

が
積

極
的

に
連

携
し

て
研

究
開

発
を

推
進

し
て

お
り

、
わ

が
国

に
お

け
る

中
核

と
な

っ
て

い
る

。
 

今
後

と
も

、
こ

の
よ

う
な

地
理

的

状
況

を
活

か
し

、
引

き
続

き
産

学
官

が
連

携
し

、
研

究
開

発
を

進
め

て
い

く
。

 

 

今
後

更
な

る
発

展
が

期
待

さ
れ

る

統
計

翻
訳

や
用

例
翻

訳
な

ど
の

コ
ー

パ
ス

ベ
ー

ス
の

機
械

翻
訳

手
法

は
、

従
来

の
ル

ー
ル

ベ
ー

ス
の

機
械

翻
訳

と
比

べ
、

手
法

自
体

の
言

語
依

存
性

が
遥

か
に

小
さ

い
た

め
、

複
数

言
語

に
共

通
し

て
適

用
で

き
る

技
術

を
国

際
的

な
枠

組
み

の
な

か
で

連
 

携
し

て
開

発
す

る
こ

と
は

極
め

て
有

効
で

あ
る

。
ま

た
言

語
資

源
や

開
発

資
産

に
恵

ま
れ

た
言

語
間

で
開

発
さ

れ
た

技
術

が
他

の
多

く
の

言
語

に
も

効
果

的
に

適
用

さ
れ

る
効

果
も

期
待

で
き

る
。

ま
た

機
械

翻
訳

技
術

の
開

発
の

た
め

に
は

、
原

言
語

と
目

的
言

語
両

方
の

言
語

知
識

が
不

可
欠

で
あ

る
が

、
今

ま
で

の
開

発
体

制
で

は
ど

ち
ら

か
一

方
の

知
識

に
偏

る
傾

向
が

あ
っ

た
。

国
際

連
携

に
よ

り
こ

れ
ら

の
偏

り
を

是
正

し
、

バ
ラ

ン
ス

の
取

れ
た

体
制

を
構

築
す

る
こ

と
が

期
待

で
き

る
。

 

こ
れ

ま
で

は
、

欧
米

、
日

本
な

ど

の
技

術
先

進
国

の
機

関
が

連
携

し
て

最
先

端
技

術
の

開
発

が
進

め
ら

れ
て

き
た

。
し

か
し

、
従

来
の

ル
ー

ル
ベ

ー
ス

翻
訳

や
単

言
語

の
言

語
処

理

は
、

技
術

の
言

語
依

存
性

が
大

き
い

た
め

、
各

国
が

自
国

語
関

連
の

開
発

を
で

単
独

で
進

め
、

最
後

に
そ

れ
ら

を
持

ち
寄

っ
て

連
結

さ
せ

る
形

態
が

多
く

取
ら

れ
て

い
た

。
 

わ
が

国
で

の
流

通
度

の
高

い
言

語

に
お

い
て

は
、

世
界

ト
ッ

プ
レ

ベ
ル

の
研

究
開

発
機

関
と

連
携

し
て

、
比

較
的

言
語

に
依

存
し

な
い

基
盤

技
術

の
高

度
化

を
図

る
と

と
も

に
、

最
先

端
技

術
の

当
該

言
語

へ
の

適
用

を
加

速
す

る
こ

と
に

よ
り

、
抜

き
ん

で
た

成
果

を
目

指
す

。
既

に
自

然
言

語
処

理
研

究
機

関
が

存
在

す
る

中
国

、
韓

国
、

イ
ン

ド
等

に
つ

い
て

は
、

当
該

機
関

と
の

人
的

交
流

を
深

め
、

日
本

語
と

こ
れ

ら
の

国
々

の
言

語
と

の
間

の
機

械
翻

訳
技

術
や

多
言

語
コ

ー
パ

ス
の

開
発

を
促

進
す

る
。

 

 
 

 
○

多
言

語
言

語
資

源
の

構
築

 

言
語

サ
ー

ビ
ス

の
研

究
開

発
及

び
実

現
に

必
要

と
な

る
言

語
資

源

（
辞

書
や

意
味

情
報

の
つ

い
た

コ

ー
パ

ス
な

ど
）

の
仕

様
を

多
言

語
対

応
と

多
種

の
応

用
へ

の
対

応
を

前

提
に

確
立

す
る

。
そ

の
仕

様
に

沿
っ

て
、

実
際

に
言

語
資

源
を

開
発

す

る
。

 

 

2
0

1
0

年
  

ア
ジ

ア
、

ヨ
ー

ロ
ッ

パ
、

ア
メ

リ
カ

の
主

要
言

語
の

言
語

資
源

の
仕

様
の

確
立

。 

2
0

1
5

年
 

コ
ー

パ
ス

の
収

集
の

大
規

模
化

、
多

数
言

語
へ

の
展

開
。

言
語

識
別

機
能

の
充

実
。

こ
れ

に
伴

う
タ

グ
体

系
の

改
良

。
 

  

◎
 

言
語

資
源

を
収

集
し

、
研

究
用

に
公

開
す

る
取

り
組

み
は

欧
米

が

先
行

し
て

い
る

 

が
、

多
言

語
コ

ー
パ

ス
の

構
築

に

つ
い

て
は

国
内

で
も

日
英

言
語

間

を
中

心
に

大
規

模
コ

ー
パ

ス
の

収

集
・

加
工

や
大

規
模

電
子

化
辞

書

の
開

発
が

進
ん

で
い

る
。

但
し

、

世
界

標
準

に
向

け
た

取
組

は
ま

だ

少
な

い
。

 

開
発

 
◎

 

ア
ジ

ア
圏

で
の

翻
訳

用
言

語
資

源
の

共
有

化

に
お

い
て

、
標

準
化

の
重

要
性

は
高

い
。

 

や
や

難
 

8
0

億
円

 

（
2

0
0

8
～

 

2
0

1
5

）

独
法

 
国

 

 
○

テ
キ

ス
ト

解
析

・
生

成
技

術
 

大
規

模
コ

ー
パ

ス
の

効
率

良
い

作
成

や
、

翻
訳

・
検

索
等

の
シ

ス
テ

ム
開

発
の

基
盤

と
な

る
テ

キ
ス

ト

解
析

・
生

成
技

術
（

構
文

情
報

・
意

味
情

報
付

与
技

術
）

。
 

2
0

1
0

年
：

高
性

能
の

多
言

語
構

文
解

析
・

生
成

シ
ス

テ
ム

の
開

発
。

 

 
 

 
 

 
言

語
識

別
シ

ス
テ

ム
の

開
発

。
 

2
0

1
5

年
：

意
味

情
報

付
与

・
対

訳
ア

ラ
イ

メ
ン

ト
技

術
の

開
発

。
 

2
0

2
0

年
：

各
応

用
に

即
し

た
深

さ
で

理
解

を
行

う
技

術
の

開
発

。
 

◎
 

ア
ジ

ア
言

語
の

解
析

技
術

に
お

い
て

は
最

先
端

の
技

術
を

擁
し

て

い
る

。
 

開
発

 
◎

 

ツ
ー

ル
の

入
出

力
の

標
準

化
が

、
効

率
よ

い
シ

ス
テ

ム
開

発
に

は
重

要

で
あ

る
。

 

や
や

難
 

3
0

億
円

 

（
2

0
0

8
～

 

2
0

2
0

）

 

独
法

 
国

 

 
○

テ
キ

ス
ト

か
ら

の
オ

ン
ト

ロ
ジ

ー
生

成
技

術
 

オ
ン

ト
ロ

ジ
ー

の
自

動
構

築
の

た
め

の
コ

ー
パ

ス
か

ら
の

言
語

情

報
獲

得
技

術
。

 

2
0

1
0

年
：

単
語

間
の

意
味

関
係

の
自

動
抽

出
。

 

2
0

1
5

年
：

意
味

階
層

辞
書

の
自

動
構

築
。

 

2
0

2
0

年
：

オ
ン

ト
ロ

ジ
ー

の
自

動
構

築
法

の
開

発
。

 

○
 

分
野

自
体

が
比

較
的

新
し

く
、

欧
米

と
共

に
最

新
の

成
果

を
目

指

し
て

い
る

。
 

基
礎

 
◎

 

元
デ

ー
タ

と
し

て
用

い
る

言
語

資
源

の
標

準

化
が

重
要

で
あ

る
。

 

難
 

3
0

億
円

 

（
2

0
0

8
～

 

2
0

2
0

）

 

独
法

 
国

 

 
○

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

多
言

語
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

技
術

 

 
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
上

に
点

在
す

る

言
語

処
理

シ
ス

テ
ム

や
言

語
資

源

を
連

携
さ

せ
る

こ
と

に
よ

り
、

ユ
ー

ザ
の

ニ
ー

ズ
に

合
っ

た
言

語
サ

ー

ビ
ス

を
実

現
す

る
技

術
。

 

2
0

1
0

年
 

言
語

グ
リ

ッ
ド

に
よ

る
多

言
語

サ
ー

ビ
ス

の
実

現
。

 

言
語

資
源

の
標

準
仕

様
の

策
定

。
 

2
0

1
5

年
 

両
言

語
間

の
翻

訳
シ

ス
テ

ム
が

存
在

し
な

い
場

合
に

、
最

終
的

な
サ

ー
ビ

ス
の

質
を

落
と

さ
ず

に
、

他
の

言
語

を
介

し
て

翻
訳

を
行

う
な

ど
、

言
語

サ
ー

ビ
ス

を
連

結
す

る
手

法
を

開
発

す
る

。
 

 

◎
 

グ
リ

ッ
ド

シ
ス

テ
ム

を
実

用
化

し
、

サ
ー

ビ
ス

を
開

始
し

て
い

る
。

開
発

 
◎

 

言
語

資
源

や
ツ

ー
ル

の
外

部
仕

様
を

標
準

化

す
る

こ
と

に
よ

り
、

グ
リ

ッ
ド

へ
の

新
た

な
資

源

の
連

携
が

容
易

に
な

る
。

や
や

難
 

2
0

億
円

 

（
2

0
0

8
～

 

2
0

1
5

）

独
法

 
国

 

 
 

 
○

文
意

獲
得

・
活

用
技

術
 

 
翻

訳
、

検
索

、
情

報
抽

出
等

の
サ

ー
ビ

ス
に

応
じ

て
必

要
と

な
る

、
文

章
の

内
包

す
る

意
味

サ
ー

ビ
ス

に

応
じ

た
深

さ
で

理
解

し
、

そ
の

結
果

を
用

い
て

必
要

十
分

な
質

の
サ

ー

ビ
ス

を
実

現
す

る
技

術
。

 

2
0

1
0

年
 

目
的

に
応

じ
た

深
さ

で
、

一
文

の
意

味
を

取
り

出
し

、
利

用
す

る
技

術
の

開
発

。
 

照
応

解
析

な
ど

の
文

間
の

関
係

を
判

定
す

る
技

術
の

開
発

。
 

2
0

1
5

年
 

分
野

お
よ

び
目

的
を

限
定

し
、

一
つ

の
文

で
は

な
く

、
ひ

と
ま

と
ま

り
の

文
章

を
対

象
に

意
味

の
獲

得
を

行
い

、
目

的
に

応
じ

た
深

さ
の

意
味

理
解

を
実

現
す

る
技

術
の

開
発

。
 

○
 

文
や

文
章

の
深

い
解

析
技

術

は
、

わ
が

国
に

限
ら

ず
、

ま
だ

十

分
に

は
実

現
さ

れ
て

い
な

い
。

 

基
礎

 
◎

 

複
数

の
技

術
の

連
携

な
ど

、
標

準
化

の
重

要
性

は
高

い
。

 

難
 

3
0

億
円

 

（
2

0
0

8
～

 

2
0

1
5

）

独
法

 
国
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ユ
ニ

バ
ー

サ
ル

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
 

研
究

開
発

分
野
 

主
な

研
究

開
発

課
題

と
技

術
要

素
 

及
び

そ
の

概
要
 

研
究

開
発

目
標
 

海
外

の
研

究
動

向
 

日
本

の
 

研
究

開
発

水
準
 

現
在

の
 

研
究

段
階
 

国
際

標
準

化
 

の
重

要
度
 

研
究

開
発

要
素

の
技

術
的
 

難
易

度
 

研
究

開
発

に

必
要

な
資

金

（
概

算
）
 

将
来

の
市

場
規

模
 

（
予

測
）
 

推
進

主
体
 

推
進

方
策

研
究

開

発
主

体
 

資
金

提

供
主

体
 

産
学

官
の

連
携
 

国
際

連
携

方
策
 

ス
ー

パ
ー

コ
ミ

ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

●
音

声
翻

訳
技

術
 

 
音

声
言

語
を

対
象

と
し

た
、

意
味

、
文

脈

を
踏

ま
え

た
翻

訳
、

同
時

翻
訳

、
多

言
語

翻

訳
な

ど
の

技
術

で
、

異
な

る
言

語
に

よ
る

対

話
を

可
能

に
す

る
と

と
も

に
、

ネ
ッ

ト
上

の

知
識

活
用

、
非

言
語

情
報

（
表

情
、

ジ
ェ

ス

チ
ャ

）
の

活
用

な
ど

で
、

真
に

言
語

の
壁

を

越
え

た
自

然
な

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

実

現
す

る
技

術
。

 

 

2
0

1
0

年
：

対
話

理
解

、
音

声
翻

訳
・

合
成

の
た

め
の

基
本

手
法

の
確

立
 

2
0

1
5

年
：

表
情

、
ジ

ェ
ス

チ
ャ

な
ど

の
非

言
語

情
報

利
用

し
た

、
よ

り
高

度
な

音
声

翻
訳

技
術

の
開

発
。

 

2
0

2
0

年
：

空
間

共
有

技
術

の
導

入
に

よ
り

、
遠

隔
地

に
い

る
利

用
者

同
士

が
あ

た
か

も
同

一
の

場
に

い
る

か
の

よ
う

に
、
母

国
語

に
よ

る
自

然
な

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

行
え

る
技

術
の

開
発

。
 

 
 

 
 

 
 

関
連

市
場

と
し

て
、

音
声

翻
訳

市
場

及
び

空

間
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

市
場

を
想

定
。

 

■
国

内
市

場
 

2
0

2
0

年
：

2
兆

円
 

■
世

界
市

場
 

 
2

0
2

0
年

：
1

4
兆

円
 

 

 
 

 
 

 
 
 

○
高

精
度

多
言

語
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
ベ

ー

ス
音

声
翻

訳
技

術
 

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

上
に

偏
在

す
る

ノ
ー

ド
ご

と
に

、
言

語
知

識
の

自
動

取
得

機

能
、

翻
訳

機
能

、
他

の
ノ

ー
ド

へ
の

翻
訳

結
果

の
伝

搬
機

能
を

も
た

せ
、

こ
れ

ら
と

利
用

者
の

翻
訳

端
末

を
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク

を
介

し
て

連
携

さ
せ

る
こ

と
に

よ
り

、
ど

こ
で

も
幅

広
い

分
野

・
話

題
に

適
応

で
き

る
翻

訳
を

分
散

し
て

行
う

技
術

。
 

2
0

1
0

年
 ：

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

翻
訳

基
本

手
法

の
確

立
 

2
0

1
2

年
：

日
英

の
言

語
間

で
改

良
・

評
価

実
用

化
に

向
け

た
社

会
実

験
 

2
0

1
5

年
：

実
サ

ー
ビ

ス
の

開
始

 

 

≪
米

国
≫

 

・
国

防
総

省
が

中
心

と
な

っ

て
、

軍
事

利
用

を
念

頭
に

お
い

た
研

究
開

発
が

行
わ

れ
て

い

る
。

 

G
A

L
E

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

：
 

4
6

億
円

/
年

（
推

定
）

 

（
2

0
0

6
年

～
）

 

B
a
b

yl
o
n

,C
A

S
T

：
 

1
1

億
円

/
年

（
推

定
）

 

（
2

0
0

2
～

2
0

0
5

年
）

 

 ≪
欧

州
≫

 

・
F
P

6
の

中
で

会
議

や
講

演
の

音
声

翻
訳

に
関

す
る

研
究

開

発
が

行
わ

れ
て

い
る

。
 

T
C

-
S

ta
r：

 

 
2

0
億

円
/
年

 

（
2

0
0

4
～

2
0

0
9

年
）

 

 ≪
ア

ジ
ア

≫
 

・
2

0
0

3
-
2

0
0

5
年

に
韓

国

に
お

い
て

音
声

翻
訳

に
関

す

る
研

究
開

発
が

行
わ

れ
て

い

た
。

 

（
予

算
額

は
不

明
）

 

  

◎
 

日
本

は
音

声
翻

訳
研

究
の

ト
ッ

プ

ラ
ン

ナ
ー

で
あ

る
。

 

開
発

 
◎

 

翻
訳

端
末

と
ネ

ッ
ト

ワ

ー
ク

間
の

イ
ン

タ
フ

ェ
ー

ス
の

標
準

化
が

必
要

。
 

標
準

 
6

0
億

円
 

（
2

0
0

8
～

 

2
0

1
5

）

＜
音

声
翻

訳
市

場
＞

 

■
国

内
市

場
 

2
0

2
0

年
：

1
兆

円
 

■
世

界
市

場
 

2
0

2
0

年
：

1
0

兆
円

 

 ※
内

訳
は

以
下

の
通

り
。

 

・
多

言
語

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
支

援
端

末
（

携

帯
電

話
、

電
子

辞
書

、
ビ

ジ
ネ

ス
通

訳
機

、

音
声

翻
訳

サ
ー

ビ
ス

を
含

む
）

 
国

内
：

9
,4

0
0

億
円

、
世

界
：

8
.4

兆
円

 

・
多

言
語

通
訳

機
能

つ
き

会
議

シ
ス

テ
ム

 
国

内
：

5
0

0
億

円
、

世
界

：
9

,0
0

0
億

円
 

・
そ

の
他

 
国

内
：

1
0

0
億

円
、
世

界
：

7
,0

0
0

億
円

 

  

独
法

、
 

民
間

 

国
、

民
間

 
 

音
声

言
語

処
理

技
術

の
研

究
開

発
は

、
関

西
の

け
い

は
ん

な
地

区

（
N

IC
T

, 
A

T
R

）
が

研
究

開
発

の

中
核

拠
点

と
な

っ
て

進
め

ら
れ

て

い
る

。
一

方
、

こ
れ

ら
の

技
術

の

実
現

に
は

、
用

例
デ

ー
タ

ベ
ー

ス

（
コ

ー
パ

ス
）

を
大

量
に

集
積

す

る
必

要
が

あ
り

、
様

々
な

研
究

者

の
共

通
研

究
基

盤
と

し
て

広
く

利

用
す

る
必

要
が

あ
る

こ
と

か
ら

、

け
い

は
ん

な
地

区
と

関
係

機
関

と

が
連

携
し

て
、

共
同

研
究

等
を

通

し
て

産
学

官
が

一
体

と
な

っ
て

研

究
開

発
を

進
め

て
い

く
べ

き
で

あ

る
。

 

 

 
開

発
す

る
国

に
よ

っ
て

開
発

す

る
言

語
に

違
い

が
生

じ
る

為
、

我

が
国

独
自

に
用

例
デ

ー
タ

ベ
ー

ス

を
開

発
す

る
必

要
が

あ
る

が
、

他

国
の

研
究

成
果

を
有

効
に

活
用

す

る
こ

と
に

よ
っ

て
効

率
的

な
研

究

開
発

が
実

施
可

能
で

あ
る

。
そ

の

た
め

、
共

同
研

究
等

を
通

し
て

連

携
し

た
研

究
開

発
を

進
め

る
。

 

 
 
 

○
意

味
理

解
・

文
脈

処
理

技
術

 

固
有

名
詞

や
専

門
用

語
な

ど
の

未
知

語
が

あ
る

場
合

や
曖

昧
な

表
現

や
言

い

回
し

が
あ

る
場

合
で

も
適

切
な

翻
訳

を

可
能

に
す

る
技

術
。

 

2
0

1
0

年
 ：

基
本

手
法

の
確

立
 

2
0

1
5

年
：

意
味

理
解

の
基

本
方

式
の

確
立

 

2
0

1
7

年
：

意
味

理
解

を
用

い
た

翻
訳

方
式

の
確

立
 

○
 

意
味

理
解

の
研

究
は

各
国

拮
抗

し

て
お

り
、

ブ
レ

ー
ク

ス
ル

ー
が

待
た

れ
る

状
況

で
あ

る
。

 

基
礎

 
×

 

標
準

化
を

議
論

す
る

の

は
時

期
尚

早
。

 

難
 

2
0

億
円

 

（
2

0
0

8
～

 

2
0

1
7

）

独
法

 
国

 

 
 
 

○
同

時
翻

訳
技

術
 

文
の

途
中

か
ら

で
も

意
味

単
位

を
解

析
・

抽
出

、
翻

訳
を

開
始

し
、

同
時

性
の

高
い

翻
訳

を
可

能
と

す
る

技
術

。
 

2
0

1
2

年
：

文
分

割
手

法
の

確
立

 

2
0

1
5

年
：

五
月

雨
翻

訳
方

式
の

確
立

 

2
0

1
7

年
：

講
演

の
日

英
同

時
通

訳
の

実
現

 

○
 

各
国

と
も

具
体

的
な

取
組

が
ま

だ

な
い

状
況

。
 

基
礎

 
×

 

標
準

化
を

議
論

す
る

の

は
時

期
尚

早
。

 

難
 

9
0

億
円

 

（
2

0
0

8
～

 

2
0

1
7

）

独
法

 
国

 

 
 
 

○
高

精
度

多
言

語
音

声
認

識
・

合
成

技
術

 

誰
が

、
ど

こ
で

、
い

つ
、

何
語

で
喋

ろ

う
と

も
、

音
声

で
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

で
き

る
技

術
を

実
現

す
る

た
め

に
、

子
供

か
ら

老
人

に
至

る
幅

広
い

話
者

に
対

応

で
き

、
対

話
か

ら
講

演
に

至
る

多
様

な
ス

タ
イ

ル
お

よ
び

多
様

な
表

現
に

対
応

で

き
る

高
精

度
多

言
語

音
声

認
識

・
合

成
技

術
。

 

2
0

1
0

年
 ：

対
話

の
音

声
認

識
・

合
成

技
術

の
高

精
度

化
を

実
現

 

2
0

1
5

年
：

 

・
何

語
に

で
も

対
応

出
来

る
ア

ル
ゴ

リ
ズ

ム
を

実
現

 

・
会

議
お

よ
び

講
演

の
音

声
認

識
・

合
成

技
術

の
高

精
度

化
を

実
現

 

 

○
 

多
言

語
の

音
声

認
識

、
会

議
・

講

演
の

音
声

認
識

を
高

精
度

に
実

現
す

る
技

術
は

未
開

拓
で

あ
る

。
 

音
声

合
成

は
、

多
言

語
に

関
し

て

は
同

様
で

あ
り

、
さ

ら
に

、
会

議
・

講
演

の
長

文
を

わ
か

り
や

す
く

伝
え

る
た

め
に

、
文

解
析

を
利

用
し

た
制

御
を

新
規

に
研

究
す

る
必

要
が

あ

る
。

 

開
発

 
◎

 

基
本

的
部

分
の

標
準

化

が
進

ん
で

い
る

の
で

、
さ

ら

に
、

新
規

の
成

果
に

対
応

す

る
部

分
も

追
加

し
て

い
く

必
要

が
あ

る
。

 

標
準

 
2

0
億

円
 

（
2

0
0

8
～

 

2
0

1
5

）

独
法

、
大

学
、

民
間

 

国
、

民
間

 

 
 
 

○
音

声
検

索
＆

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

技
術

 

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
含

む
多

様
な

音
声

、

テ
キ

ス
ト

、
映

像
中

の
言

語
情

報
を

自
動

ア
ー

カ
イ

ブ
・

要
約

し
、

そ
の

中
か

ら
一

定
の

キ
ー

ワ
ー

ド
を

含
む

情
報

を
検

索

し
た

り
、

情
報

の
傾

向
を

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

す
る

技
術

。
ま

た
、

ユ
ビ

キ
タ

ス
端

末
用

に
コ

ン
パ

ク
ト

化
す

る
技

術
。

 

2
0

1
0

年
：

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

上
の

ド
キ

ュ
メ

ン
ト

、
音

声
、

映
像

情
報

か
ら

の
情

報
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
 

2
0

1
1

年
：

放
送

上
の

ド
キ

ュ
メ

ン
ト

、
音

声
、

映
像

情
報

か
ら

の
リ

ア
ル

タ
イ

ム
情

報
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
 

2
0

1
5

年
：

 

・
ユ

ビ
キ

タ
ス

端
末

へ
の

実
装

 

・
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
し

た
情

報
を

傾
向

分
析

す
る

技
術

の
確

立
 

○
 

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

上
の

テ
キ

ス
ト

情

報
の

検
索

は
可

能
。

 

開
発

 
○

 

標
準

化
が

未
開

拓
で

有

望
な

分
野

で
あ

る
。

 

標
準

 
2

0
億

円
 

（
2

0
0

8
～

 

2
0

1
5

）

独
法

、
民

間
 

国
、

民
間

 

 
 
 

○
状

況
依

存
ロ

バ
ス

ト
言

語
・

メ
デ

ィ
ア

処
理

技
術

 

人
間

に
よ

る
語

の
概

念
の

獲
得

を
モ

デ
ル

化
す

る
こ

と
に

よ
り

、
ロ

ボ
ッ

ト
等

の
機

械
が

自
立

的
に

対
話

し
な

が
ら

学

習
出

来
る

技
術

。
機

械
に

、
音

声
や

映
像

か
ら

言
語

情
報

を
与

え
、

そ
こ

か
ら

語
の

分
節

と
語

と
概

念
と

の
対

応
を

学
習

し
、

音
声

処
理

に
反

映
さ

せ
る

技
術

。
 

2
0

1
0

年
：

1
0

0
-
1

0
0

0
単

語
レ

ベ
ル

の
名

詞
に

加
え

て
、

動
詞

概
念

の
学

習
と

学
習

技

術
の

確
立

。
 

2
0

1
5

年
：

1
0

万
単

語
レ

ベ
ル

の
名

詞
、

動
詞

概
念

の
学

習
と

学
習

技
術

の
確

立
。

 

 

○
 

 
1

0
 単

語
程

度
の

物
体

の
音

声
、
画

像
情

報
に

よ
る

教
示

、
 

波
形

合
成

で
入

力
テ

キ
ス

ト
通

り
の

読
み

上
げ

調
音

声
合

成
が

可
能

。
 

基
礎

 
×

 

標
準

化
を

議
論

す
る

の

は
時

期
尚

早
。

 

難
 

1
0

億
円

 

（
2

0
0

8
～

 

2
0

1
5

）

独
法

、
大

学
 

国
 

 
 
 

○
音

声
対

話
・

特
化

技
術

 

 
話

者
の

特
徴

に
応

じ
た

対
話

や
発

話
の

場
所

に
局

所
化

し
た

コ
ミ

ュ
ニ

ケ

ー
シ

ョ
ン

な
ど

音
声

対
話

に
特

化
す

る

技
術

。
 

2
0

1
0

年
：

 

・
特

定
の

話
者

に
つ

い
て

利
用

者
が

自
由

に
聞

き
た

い
こ

と
を

聞
く

音
声

対
話

シ
ス

テ
ム

 

・
複

数
マ

イ
ク

と
ス

ピ
ー

カ
に

よ
る

会
議

室
内

で
の

個
人

音
場

創
成

技
術

 

2
0

1
5

年
：

 

・
子

ど
も

か
ら

老
人

に
至

る
幅

広
い

話
者

と
色

々
な

対
話

を
行

え
る

シ
ス

テ
ム

 

・
計

算
機

か
ら

利
用

者
に

話
し

か
け

る
対

話
シ

ス
テ

ム
 

・
複

数
マ

イ
ク

と
ス

ピ
ー

カ
に

よ
る

屋
外

空
間

で
の

個
人

音
場

創
成

技
術

 

◎
 

局
所

化
で

は
、

日
本

は
ト

ッ
プ

ラ

ン
ナ

ー
で

あ
る

。
 

基
礎

 
○

 

標
準

化
が

未
開

拓
で

有

望
な

分
野

で
あ

る
。

 

や
や

難
 

1
0

億
円

 

（
2

0
0

8
～

 

2
0

1
5

）

独
法

、
民

間
 

国
、

民
間

 

48



 
 
 

○
非

言
語

情
報

（
状

況
・

意
図

・
感

情
、

表
現

・
ジ

ェ
ス

チ
ャ

等
）

分
析

・
活

用
技

術
 

 
話

者
の

イ
ン

ト
ネ

ー
シ

ョ
ン

、
表

情
、

ジ
ェ

ス
チ

ャ
、

な
ど

の
非

言
語

情
報

を
活

用
し

て
、

言
語

情
報

を
補

う
こ

と
に

よ
り

認
識

率
の

向
上

を
図

り
、

機
械

と
人

間
の

自
然

な
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

を
実

現

す
る

技
術

。
 

2
0

1
0

年
：

 

・
イ

ン
ト

ネ
ー

シ
ョ

ン
な

ど
の

利
用

に
よ

る
音

声
翻

訳
・

音
声

対
話

の
高

度
化

 

・
表

情
、

ジ
ェ

ス
チ

ャ
の

抽
出

、
関

連
性

モ
デ

ル
化

技
術

 

2
0

1
5

年
：

 

・
表

情
、

ジ
ェ

ス
チ

ャ
な

ど
を

利
用

し
た

音
声

翻
訳

・
音

声
対

話
の

高
度

化
 

・
発

話
者

の
個

人
性

を
保

持
す

る
音

声
翻

訳
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

 

・
唇

、
表

情
、

ジ
ェ

ス
チ

ャ
、

音
声

の
統

合
 

◎
 

日
本

は
米

国
と

並
び

ト
ッ

プ
ラ

ン

ナ
ー

で
あ

る
。

 

 

基
礎

 

 

○
 

標
準

化
が

未
開

拓
で

有

望
な

分
野

で
あ

る
。

 

  

難
 

 

2
0

億
円

 

（
2

0
0

8
～

 

2
0

1
5

）

 

独
法

、
民

間
 

  

国
、

民
間

 

  

○
空

間
共

有
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

技

術
 物

理
的

に
忠

実
な

音
響

空
間

の
再

現

と
、

全
方

位
映

像
、

高
精

細
な

C
G

を
用

い
て

遠
隔

地
に

い
る

複
数

の
人

々
が

同

じ
空

間
を

共
有

し
、

相
手

の
存

在
を

感
じ

な
が

ら
会

話
す

る
こ

と
を

可
能

と
す

る

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
技

術
。

 

2
0

1
0

年
：

全
方

位
映

像
撮

影
・

提
示

技
術

。
複

数
人

数
を

対
象

と
し

た
3

次
元

音
場

再

現
技

術
 

2
0

1
5

年
：

利
用

者
の

個
人

性
を

反
映

し
た

高
精

細
C

G
生

成
技

術
。

3
次

元
音

場
の

リ
ア

ル
タ

イ
ム

通
信

技
術

 

2
0

2
0

年
：

 

・
利

用
者

の
視

線
や

体
の

動
き

を
再

現
す

る
た

め
の

リ
ア

ル
タ

イ
ム

セ
ン

シ
ン

グ

技
術

 

・
複

数
地

点
の

個
人

や
グ

ル
ー

プ
に

よ
る

一
つ

の
空

間
を

共
有

し
た

コ
ミ

ュ
ニ

ケ

ー
シ

ョ
ン

技
術

 

 
◎

 

音
場

収
録

技
術

に
関

し
て

日
本

は

ト
ッ

プ
ラ

ン
ナ

ー
で

あ
る

。
C

G
技

術

に
関

し
て

日
本

は
米

国
と

並
び

ト
ッ

プ
ラ

ン
ナ

ー
で

あ
る

。
 

基
礎

 
○

 

標
準

化
が

未
開

拓
で

有

望
な

分
野

で
あ

る
。

 

難
 

5
0

億
円

 

（
2

0
0

8
～

 

2
0

2
0

）

＜
共

有
空

間
配

信
サ

ー
ビ

ス
市

場
＞

 

■
国

内
市

場
 

2
0

2
0

年
：

4
兆

円
 

■
世

界
市

場
 

2
0

2
0

年
：

1
兆

円
 

 共
有

空
間

配
信

サ
ー

ビ
ス

と
は

、
海

外
を

含

む
遠

隔
地

に
居

る
友

人
と

、
ワ

ー
ル

ド
カ

ッ
プ

を
ス

タ
ジ

ア
ム

で
一

緒
に

観
戦

し
た

り
、

ロ
ッ

ク
コ

ン
サ

ー
ト

を
コ

ン
サ

ー
ト

ホ
ー

ル
で

一
緒

に
聞

く
と

い
っ

た
共

有
空

間
（

仮
想

体
験

）
を

家
庭

や
施

設
に

配
信

す
る

サ
ー

ビ
ス

の
こ

と
。

 

 ※
国

内
市

場
規

模
の

内
訳

は
以

下
の

通
り

。
 

・
映

像
コ

ン
テ

ン
ツ

配
信

：
 

5
,5

0
0

億
円

 

・
音

楽
コ

ン
テ

ン
ツ

配
信

: 

1
,6

0
0

億
円

 

・
（

映
画

館
等

）
施

設
サ

ー
ビ

ス
：

 

2
,9

0
0

億
円

> 

 ●
上

記
市

場
規

模
の

根
拠

は
、

以
下

の
通

り
。

 

・
上

記
市

場
規

模
予

測
で

は
、

コ
ン

テ
ン

ツ
市

場
を

主
な

タ
ー

ゲ
ッ

ト
と

し
て

想
定

。
 

・
市

場
規

模
推

計
の

元
デ

ー
タ

は
以

下
の

通
り

。
 

①
映

像
コ

ン
テ

ン
ツ

配
信

（
#

1
）

：
 

2
0

0
5

年
：

4
3

6
億

円
 

2
0

0
6

年
：

7
7

8
億

円
（

出
典

：
A

）
 

②
音

楽
コ

ン
テ

ン
ツ

配
信

（
#

1
）

：
 

2
0

0
5

年
：

1
8

4
億

円
 

2
0

0
6

年
：

2
3

5
億

円
（

出
典

：
A

）
 

③
施

設
サ

ー
ビ

ス
（

#
2

）
：

 

2
0

0
5

年
：

1
9

8
2

億
円

 

2
0

0
6

年
：

2
0

2
6

億
円

 

#
1

：
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

で
の

配
信

 

#
2

：
お

も
に

映
画

館
を

想
定

 

（
出

典
）

 

A
：

総
務

省
「

メ
デ

ィ
ア

・
ソ

フ
ト

制
作

及
び

流
通

の
実

態
に

関
す

る
研

究
調

査
報

告
」

（
2

0
0

6
年

、
2

0
0

7
年

発
表

資
料

）
 

B
：

（
社

）
日

本
映

画
製

作
者

連
盟

「
日

本
映

画
産

業
統

計
」

（
2

0
0

6
年

、
2

0
0

7
年

発
表

資
料

）
 

・
よ

っ
て

、
2

0
0

7
年

か
ら

2
0

2
0

年
ま

で
の

平
均

成
長

率
を

、
コ

ン
テ

ン
ツ

1
5

%
、

施
設

サ

ー
ビ

ス
3

%
と

想
定

し
て

、
2

0
2

0
年

の
市

場

規
模

を
推

計
。

 

・
世

界
市

場
は

、
米

国
、

欧
州

、
中

国
に

お
い

て
、

日
本

国
内

市
場

相
当

の
市

場
規

模
が

あ
る

と
し

て
、

国
内

市
場

の
4

倍
と

推
計

。
 

独
法

、
大

学
、

民
間

 

国
、

民
間

 
言

語
に

依
存

し
な

い
様

々
な

国

の
音

楽
、

映
像

、
ス

ポ
ー

ツ
な

ど

の
コ

ン
テ

ン
ツ

を
デ

ー
タ

ベ
ー

ス

と
し

て
ア

ー
カ

イ
ビ

ン
グ

し
配

信

す
る

こ
と

も
本

研
究

の
重

要
な

課

題
の

一
つ

で
あ

る
。

そ
の

た
め

、

世
界

に
通

用
す

る
コ

ン
テ

ン
ツ

収

集
、

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

作
成

に
お

い

て
海

外
の

共
同

研
究

機
関

と
連

携

し
た

研
究

開
発

を
進

め
る

必
要

が

あ
る

。
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ユ
ニ

バ
ー

サ
ル

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
 

研
究

開
発

分
野
 

主
な

研
究

開
発

課
題

と
技

術
要

素
 

及
び

そ
の

概
要
 

研
究

開
発

目
標
 

海
外

の
研

究
動

向
 

日
本

の
 

研
究

開
発

水
準
 

現
在

の
 

研
究

段
階
 

国
際

標
準

化
 

の
重

要
度
 

研
究

開
発

要
素

の
技

術
的
 

難
易

度
 

研
究

開
発

に

必
要

な
資

金

（
概

算
）
 

将
来

の
市

場
規

模
 

（
予

測
）
 

推
進

主
体
 

推
進

方
策

研
究

開

発
主

体
 

資
金

提

供
主

体
 

産
学

官
の

連
携
 

国
際

連
携

方
策
 

ス
ー

パ
ー

コ
ミ

ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

●
利

用
者

適
応

型
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ

ン
技

術
 

 
人

間
の

マ
イ

ン
ド

に
悪

影
響

を
及

ぼ

す
情

報
を

フ
ィ

ル
タ

リ
ン

グ
す

る
と

同

時
に

、
利

用
者

の
個

性
、

性
格

、
文

化
に

適
応

し
て

、
感

情
、

感
性

を
適

切
に

伝
達

す
る

こ
と

に
よ

っ
て

、
安

全
性

を
確

保
し

つ
つ

、
文

化
の

壁
を

越
え

た
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

を
活

性
化

す
る

技
術

。
 

 

2
0

1
0

年
：

情
報

の
善

悪
・

内
容

の
理

解
に

基
づ

く
フ

ィ
ル

タ
リ

ン
グ

手
法

の
確

立
。

 

2
0

1
5

年
：

個
人

の
感

じ
る

感
覚

・
感

性
を

計
測

評
価

し
、

個
人

の
嗜

好
に

応
じ

て
情

報
流

通
を

行
う

技
術

の
開

発
。

 

2
0

2
0

年
 ：

個
人

の
嗜

好
・

能
力

・
性

格
な

ど
の

特
性

抽
出

機
能

を
高

度
化

し
、

感
覚

・
感

性
情

報
を

取
捨

選
択

、
検

索
、

抽
出

し
て

提
供

、
伝

達
で

き
る

技
術

の
開

発
。
 

 

≪
米

国
≫

 

1
0

代
の

子
供

を
持

つ
家

庭
の

半
数

以
上

が
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ

ト
フ

ィ
ル

タ
を

使
っ

て
有

害

コ
ン

テ
ン

ツ
へ

の
ア

ク
セ

ス

を
制

限
。

 

 ≪
欧

州
≫

 

欧
州

委
員

会
（

E
U

）
の

通
信

委
員

会
は

、
子

供
に

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
を

安
全

に
利

用
し

て

も
ら

う
た

め
の

「
S

a
fe

r 

In
te

rn
e
t 

P
lu

s
」

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

発
表

2
0

0
5

年
か

ら
4

年

間
で

4
5

0
0

万
€を

拠
出

、
有

害
な

コ
ン

テ
ン

ツ
か

ら
子

供

を
守

る
た

め
の

ツ
ー

ル
を

保

護
者

や
教

育
者

に
提

供
。

 

 
今

後
更

に
高

度
な

フ
ィ

ル

タ
リ

ン
グ

技
術

が
求

め
ら

れ

る
。

 

 
 

 
 

 
＜

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
エ

ン
ハ

ン
ス

メ
ン

ト
市

場
＞

 

■
国

内
市

場
 

2
0

2
0

年
：

1
兆

円
（

国
内

）
 

■
世

界
市

場
 

2
0

2
0

年
：

5
兆

円
（

世
界

）
 

 ●
算

出
方

法
は

以
下

の
通

り
。

 

・
2

0
0

6
年

、
国

内
の

セ
キ

ュ
ア

コ
ン

テ
ン

ツ
管

理
ソ

フ

ト
市

場
規

模
（

7
2

8
億

円
、

ID
C

J
a
p
a
n

資
料

）
と

ブ
ロ

グ
関

連
市

場
規

模
（

1
,3

7
7

億
円

、
総

務
省

資

料
）

の
合

計
2

1
0

5
億

円
に

基
づ

き
、

成
長

率
1

0
％

で
、

2
0

2
0

年
に

お
け

る
市

場
規

模
を

算
出

。
 

・
さ

ら
に

2
0

0
5

年
の

日
本

の
情

報
化

投
資

額
の

う
ち

ソ

フ
ト

ウ
ェ

ア
を

除
く

投
資

額
8

,9
7

0
億

円
（

平
成

1
9

年
情

報
通

信
白

書
よ

り
）

に
対

し
て

エ
ン

ハ
ン

ス
メ

ン
ト

化
に

対
す

る
投

資
を

1
5

％
と

考
え

、
成

長
率

2
%

で
、

2
0

2
0

年
市

場
規

模
を

算
出

し
、

こ
れ

ら
を

合
計

す
る

。
 

・
世

界
市

場
は

、
国

内
市

場
の

5
倍

と
し

て
算

出
（

欧
州

、

中
国

に
お

い
て

日
本

国
内

市
場

相
当

の
市

場
規

模
が

あ
り

、
米

国
に

お
い

て
は

そ
の

2
倍

の
市

場
規

模
が

あ

る
と

し
た

）
。

 

 

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
エ

ン
ハ

ン
ス

メ
ン

ト
市

場
の

主
な

製
品

・
サ

ー
ビ

ス
と

し
て

は
、

以
下

の
も

の
が

想
定

さ
れ

る
。

 

・
コ

ン
テ

ン
ツ

内
容

と
利

用
者

の
意

識
を

判
断

す
る

自
動

フ
ィ

ル
タ

リ
ン

グ
サ

ー
ビ

ス
 

・
ネ

ッ
ト

上
の

情
報

を
自

動
分

析
す

る
推

薦
サ

ー
ビ

ス
 

・
意

味
内

容
に

基
づ

く
情

報
検

索
サ

ー
ビ

ス
 

 

ま
た

、
生

活
・

社
会

へ
の

貢
献

と
し

て
、

セ
キ

ュ
ア

な

コ
ン

テ
ン

ツ
管

理
は

、
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

へ
の

ア
ク

セ
ス

を
安

心
し

て
行

う
た

め
に

必
須

の
も

の
で

あ
り

、
国

民
の

社
会

生
活

上
不

可
欠

で
あ

る
。

そ
の

た
め

、
本

技
術

を
い

ち
早

く
確

立
す

る
こ

と
に

よ
っ

て
、
我

が
国

が
国

際
社

会

に
貢

献
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

 

 

 
 

本
技

術
の

実
現

に
当

た
っ

て
は

、

コ
ン

テ
ン

ツ
の

意
味

内
容

の
理

解
だ

け
で

な
く

、
利

用
者

の
嗜

好
、

思
想

信
条

、
行

動
特

性
等

、
個

人
の

内
面

的
特

性
を

明
ら

か
に

し
、

両
者

を
統

合
的

に
処

理
す

る
必

要
が

あ
る

。
特

に
個

人
の

内
面

状
況

を
解

析
す

る
技

術
は

、
当

該
個

人
固

有
の

特
性

だ
け

で
な

く
、

個
人

の
お

か
れ

て
い

る
環

境
と

の
イ

ン
タ

ラ
ク

シ
ョ

ン
や

心
理

状
態

に
よ

り
決

定
す

る
も

の
で

あ
る

か
ら

、
工

学
分

野
だ

け
で

な
く

、
認

知
科

学
な

ど
人

文
系

分
野

の
知

見
も

加
味

し
た

、
長

期
に

わ
た

る
基

礎
研

究
が

必
要

で
あ

る
。

従
っ

て
、

官
学

が
中

心
と

な
っ

て
基

礎
研

究
を

実
施

し
、

実
証

実
験

の
段

階
か

ら
産

が
加

わ
る

の
が

望
ま

し
い

。
 

人
間

の
心

理
行

動
特

性
を

解
明

す
る

必
要

が
あ

る
た

め
、

国
内

だ
け

で
な

く
、

海
外

で
同

様
の

研
究

を
実

施
す

る
機

関

と
の

連
携

が
望

ま
し

い
。

 

 
 

 
○

マ
イ

ン
ド

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

技
術

 

心
に

と
っ

て
安

全
な

情
報

の
み

を
与

え
る

た
め

の
情

報
制

御
技

術
。

 

2
0

1
0

年
 

人
間

の
マ

イ
ン

ド
に

対
し

て
、

情
報

の
善

悪
、

内
容

の
分

類
に

基
づ

い
て

、
フ

ィ
ル

タ
リ

ン
グ

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

2
0

1
5

年
 

流
通

す
る

情
報

に
関

し
て

、
人

間
の

マ
イ

ン
ド

や
嗜

好
に

応
じ

て
分

類
し

、
情

報
流

通
を

制
御

で
き

る
。

 

  

○
 

ユ
ニ

バ
ー

サ
ル

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
研

究

に
お

い
て

、
情

報
の

信
憑

性
の

研
究

に
着

手
し

た

ば
か

り
。

 

基
礎

 

 

×
 

標
準

化
を

議
論

す
る

の
は

時
期

尚
早

。
 

や
や

難
 

2
0

億
円

 

（
2

0
0

8
～

 

2
0

1
5

）

独
法

、
 

大
学

、
 

民
間

 

国
 

 
 

 
○

利
用

者
適

応
型

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
技

術
 

利
用

者
の

意
識

や
状

況
の

変
化

、

感
情

・
感

性
、

言
語

能
力

や
年

齢
に

応
じ

た
検

索
・

フ
ィ

ル
タ

リ
ン

グ
処

理
を

リ
ア

ル
タ

イ
ム

に
行

い
、

適
切

な
情

報
提

供
を

行
う

技
術

。
 

2
0

1
5

年
 

ユ
ー

ザ
状

況
（

コ
ン

テ
キ

ス
ト

）
に

基
づ

く
感

情
認

識
精

度
6

0
％

。
1

0
～

1
0

0
 

個
程

度
の

大
き

な
ジ

ャ
ン

ル
で

の
難

易
度

測
定

技
術

の
開

発
。

 

2
0

2
0

年
 

ユ
ー

ザ
状

況
（

コ
ン

テ
キ

ス
ト

）
に

基
づ

く
感

情
認

識
精

度
8

0
％

に
向

上
。

再
分

化
さ

れ
た

ジ
ャ

ン
ル

で
の

難
易

度
測

定
技

術
の

開
発

。
利

用
者

に
合

っ

た
情

報
フ

ィ
ル

タ
ー

の
実

用
化

。
 

       

○
 

画
像

や
音

声
な

ど
か

ら
コ

ン
テ

キ
ス

ト
を

考

慮
し

な
い

静
的

な
感

情

抽
出

が
で

き
 

る
。

一
般

の
情

報
に

 

お
け

る
難

易
度

の
評

 

価
は

行
わ

れ
て

い
な

 

い
。

 

基
礎

 
×

 

標
準

化
を

議
論

す
る

の
は

時
期

尚
早

。
 

難
 

5
0

億
円

 

（
2

0
0

8
～

 

2
0

2
0

）

独
法

、
 

大
学

 

国
 

 
○

個
性

に
対

応
し

た
感

覚
・

感
性

情

報
伝

達
技

術
 

 
個

人
の

嗜
好

・
能

力
・

性
格

に
関

わ
る

感
覚

情
報

（
個

性
）

を
効

果
的

に
獲

得
・

理
解

・
伝

達
す

る
た

め
の

感
覚

情
報

の
個

性
適

応
化

技
術

。
 

 

2
0

1
0

年
 

個
人

の
体

型
な

ど
、

簡
単

な
特

徴
に

応
じ

た
情

報
を

選
別

し
て

提
供

す
る

技

術
。

 

2
0

1
5

年
 

個
人

の
感

じ
る

感
覚

・
感

性
を

計
測

評
価

す
る

技
術

の
開

発
。

 

2
0

2
1

年
  

個
人

の
嗜

好
・

能
力

・
性

格
に

応
じ

て
感

覚
・

感
性

情
報

を
取

捨
選

択
、

検
索

、

抽
出

し
て

提
供

、
伝

達
で

き
る

技
術

の
開

発
。

 

      

○
 

D
ig

it
a
l 
H

u
m

a
n

プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
（

産
総

研
）

の
よ

う
に

、
個

人
の

好
み

を
元

に
モ

デ
ル

化
す

る

試
み

が
始

ま
っ

た
ば

か

り
。

 

基
礎

 
×

 

標
準

化
を

議
論

す
る

の
は

時
期

尚
早

。
 

難
 

5
0

億
円

 

（
2

0
0

8
～

 

2
0

2
0

）

独
法

、
 

大
学

 

国
 

   

50



ユ
ニ

バ
ー

サ
ル

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
 

研
究

開
発

分
野
 

主
な

研
究

開
発

課
題

と
技

術
要

素
 

及
び

そ
の

概
要
 

研
究

開
発

目
標
 

海
外

の
研

究
動

向
 

日
本

の
 

研
究

開
発

水
準
 

現
在

の

研
究

段
階

国
際

標
準

化
 

の
重

要
度
 

研
究

開
発

要
素

の
技

術
的
 

難
易

度
 

研
究

開
発

に

必
要

な
資

金

（
概

算
）
 

将
来

の
市

場
規

模
 

（
予

測
）
 

推
進

主
体
 

推
進

方
策

研
究

開

発
主

体
 

資
金

提

供
主

体
 

産
学

官
の

連
携
 

国
際

連
携

方
策
 

ス
ー

パ
ー

コ
ミ

ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

●
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
形

成

支
援

技
術

 

個
人

の
活

動
履

歴
等

か
ら

推
定

さ
れ

る
好

み
、

嗜
好

等
に

基
づ

く
知

識
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
の

形
成

を
促

進
す

る
と

と
も

に
、

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

内
外

の
情

報
流

通
を

安

全
に

管
理

す
る

こ
と

に
よ

っ
て

、
既

存
の

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

の
壁

を
越

え
、

知
の

創
発

に
結

び
つ

く
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

を

支
援

す
る

技
術

。
 

2
0

1
0

年
：

個
人

の
活

動
履

歴
等

か
ら

個
人

の
嗜

好
・

好
み

等
を

推
定

す
る

基
本

手
法

の
開

発
。

 

2
0

1
5

年
：

抽
出

し
た

個
人

情
報

か
ら

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

を
形

成
し

、
安

全
な

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

行
う

手
法

の
開

発
。

 
 

2
0

2
5

年
：

個
人

の
嗜

好
・

好
み

等
か

ら
の

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

形
成

支
援

シ
ス

テ
ム

の
実

用
化

。
 

過
去

に
は

、
各

国
で

専
門

家
の

知
識

を
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
化

し
て

共
有

す
る

方
式

が
研

究
さ

れ
た

が
、

知
識

に
は

、
暗

黙
知

の
部

分

が
多

い
た

め
、

こ
の

方
式

で
は

、

知
識

の
一

部
し

か
活

用
で

き
ず

限
界

が
あ

る
。

こ
の

問
題

意
識

か

ら
、

1
9

9
0

年
代

に
入

っ
て

か
ら

は
、

ウ
ェ

ン
ガ

ー
博

士
ら

の
提

唱

す
る

「
実

践
共

同
体

論
」

代
表

さ

れ
る

よ
う

に
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
に

お
け

る
知

識
共

有
、

知
識

協
創

の

重
要

性
が

注
目

さ
れ

、
研

究
さ

れ

つ
つ

あ
る

。
ま

た
、

暗
黙

知
を

取

り
扱

う
た

め
に

は
、

身
体

的
動

作

等
も

含
む

個
人

の
経

験
に

関
す

る
情

報
を

蓄
積

す
る

必
要

が
あ

る
。

個
人

の
経

験
に

関
す

る
情

報

を
蓄

積
す

る
技

術
の

研
究

開
発

の
一

環
と

し
て

、
例

え
ば

、
米

国

で
は

、
個

人
の

一
生

の
経

験
を

蓄

積
す

る
た

め
の

M
yL

if
e
B

it
s
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
等

が
進

め
ら

れ
て

い
る

。
 

 
 

 
 

 
＜

知
識

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

市
場

＞
 

■
国

内
市

場
 

2
0

2
0

年
：

1
兆

円
 

■
世

界
市

場
 

2
0

2
0

年
：

5
兆

円
 

 ●
算

出
方

法
は

以
下

の
通

り
。

 

・
国

内
S

N
S
（

ソ
ー

シ
ャ

ル
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
サ

ー
ビ

ス
）

市
場

規
模

は
、

矢
野

経
済

研
究

所

に
お

い
て

2
0

0
9

年
度

に
5

5
0

億
円

と
予

測
さ

れ
て

い
る

。
ま

た
、

A
S

P
市

場
規

模
成

長
率

は
、
ID

C
 J

a
p
a
n

に
お

い
て

 
3

0
％

と

予
想

さ
れ

て
い

る
。

こ
の

成
長

率
で

2
0

0
9

年
か

ら
2

0
2

0
年

ま
で

成
長

す
る

と
仮

定

し
て

2
0

2
0

年
に

お
け

る
国

内
市

場
規

模

を
算

出
。

 

・
世

界
市

場
は

、
国

内
市

場
の

5
倍

と
し

て
算

出
（

欧
州

、
中

国
に

お
い

て
日

本
国

内
市

場

相
当

の
市

場
規

模
が

あ
り

、
米

国
に

お
い

て

は
そ

の
2

倍
の

市
場

規
模

が
あ

る
と

し
た

）
。
 

 

知
識

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

市
場

の
主

な
製

品
・

サ

ー
ビ

ス
と

し
て

は
、

以
下

の
も

の
が

想
定

さ
れ

る
。

 

・
知

識
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
支

援
サ

ー
ビ

ス
 

・
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
知

識
コ

ン
テ

ン
ツ

作
成

シ
ス

テ
ム

（
個

人
の

実
世

界
で

の
活

動
履

歴
等

か

ら
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
知

識
と

な
る

コ
ン

テ
ン

ツ
作

成
を

支
援

）
 

・
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
（

知
識

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

を
形

成
・

管

理
・

維
持

す
る

際
に

、
知

識
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ

内
の

情
報

の
質

を
保

つ
た

め
に

常
に

信
頼

で
き

る
情

報
が

交
換

さ
れ

て
い

る
こ

と
を

保
証

す
る

エ
ー

ジ
ェ

ン
ト

技
術

や
、

個
人

情

報
保

護
、

個
人

の
尊

厳
の

尊
重

の
た

め
に

意

識
的

、
無

意
識

的
に

記
録

さ
れ

た
自

己
記

録

の
デ

ー
タ

管
理

技
術

等
に

基
づ

き
、

サ
イ

バ

ー
空

間
上

で
交

換
さ

れ
る

情
報

の
信

頼
性

を
保

証
す

る
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
）

 

 
 

 
 

 
 

 
○

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

知
識

獲
得

・
生

成

技
術

 

個
人

の
実

世
界

で
の

活
動

履
歴

等
か

ら
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
知

識
と

な

る
コ

ン
テ

ン
ツ

を
作

成
し

、
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
上

に
蓄

積
す

る
技

術
、

お
よ

び
、

個
人

の
活

動
履

歴
等

か
ら

個
人

の
嗜

好
・

好
み

等
を

推
定

し
、

同
じ

よ
う

な
嗜

好
・

好
み

を
持

つ
人

か
ら

な
る

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

形
成

を
支

援

す
る

技
術

。
 

2
0

1
2

年
 

個
人

の
実

世
界

で
の

活
動

履
歴

等
か

ら
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
知

識
と

な
る

コ
ン

テ

ン
ツ

を
作

成
す

る
基

本
手

法
の

開
発

。
個

人
の

活
動

履
歴

等
か

ら
個

人
の

嗜

好
・

好
み

等
を

推
定

す
る

基
本

手
法

の
開

発
。

 

2
0

1
5

年
 

推
定

さ
れ

た
個

人
の

嗜
好

・
好

み
等

か
ら

の
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
形

成
支

援
手

法
の

開
発

。
 

2
0

2
5

年
 

個
人

の
嗜

好
・

好
み

等
か

ら
の

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

形
成

支
援

シ
ス

テ
ム

の
実

用

化
。

 

 

◎
 

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

上
の

コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
を

支
援

す
る

技
術

の
蓄

積
が

あ
る

。
他

方
、

個
人

の
経

験
の

コ
ン

テ

ン
ツ

化
技

術
と

し
て

は
、

A
T

R
か

ら
概

念
「

ユ
ビ

キ
タ

ス
体

験
メ

デ
ィ

ア
」

が
提

唱

さ
れ

、
ま

た
、

様
々

な
研

究

機
関

が
「

ラ
イ

フ
ロ

グ
」

等

の
名

の
下

で
研

究
開

発
を

進
め

て
お

り
、

先
進

性
は

高

い
。

 

基
礎

 
◎

 

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

に
お

け
る

経
験

知
識

の
モ

デ

ル
化

、
記

述
方

式
の

標
準

化
が

必
要

。
 

標
準

 
1

0
0

億
円

 

（
2

0
0

8
～

 

2
0

2
5

）

大
学

、
 

独
法

、
 

民
間

 

国
 

個
人

の
経

験
知

識
の

モ
デ

ル
化

、
記

述

方
式

の
標

準
化

な
ど

を
行

う
た

め
に

は
、

個
人

の
経

験
知

識
を

大
量

に
収

集
す

る

こ
と

が
必

要
で

あ
り

、
こ

の
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
を

構
築

す
る

必
要

が
あ

る
。

A
T

R
な

ど
の

個
人

の
経

験
の

コ
ン

テ
ン

ツ
化

に

関
す

る
研

究
蓄

積
の

あ
る

研
究

機
関

が

核
と

な
り

、
モ

デ
ル

化
、

記
述

方
式

の
標

準
化

と
な

り
え

る
技

術
の

研
究

開
発

を

推
進

す
る

と
と

も
に

、
産

学
官

の
諸

機
関

が
そ

の
得

意
と

す
る

分
野

の
デ

ー
タ

ベ

ー
ス

構
築

を
進

め
な

が
ら

、
標

準
化

を
推

進
す

る
こ

と
が

必
要

で
あ

る
。

 

国
際

的
競

争
力

を
確

保
す

る
た

め
に

は
、

個
人

の
経

験
や

プ
ラ

イ
バ

シ
に

関
し

て
異

な
る

文
化

的
背

景
を

持
つ

諸
外

国

と
連

携
し

、
広

範
囲

の
文

化
的

背
景

に
根

ざ
す

経
験

的
知

識
を

取
り

扱
う

こ
と

が

可
能

な
技

術
を

開
発

す
る

こ
と

が
必

要

で
あ

る
。

 

 
 

 
○

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

の
セ

キ
ュ

リ

テ
ィ

向
上

技
術

 

知
識

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

内
の

情
報

の
質

を
保

つ
た

め
に

常
に

信
頼

で

き
る

情
報

が
交

換
さ

れ
て

い
る

こ

と
を

保
証

す
る

エ
ー

ジ
ェ

ン
ト

技

術
と

、
個

人
情

報
保

護
、

個
人

の
尊

厳
の

尊
重

の
た

め
に

意
識

的
、

無
意

識
的

に
記

録
さ

れ
た

自
己

記
録

の

デ
ー

タ
管

理
技

術
。

 

2
0

1
0

年
 

法
規

制
に

基
づ

き
、

暗
号

化
さ

れ
た

識
別

情
報

を
明

示
的

に
付

与
さ

れ
た

 
自

 
 

己
記

録
を

、
サ

イ
バ

ー
空

間
上

で
適

切
に

追
跡

、
監

視
す

る
技

術
を

開
発

。
 

2
0

1
5

年
 

サ
イ

バ
ー

空
間

上
で

交
換

さ
れ

る
情

報
の

信
頼

性
の

保
証

技
術

の
確

立
。

 

全
国

規
模

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
の

構
築

。
 

 

  

 
 

 
○

 

自
由

参
加

型
コ

ミ
ュ

ニ

テ
ィ

で
情

報
の

信
頼

性
を

保
証

す
る

手
段

、
流

出
し

た

事
故

記
録

の
追

跡
、

消
去

の

手
段

は
完

成
さ

れ
て

い
な

い
。

 

基
礎

 
○

 

標
準

化
が

未
開

拓
で

有
望

な
分

野
で

あ
る

。

標
準

 
3

0
億

円
 

（
2

0
0

8
～

 

2
0

1
5

）

大
学

、
 

独
法

、
 

民
間

 

国
 

技
術

開
発

の
み

で
は

な
く

、
法

整
備

な

ど
も

必
要

と
す

る
た

め
、

産
官

学
の

連
携

は
不

可
欠

で
あ

る
。

 

サ
イ

バ
ー

空
間

で
の

追
跡

技
術

な
ど

は
一

国
だ

け
で

は
無

意
味

で
あ

り
、

国
際

連
携

は
不

可
欠

で
あ

る
。

 

 
○

生
態

系
メ

カ
ニ

ズ
ム

の
モ

デ
ル

化
・

標
準

化
 

生
態

の
進

化
メ

カ
ニ

ズ
ム

、
個

体

の
学

習
機

構
の

モ
デ

ル
化

、
お

よ

び
、

エ
ー

ジ
ェ

ン
ト

へ
の

実
装

技

術
。

エ
ー

ジ
ェ

ン
ト

間
の

イ
ン

タ
ラ

ク
シ

ョ
ン

の
技

術
と

そ
れ

ら
の

標

準
化

。
 

2
0

1
0

年
 

生
態

系
メ

カ
ニ

ズ
ム

を
モ

デ
ル

か
す

る
た

め
の

エ
ー

ジ
ェ

ン
ト

間
の

イ
ン

タ

ラ
ク

シ
ョ

ン
規

格
の

標
準

化
。

 

2
0

1
5

年
 

数
万

人
規

模
の

知
識

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

を
シ

ュ
ミ

レ
ー

シ
ョ

ン
で

き
る

技
術

の

開
発

。
 

2
0

2
0

年
 

全
世

界
を

対
象

に
1

0
億

人
程

度
の

知
識

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

を
シ

ュ
ミ

レ
ー

シ
ョ

ン
で

き
る

技
術

の
開

発
。

 

2
0

2
5

年
 

全
世

界
を

対
象

に
1

0
億

人
程

度
の

知
識

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

を
シ

ュ
ミ

レ
ー

シ
ョ

ン
で

き
る

技
術

の
実

用
化

。
 

○
 

 
生

態
メ

カ
ニ

ズ
ム

の
解

明
は

大
学

等
で

研
究

は
進

め
ら

れ
て

い
る

が
、

基
礎

研

究
 

レ
ベ

ル
で

あ
る

。
 

基
礎

 
○

 

標
準

化
が

未
開

拓
で

有
望

な
分

野
で

あ
る

。

や
や

難
 

3
0

億
円

 

（
2

0
0

8
～

 

2
0

2
5

）

大
学

、
 

独
法

 

国
 

基
礎

レ
ベ

ル
を

実
用

化
レ

ベ
ル

に
立

ち
上

げ
る

た
め

に
は

、
産

官
学

の
連

携
が

重
要

で
あ

る
。

 

世
界

を
対

象
と

し
た

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

形
成

支
援

技
術

の
開

発
に

は
、

国
際

連
携

は
不

可
欠

で
あ

る
。
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ユ
ニ

バ
ー

サ
ル

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
 

研
究

開
発

分
野
 

主
な

研
究

開
発

課
題

と
技

術
要

素
 

及
び

そ
の

概
要
 

研
究

開
発

目
標
 

海
外

の
研

究
動

向
 

日
本

の
 

研
究

開
発

水
準
 

現
在

の
 

研
究

段
階
 

国
際

標
準

化
 

の
重

要
度
 

研
究

開
発

要
素

の
技

術
的
 

難
易

度
 

研
究

開
発

に
 

必
要

な
資

金
 

（
概

算
）
 

将
来

の
市

場
規

模
 

（
予

測
）
 

推
進

主
体
 

推
進

方
策

研
究

開

発
主

体
 

資
金

提

供
主

体
産

学
官

の
連

携
 

国
際

連
携

方
策
 

超
臨

場
感

コ
ミ

ュ
ニ

ケ

ー
シ

ョ
ン
 

高
精

細
・

立
体

映
像

や
リ

ア
ル

な
音

響
環

境
の

実
現

や
、

五
感

情
報

の
伝

達
に

よ
り

、
人

間
の

機

能
と

感
性

に
調

和
し

つ
つ

、
あ

た
か

も
そ

の
場

に

い
る

か
の

よ
う

な
感

覚
や

、
よ

り
深

い
理

解
や

感

動
を

共
有

す
る

こ
と

が
で

き
る

世
界

初
の

超
臨

場
感

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

実
現

す
る

。
 

 

2
0

2
0

年
：

高
精

細
な

立
体

映
像

、
高

品
質

な
立

体
音

響
に

よ
る

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
の

実
現

。
P

C
や

テ
レ

ビ
だ

け
で

な
く

、

携
帯

電
話

等
の

ユ
ビ

キ
タ

ス
端

末
に

お
い

て
も

、
立

体
映

像
・

立
体

音
響

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
シ

ス
テ

ム
が

実

用
化

。
 

2
0

2
5

年
：

立
体

映
像

・
音

響
を

含
む

五
感

情
報

を
統

合
し

た
臨

場
感

の
高

い
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

を
実

現
。

放
送

、
医

療
、

教
育

、
テ

レ
ワ

ー
ク

、
芸

能
等

様
々

な
分

野
に

お
い

て
、

高
臨

場
感

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
シ

ス
テ

ム
が

実
用

化
。

2
0

3
0

年
：

五
感

情
報

だ
け

で
な

く
、

情
感

、
暗

黙
知

、
雰

囲
気

等
の

感
性

情
報

に
つ

い
て

も
伝

達
し

、
五

感
情

報
と

感
性

情
報

に
基

づ
く

、
真

に
リ

ア
ル

で
、

人
間

に
優

し
く

、
こ

こ
ろ

を
豊

か
に

す
る

超
臨

場
感

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

実

現
。

生
活

の
あ

ら
ゆ

る
場

に
お

い
て

、
超

臨
場

感
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

シ
ス

テ
ム

が
実

用
化

。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

●
超

高
精

細
映

像
技

術
 

い
わ

ゆ
る

ス
ー

パ
ー

ハ
イ

ビ
ジ

ョ
ン

と
呼

ば
れ

る
映

像
を

実
現

す
る

た
め

の

技
術

 

2
0

1
0

年
：

超
高

精
細

・
高

感
度

撮
像

素
子

製
作

技
術

の
開

発
。

 

2
0

1
1

年
：

超
高

精
細

映
像

高
効

率
符

号
化

、
伝

送
路

符
号

化
、

変
復

調
、

記
録

、
多

重
化

技
術

の
確

立
。

 

2
0

1
5

年
：

超
高

速
フ

ァ
イ

ル
転

送
技

術
の

確
立

。
映

画
・

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

・
産

業
用

特
殊

用
途

の
相

互
映

像
変

換
装

置
、

小

型
カ

メ
ラ

、
家

庭
向

け
デ

ィ
ス

プ
レ

イ
モ

デ
ル

搭
載

用
デ

バ
イ

ス
の

開
発

。
高

感
度

撮
像

デ
バ

イ
ス

、
家

庭
用

録

画
装

置
、

ア
ー

カ
イ

ブ
ス

の
実

現
。

 

2
0

2
0

年
：

大
容

量
情

報
の

多
重

・
伝

送
技

術
、

降
雨

減
衰

補
償

技
術

、
放

送
衛

星
実

用
化

技
術

の
確

立
。

高
速

編
集

シ
ス

テ

ム
、

家
庭

導
入

受
像

シ
ス

テ
ム

、
映

画
・

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

・
産

業
用

特
殊

用
途

の
相

互
映

像
変

換
技

術
の

実
現

。

 

走
査

線
2

0
0

0
本

の

シ
ス

テ
ム

の
開

発
は

さ

れ
て

い
る

が
、

走
査

線

4
0

0
0

本
級

の
開

発
は

例
が

な
い

。
 

 
 

 
＜

ス
ー

パ
ー

ハ
イ

ビ
ジ

ョ
ン

対

応
T

V
市

場
＞

 

■
国

内
市

場
 

2
0

2
5

年
：

1
2

兆
円

 

■
世

界
市

場
 

2
0

2
5

年
：

6
0

兆
円

 

 ＜
ス

ー
パ

ー
ハ

イ
ビ

ジ
ョ

ン
対

応
放

送
機

器
市

場
＞

 

■
国

内
市

場
 

2
0

2
5

年
：

1
0

兆
円

 

■
世

界
市

場
 

2
0

2
5

年
：

5
0

兆
円

 

 

他
に

も
以

下
の

よ
う

な
製

品
・

サ
ー

ビ
ス

の
創

出
が

見
込

ま
れ

る
。

 

・
超

高
精

細
映

像
放

送
サ

ー
ビ

ス
 

超
高

精
細

映
像

に
よ

る
衛

星
放

送
、

ネ
ッ

ト
配

信
、

C
A

T
V

等

に
よ

る
一

般
家

庭
向

け
T

V
放

送
、

演
奏

会
、

劇
場

の
サ

テ
ラ

イ
ト

上
映

、
美

術
館

、
博

物
館

応
用

（
常

設
展

示
品

以
外

の
展

示
、

他
館

の
展

示
）

 

・
超

臨
場

感
コ

ン
テ

ン
ツ

制
作

 

デ
ジ

タ
ル

シ
ネ

マ
な

ど
の

映

画
，

ス
ー

パ
ー

ハ
イ

ビ
ジ

ョ
ン

の
放

送
用

コ
ン

テ
ン

ツ
，

ゲ
ー

ム
な

ど
の

超
高

精
細

映
像

に

よ
る

コ
ン

テ
ン

ツ
制

作
サ

ー

ビ
ス

 

・
超

高
精

細
映

像
対

応
の

A
V

機
器

 

超
高

精
細

映
像

に
対

応
し

た

D
V

D
プ

レ
ー

ヤ
ー

/
レ

コ
ー

ダ

ー
や

，
民

生
用

デ
ジ

タ
ル

カ
メ

ラ
な

ど
の

デ
ジ

タ
ル

A
V

機

器
、

超
高

精
細

電
子

ペ
ー

パ
ー

 

 ・
超

高
精

細
映

像
を

用
い

た
医

療
用

シ
ス

テ
ム

 

医
療

画
像

の
超

高
精

細
映

像
化

な
ど

に
よ

る
に

信
頼

あ
る

遠
隔

診
断

や
遠

隔
手

術
が

可
能

と
な

る
 

 

民
間

 
国

、
民

間
・

N
IC

T
、

N
H

K
、

A
T

R
等

に
お

い
て

、
当

該
分

野
の

基

礎
研

究
が

進
め

ら
れ

て
い

る
。

 

・
「

超
臨

場
感

コ
ミ

ュ
ニ

ケ

ー
シ

ョ
ン

産
学

官
フ

ォ
ー

ラ
ム

」
（

U
R

C
F
）

に
お

い

て
、

IC
T

分
野

だ
け

で
な

く

心
理

・
生

理
学

、
メ

デ
ィ

ア

制
作

等
の

幅
広

い
分

野
か

ら
も

参
加

し
て

い
る

産
学

官
の

会
員

の
協

働
に

よ
り

、

当
該

分
野

の
技

術
開

発
ロ

ー
ド

マ
ッ

プ
や

実
用

化
将

来
ビ

ジ
ョ

ン
を

取
り

ま
と

め
る

と
と

も
に

、
各

会
員

（
N

IC
T

、
N

H
K

、
A

T
R

を

含
む

）
が

開
発

し
た

個
々

の

要
素

技
術

を
統

合
し

ト
ー

タ
ル

シ
ス

テ
ム

を
実

現
し

、

オ
ー

プ
ン

な
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

を
創

出
す

る
こ

と
に

取
り

組
む

。
 

 

と
り

わ
け

、
超

高
精

細
映

像
技

術
の

研
究

開
発

を
進

め
る

こ
と

に
当

た
っ

て
現

実
世

界
と

同
じ

３
次

元
メ

デ
ィ

ア
環

境
を

実
現

す
る

た
め

、
長

期
的

な
取

り
組

み

が
必

要
で

あ
る

。
 

こ
の

た
め

、
2

0
0

7
年

3

月
に

は
超

臨
場

感
コ

ミ
ュ

ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
産

学
官

フ
ォ

ー

ラ
ム

を
設

立
し

、
ロ

ー
ド

マ

ッ
プ

作
成

を
行

っ
て

い
る

。

更
に

関
係

者
の

連
携

促

進
を

図
る

た
め

、
す

で
に

研

究
開

発
実

績
の

あ
る

N
IC

T
、

N
H

K
を

研
究

開
発

拠
点

と
し

て
活

用
す

る
こ

と
が

必
要

で
あ

る
。

 

・
U

R
C

F
が

海
外

の
当

該
分

野
の

推
進

団
体

と
連

携
・

リ

エ
ゾ

ン
す

る
こ

と
に

よ
り

、

国
内

外
の

関
係

主
体

に
お

け
る

情
報

の
共

有
や

国
際

標
準

化
の

協
力

を
図

る
。

・
U

R
C

F
が

国
際

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

を
開

催
す

る
こ

と
を

通
じ

て
、

国
内

の
研

究
成

果

を
海

外
に

発
信

す
る

。
 

 と
り

わ
け

、
超

高
精

細
映

像
技

術
の

研
究

開
発

を
進

め
る

こ
と

に
当

た
っ

て
国

際
的

な
市

場
の

裾
野

を
広

げ
る

た
め

、
オ

ー
プ

ン
ス

タ

ン
ダ

ー
ド

化
が

必
要

で
あ

る
。

 

こ
の

た
め

、
IT

U
や

S
M

P
T

E
で

の
国

際
標

準
化

を
推

進
し

て
い

る
。

 

更
に

オ
ー

プ
ン

ス
タ

ン

ダ
ー

ド
化

を
図

る
た

め
、

海

外
の

映
像

産
業

と
の

地
道

な
連

携
が

必
要

で
あ

る
。

 圧
縮

・
符

号
化

技
術

に
つ

い
て

は
、

標
準

化
を

念
頭

に

国
際

連
携

は
す

で
に

進
み

つ
つ

あ
る

。
 

 
 

 
○

超
高

精
細

映
像

撮
像

技
術
 

 
超

高
精

細
映

像
撮

像
デ

バ
イ

ス

と
そ

の
デ

バ
イ

ス
を

実
装

し
た

カ

メ
ラ

の
開

発
や

超
高

精
細

と
高

感
度

を
同

時
に

実
現

す
る

撮
像

技
術

 

 

2
0

1
0

年
：

超
高

精
細

と
高

感
度

を
同

時
に

実
現

さ
せ

る
原

理
的

素
子

構
成

と
具

体
化

技
術

の
確

立
 

2
0

1
5

年
：

ス
ー

パ
ー

ハ
イ

ビ
ジ

ョ
ン

級
の

高
感

度
素

子
の

実
現

。
小

型
カ

メ
ラ

の
開

発
。

 

2
0

2
0

年
：

小
型

・
高

機
能

カ
メ

ラ
の

開
発
 

◎
 

既
に

世
界

最
高

水
準

の
ハ

イ
ビ

ジ
ョ

ン

用
超

高
感

度
素

子
の

開
発

が
行

わ
れ

て
い

る
が

、
超

高
精

細
と

高
感

度
を

両
立

さ
せ

る

技
術

レ
ベ

ル
に

達
し

て
い

な
い

。
 

基
礎

×
 

素
子

そ
の

も
の

の
開

発
に

は
標

準

化
は

不
要

。
 

難
 

 

2
0

0
億

円
 

（
2

0
0

8
 

～
2

0
2

0
）

 

民
間

 
国

、
民

間
 

 
 

 
○

超
高

精
細

映
像

表
示

技
術

 

 
超

高
精

細
、

高
輝

度
、

高
効

率
（

低
消

費
電

力
）

、
高

速
応

答
を

同
時

に
実

現

す
る

技
術

を
確

立
し

、
超

高
精

細

映
像

を
家

庭
で

も
楽

し
め

る
Ｐ

Ｄ

Ｐ
や

液
晶

な
ど

に
よ

る
1

0
0

イ

ン
チ

ク
ラ

ス
の

直
視

型
超

高
精

細

デ
ィ

ス
プ

レ
イ

を
開

発
 

2
0

1
0

年
：

超
高

精
細

・
高

輝
度

・
高

効
率

・
高

速
応

答
を

相
反

す
る

こ
と

な
く

実
現

さ
せ

る
素

子
構

成
と

作
製

技
術

を
開

拓

す
る

。
 

2
0

1
5

年
：

ス
ー

パ
ー

ハ
イ

ビ
ジ

ョ
ン

級
の

家
庭

用
デ

ィ
ス

プ
レ

イ
モ

デ
ル

搭
載

の
素

子
を

開
発

す
る

。
 

2
0

2
0

年
：

高
効

率
化

技
術

、
軽

量
化

技
術

の
確

立
。

家
庭

導
入

受
像

シ
ス

テ
ム

の
実

現
。

 

◎
 

現
在

は
、

撮
像

・
表

示
と

も
に

複

数
の

素
子

を
斜

め
方

向
に

ず
ら

す

こ
と

で
見

か
け

上
の

解
像

度
を

向

上
す

る
方

式
（

画
素

ず
ら

し
方

式
）

を
採

用
。
直

視
型

で
は

超
高

精
細

素

子
構

造
の

開
発

を
推

進
。

 

基
礎

 
◎

 

製
品

化
を

見
据

え
て

伝
送

方
式

と

と
も

に
表

示
方

式

も
標

準
化

す
る

必

要
が

あ
る

。
 

T
V

以
外

に
も

ゲ
ー

ム
な

ど
の

他

の
ア

プ
リ

ケ
ー

シ

ョ
ン

も
考

慮
す

る

必
要

が
あ

る
。

 

難
 

 

2
0

0
億

円
 

（
2

0
0

8
 

～
2

0
2

0
）

 

民
間

 
国

、
民

間
 

 
 

 
○

多
重

・
伝

送
技

術
 

 
超

高
精

細
映

像
信

号
を

放
送

衛

星
や

Ｃ
Ａ

Ｔ
Ｖ

網
で

伝
送

す
る

際

の
、

多
重

化
方

式
や

伝
送

方
式

、

降
雨

減
衰

補
償

技
術

 

2
0

1
1

年
：

高
効

率
伝

送
路

符
号

化
（

変
復

調
、

多
重

化
技

術
）

の
確

立
 

2
0

2
0

年
：

大
容

量
情

報
の

多
重

・
伝

送
技

術
、

降
雨

減
衰

補
償

技
術

、
放

送
衛

星
実

用
化

技
術

の
確

立
 

 

◎
 

変
復

調
器

と
伝

送
シ

ミ
ュ

レ
ー

タ
に

よ
る

室
内

実
験

が
行

わ
れ

て

い
る

。
 

 

基
礎

 
◎

 

伝
送

方
式

の
規

格
化

が
必

要
。

 

難
 

3
0

0
億

円
 

（
2

0
0

8
 

～
2

0
2

0
）

 

民
間

 
国

、
民

間
 

 
 

 
○

圧
縮

・
符

号
化

技
術
 

 
大

容
量

の
超

高
精

細
映

像
情

報
を

放
送

に
資

す
る

た
め

に
必

要
な

、
高

画
質

の
ま

ま
伝

送
容

量
を

圧
縮

・
符

号
化

す
る

技
術

や
大

型
T

V
向

け
の

H
D

サ
イ

ズ
画

像
か

ら
携

帯
電

話
向

け
の

小
型

画

像
ま

で
、

複
数

解
像

度
の

映
像

を

一
本

の
デ

ー
タ

に
符

号
化

す
る

技

術
 

2
0

1
１

年
：

ス
ー

パ
ー

ハ
イ

ビ
ジ

ョ
ン

級
の

映
像

を
効

率
的

に
圧

縮
す

る
ア

ル
ゴ

リ
ズ

ム
を

開
発

 

○
 
放

送
用

映
像

符
号

化
技

術
 

2
0

1
１

年
：

衛
星

放
送

用
高

圧
縮

符
号

化
技

術
、

素
材

伝
送

用
低

遅
延

符
号

化
技

術
、

高
品

質
記

録
・

編
集

用
符

号
化

技
術

の
確

立
 

○
 
通

信
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
用

映
像

符
号

化
技

術
 

2
0

1
１

年
：

通
常

の
符

号
化

と
同

程
度

の
圧

縮
効

率
の

階
層

伝
送

用
（

ス
ケ

ー
ラ

ブ
ル

）
符

号
化

の
基

本
技

術
確

立
、

公
衆

網
で

配
信

す
る

た
め

の
著

作
権

保
護

や
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
ー

技
術

の
確

立
 

2
0

1
5

年
：

ダ
ウ

ン
ロ

ー
ド

視
聴

を
可

能
に

す
る

超
高

速
フ

ァ
イ

ル
転

送
技

術
の

確
立

。
 

○
 

超
高

精
細

映
像

を
M

P
E

G
-
2

に
よ

り
1

8
0

～
6

0
0

 M
b
p
s

に

圧
縮

す
る

C
O

D
E

C
が

開
発

さ
れ

て
い

る
。

ま
た

、
H

.2
6

4
ベ

ー
ス

の
試

作
機

に
よ

り
1

2
8

 M
b
p
s

の
リ

ア
ル

タ
イ

ム
圧

縮
を

実
現

。

基
礎

 
◎

 

H
.2

6
4

等
の

現

行
規

格
へ

の
追

加
、

ま
た

は
新

た
な

規

格
化

が
必

要
。

 

難
 

  

1
0

0
億

円
 

（
2

0
0

8
 

～
2

0
1

5
）

 

民
間

 
国

、
民

間
 

 
 

 
○

高
速

・
大

容
量

記
録

技
術
 

 
ス

ー
パ

ー
ハ

イ
ビ

ジ
ョ

ン
を

非
圧

縮
・

実
時

間
で

長
時

間
記

録
で

き
る

技
術
 

2
0

1
１

年
：

半
導

体
メ

モ
リ

な
ど

に
よ

る
ス

ー
パ

ー
ハ

イ
ビ

ジ
ョ

ン
級

の
情

報
量

に
つ

い
て

非
圧

縮
・

実
時

間
記

録
を

2
時

間

程
度

可
能

な
実

用
機

の
実

現
。
 

2
0

1
6

年
：

ス
ー

パ
ー

ハ
イ

ビ
ジ

ョ
ン

級
の

情
報

量
が

扱
え

る
家

庭
用

録
画

装
置

の
実

現
。

ス
ー

パ
ー

ハ
イ

ビ
ジ

ョ
ン

番
組

の

ア
ー

カ
イ

ブ
ス

の
実

現
。

 

2
0

2
0

年
：

実
時

間
以

上
の

高
速

編
集

シ
ス

テ
ム

の
実

現
。
 

○

ハ
ー

ド
デ

ィ
ス

ク
で

は
、

Ｔ
（

テ

ラ
）

バ
イ

ト
レ

ベ
ル

の
ス

ト
レ

ー
ジ

は
実

用
化

に
向

け
て

開
発

段
階

。
 

基
礎

◎

製
品

化
ま

で
を

見
据

え
る

と
、
標

準

化
の

必
要

性
が

高

い
。

 

難
 

 

2
0

0
億

円
 

（
2

0
0

8
 

～
2

0
2

0
）

 

民
間

 
国

、
民

間
 

 
 

 
○

フ
レ

ー
ム

レ
ー

ト
変

換
技

術
 

 
フ

レ
ー

ム
レ

ー
ト

の
異

な
る

映
像

を
画

質
の

劣
化

な
く

自
由

に
相

互
変

換
す

る
技

術
 

・
放

送
局

内
フ

レ
ー

ム
レ

ー
ト

変

換
 

・
受

像
機

内
フ

レ
ー

ム
レ

ー
ト

変

換
 

・
圧

縮
技

術
と

の
連

携
 

2
0

1
２

年
：

フ
レ

ー
ム

レ
ー

ト
変

換
に

応
用

出
来

る
高

次
元

の
処

理
・

ア
ル

ゴ
リ

ズ
ム

の
開

発
。
 

2
0

1
5

年
：

実
時

間
で

超
高

精
細

映
像

、
映

画
、

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

映
像

、
産

業
用

特
殊

映
像

な
ど

の
相

互
変

換
が

で
き

る
装

置

の
開

発
。

 

2
0

2
0

年
：

超
高

精
細

映
像

、
映

画
、

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

映
像

、
産

業
用

特
殊

映
像

な
ど

を
画

質
劣

化
な

く
相

互
変

換
で

き
る

技

術
の

実
現

。
 

○

一
定

の
レ

ベ
ル

の
変

換
に

と
ど

ま
っ

て

い
る

。
 

基
礎

◎

製
品

化
ま

で
を

見
据

え
る

と
、
標

準

化
の

必
要

性
が

高

い
。
 

や
や

難
 

5
0

億
円

 

（
2

0
0

8
 

～
2

0
2

0
）

 

民
間

 
民

間
 

 

52



ユ
ニ

バ
ー

サ
ル

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
 

研
究

開
発

分
野
 

主
な

研
究

開
発

課
題

と
技

術
要

素
 

及
び

そ
の

概
要
 

研
究

開
発

目
標
 

海
外

の
研

究
動

向
 

日
本

の
 

研
究

開
発

水
準
 

現
在

の

研
究

段
階

国
際

標
準

化
 

の
重

要
度
 

研
究

開
発

要
素

の
技

術
的
 

難
易

度
 

研
究

開
発

に

必
要

な
資

金

（
概

算
）
 

将
来

の
市

場
規

模
 

（
予

測
）
 

推
進

主
体
 

推
進

方
策

研
究

開

発
主

体
 

資
金

提

供
主

体
 

産
学

官
の

連
携
 

国
際

連
携

方
策
 

超
臨

場
感

コ
ミ

ュ
ニ

ケ

ー
シ

ョ
ン
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

●
立

体
映

像
技

術
 

実
物

に
匹

敵
す

る
超

リ
ア

ル
な

実
写

、

C
G

の
立

体
映

像
を

、
 
リ

ア
ル

タ
イ

ム
に

撮
像

、
生

成
、

合
成

、
伝

達
、

表
示

す
る

た
め

の
技

術
 

2
0

2
0

年
：

 

・
立

体
動

画
を

撮
像

し
、

C
G

と
違

和
感

の
な

い
自

然
な

映
像

に
合

成
す

る
技

術
を

開

発
。

 

・
リ

ア
ル

タ
イ

ム
に

圧
縮

、
復

号
す

る
装

置
の

実
現

に
よ

っ
て

、
放

送
、

通
信

で
伝

送
。
 

・
立

体
映

像
大

画
面

デ
ィ

ス
プ

レ
イ

で
、

実
物

に
匹

敵
す

る
超

リ
ア

ル
な

立
体

映
像

の

視
聴

を
可

能
に

す
る

。
 

・
人

間
の

認
知

メ
カ

ニ
ズ

ム
に

最
適

化
さ

れ
た

新
た

な
表

現
・

演
出

技
術

の
 
体

系
化

に
よ

り
、

立
体

映
像

コ
ン

テ
ン

ツ
制

作
を

促
進

す
る

。
 

2
0

2
5

年
：

H
D

T
V

レ
ベ

ル
へ

立
体

映
像

技
術

を
進

化
さ

せ
、

放
送

、
医

療
、

教
育

、
テ

レ
ワ

ー

ク
、

芸
能

等
、

広
範

な
分

野
に

応
用

を
拡

大
す

る
。

 

 
 

 
 

 
 

＜
立

体
映

像
関

連
市

場
＞

 

■
国

内
市

場
 

2
0

1
5

年
：

1
1

.2
兆

円
 

2
0

2
0

年
：

3
0

.2
兆

円
 

■
世

界
市

場
 

2
0

1
5

年
：

5
6

兆
円

 

2
0

2
0

年
：

1
5

1
兆

円
 

 ●
算

出
方

法
は

以
下

の
通

り
。

 

・
ユ

ニ
バ

ー
サ

ル
・

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン

技
術

を
応

用
し

た
、

立
体

T
V

、
立

体
T

V

電
話

、
携

帯
電

話
、

携
帯

デ
ジ

タ
ル

A
V

端
末

、
P

C
、

モ
ニ

タ
ー

、
ブ

ロ
ー

ド
バ

ン
ト

コ
ン

テ
ン

ツ
サ

ー
ビ

ス
な

ど
の

関

連
市

場
を

合
算

。
（

出
典

：
「

ユ
ニ

バ
ー

サ
ル

・
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

技
術

に
関

す
る

調
査

研
究

会
最

終
報

告
書

」
経

済
波

及
効

果
試

算
資

料
に

お
け

る
映

像
領

域

小
計

に
よ

る
）

 

・
世

界
市

場
は

、
国

内
市

場
の

5
倍

と
し

て

算
出

（
欧

州
、

中
国

に
お

い
て

日
本

国
内

市
場

相
当

の
市

場
規

模
が

あ
り

、
米

国
に

お
い

て
は

そ
の

2
倍

の
市

場
規

模
が

あ

る
と

し
た

）
 

 

他
に

も
以

下
の

よ
う

な
製

品
・

サ
ー

ビ
ス

の
創

出
が

見
込

ま
れ

る
。

 

・
立

体
映

像
に

よ
る

テ
レ

ビ
ジ

ョ
ン

放
送

サ

ー
ビ

ス
 

・
立

体
映

像
に

よ
る

超
臨

場
感

通
信

 

・
携

帯
端

末
用

立
体

情
報

提
示

サ
ー

ビ
ス

 

・
創

薬
用

立
体

表
示

シ
ス

テ
ム

 

・
3

次
元

C
A

D
用

立
体

表
示

シ
ス

テ
ム

 

・
立

体
表

示
運

転
支

援
シ

ス
テ

ム
 

・
立

体
視

聴
覚

教
室

 

・
文

化
財

記
録

展
示

シ
ス

テ
ム

 

・
立

体
映

像
電

子
カ

タ
ロ

グ
 

・
立

体
映

像
案

内
・

広
告

シ
ス

テ
ム

 

 

 
 

・
N

IC
T

、
N

H
K

、
A

T
R

等
に

お
い

て
、

当
該

分
野

の
基

礎
研

究
が

進
め

ら
れ

て
い

る
。

 

・
「

超
臨

場
感

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
産

学
官

フ
ォ

ー
ラ

ム
」

（
U

R
C

F
）

に
お

い
て

、
IC

T
分

野
だ

け
で

な
く

心

理
・

生
理

学
、

メ
デ

ィ
ア

制
作

等
の

幅
広

い
分

野
か

ら
も

参
加

し
て

い
る

産
学

官
の

会
員

の
協

働
に

よ
り

、
当

該
分

野
の

技
術

開
発

ロ
ー

ド
マ

ッ
プ

や
実

用
化

将
来

ビ
ジ

ョ
ン

を
取

り
ま

と
め

る
と

と
も

に
、

各
会

員
（

N
IC

T
、

N
H

K
、

A
T

R
を

含
む

）
が

開
発

し
た

個
々

の
要

素
技

術
を

統
合

し
ト

ー
タ

ル
シ

ス
テ

ム
を

実
現

し
、

オ
ー

プ
ン

な
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

を
創

出
す

る
こ

と
に

取
り

組
む

。
 

・
立

体
映

像
、

立
体

音
響

、
そ

の
他

の
五

感
情

報
を

圧
縮

・
伝

送
す

る
た

め
の

符
号

化
技

術
を

研
究

す
る

に
あ

た
っ

て
は

、
U

R
C

F
は

「
次

世
代

IP

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

推
進

フ
ォ

ー
ラ

ム
」

、

「
新

世
代

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

推
進

フ
ォ

ー
ラ

ム
」

等
と

連
携

・
リ

エ
ゾ

ン
を

図
る

。
 

 
 当

該
技

術
に

係
る

国
内

の
主

要
な

研
究

主
体

は
、

N
IC

T
（

官
）

、
N

H
K

（
産

）
、

東
京

農
工

大
学

、
名

古
屋

大
学

（
学

）
。

 

 
一

方
、

立
体

を
社

会
に

普
及

さ
せ

て
い

く
こ

と
を

目
的

に
設

立
さ

れ
た

産
業

側
の

団
体

と
し

て
と

し
て

「
3

D

コ
ン

ソ
ー

シ
ア

ム
」

、
「

立
体

協
」

が
あ

る
。

こ
れ

ま
で

は
、

産
学

官
が

そ
れ

ぞ
れ

の
課

題
に

つ
い

て
独

立
し

て
議

論
を

進
め

て
き

た
が

、
研

究
開

発
投

資
効

率
を

高
め

る
た

め
に

は
、

出
口

を
担

う
産

と
、

研
究

開
発

主
体

の
学

官
が

密
接

に
連

携
し

て
進

め
る

こ
と

が
必

要
不

可
欠

で
あ

り
、

そ
の

た
め

の
場

と
し

て
U

R
C

F
が

積
極

的

に
活

用
さ

れ
る

べ
き

で
あ

る
。

 

 
ま

た
、

立
体

映
像

、
立

体
音

響
、

そ
の

他
の

五
感

情
報

を
圧

縮
・

伝
送

す
る

た
め

の
符

号
化

技
術

を
研

究
す

る
に

あ
た

っ
て

は
、

U
R

C
F
は

「
次

世

代
IP

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

推
進

フ
ォ

ー
ラ

ム
」

、
「

新
世

代
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
推

進
フ

ォ
ー

ラ
ム

」
等

と
連

携
・

リ
エ

ゾ
ン

を
図

る
べ

き
で

あ
る

。
 

・
U

R
C

F
が

海
外

の
当

該
分

野
の

推
進

団
体

と
連

携
・

リ
エ

ゾ
ン

す
る

こ
と

に
よ

り
、

国
内

外
の

関
係

主
体

に
お

け
る

情
報

の
共

有
や

国
際

標
準

化
の

協
力

を
図

る
。

 

・
U

R
C

F
が

国
際

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

を
開

催
す

る
こ

と
を

通
じ

て
、

国
内

の
研

究
成

果
を

海
外

に
発

信
す

る
。

 

 
 当

該
技

術
に

係
る

主
な

海
外

の
パ

ー
ト

ナ
ー

と
し

て
、

E
C

の
立

体
関

連

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

、
韓

国
の

E
T

R
I 

（
E

le
c
tr

o
n

ic
s
 a

n
d
 

T
e
le

c
o
m

m
u

n
ic

a
ti
o
n

s
 

R
e
s
e
a
rc

h
 I
n

s
ti
tu

te
）

、
 

台
湾

の
IT

R
I（

In
d

u
s
tr

ia
l 

T
e
c
h

n
o
lo

g
y 

R
e
s
e
a
rc

h
 

In
s
ti
tu

te
）

が
想

定
さ

れ
る

。
 

 
立

体
の

事
業

化
は

日
本

で
も

過
去

何
度

か
試

み
ら

れ
た

が
普

及
に

は
至

っ
て

い
な

い
。

む
し

ろ
今

は
海

外
が

積
極

的
で

あ
る

。
万

一
、

海
外

主
導

で
産

業
化

が
進

み
、

日
本

が
蚊

帳
の

外
に

な
る

と
国

益
を

損
な

う
こ

と
に

な
る

。
優

れ
た

技
術

を
保

有
す

る
日

本
は

国
益

を
守

る
た

め
に

積
極

的
に

海
外

と
の

連
携

を
深

め
保

有
技

術
の

採
用

を
ア

ピ
ー

ル
す

べ
き

で
あ

る
。

 
 

 
○

複
数

視
差

映
像

撮
影

・
表

示
技

術
 

視
差

の
異

な
る

複
数

の
映

像
を

撮
影

・
表

示
す

る
た

め
の

、
超

並
列

光
学

系
撮

像
デ

バ
イ

ス
、

立
体

映
像

大
画

面
デ

ィ
ス

プ
レ

イ
技

術
 

2
0

1
1

年
：

超
並

列
光

学
系

を
利

用
し

た
方

式
（

イ
ン

テ
グ

ラ
ル

方
式

）
で

、
解

像
度

Q
V

G
A

（
3

2
0

×
2

4
0

）
レ

ベ
ル

、
フ

レ
ー

ム
レ

ー
ト

3
0

fp
s
以

上
の

動
画

の
撮

像
・

表

示
技

術
を

実
現

。
 

2
0

1
6

年
：

イ
ン

テ
グ

ラ
ル

方
式

で
、

解
像

度
S

D
T

V
（

7
2

0
×

4
8

0
）

レ
ベ

ル
、

フ
レ

ー
ム

レ
ー

ト
6

0
fp

s
以

上
の

動
画

の
撮

像
・

表
示

技
術

を
実

現
。

 

2
0

2
5

年
：

イ
ン

テ
グ

ラ
ル

方
式

で
、

解
像

度
H

D
T

V
（

1
9

2
0

×
1

0
8

0
）

レ
ベ

ル
、

フ
レ

ー

ム
レ

ー
ト

6
0

fp
s
以

上
の

動
画

の
撮

像
・

表
示

技
術

を
実

現
。

 

E
C

、
韓

国
に

お
い

て
、

国
家

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

と
し

て
、

研
究

を
実

施
。

 

○

1
.8

万
個

程
度

の
並

列
光

学
系

に
よ

る
撮

像
・

表
示

シ
ス

テ
ム

や
1

2
8

指
向

性
デ

ィ
ス

プ
レ

イ
を

実
現

。
 

基
礎

 
◎

 

標
準

化
を

行
う

こ
と

で
安

価

な
デ

バ
イ

ス
供

給
、

豊
富

な
コ

ン
テ

ン
ツ

供
給

、
新

し
い

サ
ー

ビ
ス

提
案

が
可

能
に

な
る

。

IT
U

-T
 、

IS
O

/
IE

C（
M

P
E

G
）

に
お

い
て

、
映

像
方

式
の

標
準

化
を

目
指

す
。

 

難
 

2
0

0
億

円
 

（
2

0
0

8
～

 

2
0

2
5

）

独
法

、
大

学
、

民
間

 

国
 

 
 

 
○

リ
ア

ル
タ

イ
ム

ホ
ロ

グ
ラ

フ
ィ

生
成

・
表

示
技

術
 

リ
ア

ル
タ

イ
ム

に
ハ

イ
ビ

ジ
ョ

ン
級

の
高

精
細

な
動

画
を

表
示

で

き
る

ホ
ロ

グ
ラ

フ
ィ

立
体

映
像

を

実
現

す
る

た
め

の
、

微
細

画
素

構
造

を
持

つ
光

変
調

素
子

、
2

次
元

映
像

か
ら

ホ
ロ

グ
ラ

フ
ィ

映
像

を
生

成

す
る

信
号

処
理

技
術

 

2
0

1
0

年
：

フ
ル

カ
ラ

ー
、

サ
イ

ズ
1

.3
イ

ン
チ

以
上

、
解

像
度

Q
V

G
A

レ
ベ

ル
、

視
域

1
5

度

以
上

、
フ

レ
ー

ム
レ

ー
ト

3
0

fp
s
以

上
の

動
画

表
示

を
実

現
。
 

2
0

1
７

年
：

フ
ル

カ
ラ

ー
、

サ
イ

ズ
5

イ
ン

チ
ク

ラ
ス

、
解

像
度

S
D

T
V

レ
ベ

ル
、

視
域

2
0

度

以
上

、
フ

レ
ー

ム
レ

ー
ト

3
0

fp
s
以

上
の

動
画

表
示

を
実

現
。

プ
ロ

ト
タ

イ
プ

の
試

作
。
 

2
0

2
0

年
：

立
体

遠
隔

会
議

シ
ス

テ
ム

、
立

体
デ

ジ
タ

ル
ア

ー
カ

イ
ブ

等
の

企
業

ユ
ー

ス
向

け
の

試
行

。
 

2
0

2
5

年
：

フ
ル

カ
ラ

ー
、

サ
イ

ズ
5

イ
ン

チ
以

上
、

解
像

度
H

D
T

V
レ

ベ
ル

、
視

域
3

0
度

以
上

、

フ
レ

ー
ム

レ
ー

ト
6

0
fp

s
以

上
の

動
画

表
示

を
実

現
。

立
体

テ
レ

ビ
電

話
、

高
臨

場

感
放

送
等

の
個

人
ユ

ー
ス

向
け

に
実

用
化

。
 

米
国

の
M

IT
、

英
国

の
兵

器

メ
ー

カ
ー

に
お

い
て

、
カ

ラ
ー

、

低
解

像
度

、
視

域
4

～
2

0
度

、

動
画

表
示

を
実

現
。

 

×
 

大
学

に
お

い
て

、
カ

ラ
ー

、

サ
イ

ズ
数

イ
ン

チ
、
低

解
像

度
、

視
域

5
～

1
8

度
、

静
止

画
表

示

を
実

現
。

N
IC

T
に

お
い

て
、

モ

ノ
カ

ラ
ー

、
サ

イ
ズ

1
イ

ン
チ

以
下

、
低

解
像

度
、
視

域
1

0
度

、

フ
レ

ー
ム

レ
ー

ト
3

0
fp

s
の

動

画
表

示
を

実
現

。
 

基
礎

◎
 

標
準

化
を

行
う

こ
と

で
安

価

な
デ

バ
イ

ス
供

給
、

豊
富

な
コ

ン
テ

ン
ツ

供
給

、
新

し
い

サ
ー

ビ
ス

提
案

が
可

能
に

な
る

。
 

IT
U

-
T

 
、

IS
O

/
IE

C

（
M

P
E

G
）

に
お

い
て

、
ホ

ロ

グ
ラ

フ
ィ

の
立

体
映

像
方

式
の

標
準

化
を

目
指

す
。

 

難
 

2
5

0
億

円
 

（
2

0
0

8
～

 

2
0

2
5

）

 

独
法

、
大

学
、

民
間

 

国
 

 
 

 
○

任
意

・
多

視
点

映
像

生
成

・
表

示

技
術

 

複
数

視
点

か
ら

撮
影

し
た

映
像

を
元

に
、

各
シ

ー
ン

に
お

い
て

視
点

を
切

り
替

え
、

前
後

左
右

3
6

0
度

の

あ
る

ゆ
る

方
向

か
ら

表
示

可
能

と

す
る

た
め

の
、

全
視

点
映

像
生

成
技

術
、

任
意

視
点

切
替

表
示

技
術

 

2
0

1
0

年
：

1
0

0
程

度
の

視
点

か
ら

撮
影

し
た

映
像

を
元

に
し

た
全

視
点

映
像

情
報

を
効

率
的

か

つ
高

速
に

生
成

し
、

圧
縮

す
る

ア
ル

ゴ
リ

ズ
ム

を
開

発
。
 

2
0

1
5

年
：

全
視

点
映

像
情

報
の

生
成

・
圧

縮
ア

ル
ゴ

リ
ズ

ム
を

ハ
ー

ド
ウ

エ
ア

で
実

装
。

圧
縮

伝
送

さ
れ

た
デ

ー
タ

か
ら

任
意

視
点

映
像

情
報

を
効

率
的

に
生

成
・

表
示

す
る

技
術

を
実

現
。
 

2
0

2
0

年
：

2
5

～
5

0
程

度
の

視
点

数
で

1
0

0
視

点
と

同
等

の
全

視
点

映
像

情
報

を
生

成
し

、
圧

縮
す

る
ア

ル
ゴ

リ
ズ

ム
を

開
発

。
 

9
0

年
代

末
以

降
、
ス

タ
ン

フ

ォ
ー

ド
大

な
ど

米
国

を
中

心

に
、

研
究

を
実

施
。

 

○
 

1
0

0
程

度
の

視
点

か
ら

撮

影
し

た
映

像
を

元
に

し
た

全
視

点
映

像
生

成
技

術
、

任
意

視
点

切
替

表
示

技
術

を
実

現
。

 

開
発

 
◎

 

標
準

化
を

行
う

こ
と

で
安

価

な
デ

バ
イ

ス
供

給
、

豊
富

な
コ

ン
テ

ン
ツ

供
給

、
新

し
い

サ
ー

ビ
ス

提
案

が
可

能
に

な
る

。

IT
U

-T
 、

IS
O

/
IE

C（
M

P
E

G
）

に
お

い
て

、
任

意
視

点
・

多
視

点
映

像
の

符
号

化
方

式
に

つ
い

て
標

準
化

作
業

が
進

め
ら

れ
て

い
る

（
現

在
8

視
点

か
ら

撮
影

さ
れ

た
映

像
に

つ
い

て
作

業

中
）

。
日

本
か

ら
も

作
業

に
積

極
的

に
参

加
し

て
い

る
。
 

や
や

難
 

7
5

億
円

 

（
2

0
0

8
～

 

2
0

2
0

）

独
法

、
大

学
、

民
間

 

国
、

 

民
間

 

 
 

 
○

没
入

型
空

間
構

築
技

術
 

 
現

実
世

界
と

の
違

い
を

感
じ

さ

せ
な

い
超

リ
ア

ル
な

映
像

空
間

を
、

ユ
ー

ザ
を

取
り

囲
む

よ
う

な
大

型
・

高
精

細
な

立
体

デ
ィ

ス
プ

レ
イ

を
用

い
て

提
供

す
る

技
術

 

2
0

1
0

年
：

映
像

提
供

シ
ス

テ
ム

の
小

型
化

と
、

コ
ン

テ
ン

ツ
制

作
手

段
の

簡
易

化
を

図
る

。
 

2
0

1
5

年
：

没
入

型
デ

ィ
ス

プ
レ

イ
、

実
写

、
リ

ア
ル

タ
イ

ム
C

G
、

通
信

、
遠

隔
マ

ニ
ュ

ピ
ュ

レ
ー

タ
（

ロ
ボ

ッ
ト

）
等

を
組

み
合

わ
せ

た
遠

隔
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

シ
ス

テ
ム

を
構

築
。

 

9
0

年
代

以
降

、
米

国
を

中
心

に
、

C
A

V
E

な
ど

の
技

術
・

シ

ス
テ

ム
が

研
究

開
発

さ
れ

て
い

る
。

 

×
 

多
面

や
湾

曲
の

ス
ク

リ
ー

ン

に
よ

り
、

多
数

の
プ

ロ
ジ

ェ
ク

タ
映

像
を

つ
な

ぎ
合

わ
せ

、
実

写
・

合
成

映
像

の
表

示
を

実
現

。

開
発

 
○

 

標
準

化
を

行
う

こ
と

で
安

価

な
デ

バ
イ

ス
供

給
、

豊
富

な
コ

ン
テ

ン
ツ

供
給

、
新

し
い

サ
ー

ビ
ス

提
案

が
可

能
に

な
る

。

IT
U

に
お

い
て

、
標

準
的

な
画

面
構

成
や

映
像

形
式

の
標

準
化

を
目

指
す

。
 

や
や

難
 

2
5

億
円

 

（
2

0
0

8
～

 

2
0

1
5

）

大
学

、
民

間
 

民
間

 

 
 

 
○

立
体

映
像

符
号

化
技

術
 

複
数

視
差

映
像

や
多

視
点

映
像

の
よ

う
に

冗
長

的
で

大
容

量
の

立

体
映

像
を

配
信

す
る

た
め

の
、

信
号

の
特

徴
を

利
用

し
た

効
率

性
の

高

い
映

像
圧

縮
符

号
化

技
術

 

2
0

1
0

年
：

様
々

な
立

体
映

像
表

示
技

術
に

適
用

可
能

で
、

蓄
積

型
デ

ー
タ

向
け

を
想

定
し

た
、

圧
縮

率
2

0
0

倍
以

上
、

伝
送

速
度

2
4

G
b
p
s
以

上
の

圧
縮

符
号

化
技

術
を

実
現

。
 

2
0

1
5

年
：

リ
ア

ル
タ

イ
ム

型
デ

ー
タ

向
け

を
想

定
し

た
、

圧
縮

率
4

0
0

倍
以

上
、

伝
送

速
度

1
0

0
G

b
p
s
以

上
、

遅
延

2
0

0
m

s
以

内
の

圧
縮

符
号

化
技

術
を

実
現

。
 

2
0

2
0

年
：

通
信

回
線

や
放

送
波

に
よ

る
立

体
映

像
情

報
の

伝
送

の
た

め
の

利
用

を
想

定
し

た
、

圧
縮

率
5

0
0

倍
以

上
、

伝
送

速
度

5
0

0
G

b
p
s
以

上
、

遅
延

1
0

0
m

s
以

内
の

圧
縮

符
号

化
技

術
を

実
現

。
リ

ア
ル

タ
イ

ム
符

号
化

な
ど

実
用

に
耐

え
う

る
符

号
化

装
置

の
実

現
。
 

欧
州

の
民

間
企

業
数

社
が

開

発
を

進
め

て
い

る
。

 

○

現
行

の
ス

ケ
ー

ラ
ブ

ル
符

号

化
へ

の
拡

張
方

式
が

検
討

さ
れ

て
い

る
。

映
像

に
奥

行
デ

ー
タ

を
追

加
す

る
こ

と
に

よ
る

効
率

改
善

の
研

究
が

実
施

さ
れ

て
い

る
。
 

基
礎

◎
 

標
準

化
を

行
う

こ
と

で
安

価

な
デ

バ
イ

ス
供

給
、

ワ
ン

コ
ン

テ
ン

ツ
マ

ル
チ

ユ
ー

ス
に

よ
る

豊
富

な
コ

ン
テ

ン
ツ

供
給

、
新

し
い

サ
ー

ビ
ス

提
案

が
可

能
に

な
る

。
 

IT
U

-
T

 
、

IS
O

/
IE

C

（
M

P
E

G
）

に
お

い
て

、

D
e
p
th

ベ
ー

ス
（

奥
行

き
デ

ー

タ
）

の
標

準
化

が
進

め
ら

れ
て

い
る

。
欧

州
か

ら
の

提
案

が
い

く
つ

か
あ

る
。
 

や
や

難
 

7
5

億
円

 

（
2

0
0

8
～

 

2
0

2
0

）

独
法

、
大

学
、

民
間

 

国
 

53



 
 

 
○

3
次

元
情

報
取

得
技

術
 

 
2

次
元

映
像

の
奥

行
き

情
報

の
生

成
、

視
点

移
動

自
由

化
、

イ
ン

タ
ラ

ク
テ

ィ
ブ

化
等

の
た

め
に

、
複

数
視

点
か

ら
撮

影
し

た
2

次
元

映
像

を
元

に
、

C
o
m

p
u

te
r 

G
ra

p
h

ic
s
や

C
o
m

p
u

te
r 

V
is

io
n

の
手

法
を

駆

使
す

る
こ

と
で

、
映

像
中

の
オ

ブ
ジ

ェ
ク

ト
の

3
次

元
情

報
を

取
得

す
る

技
術

 

2
0

1
0

年
：

被
写

体
の

テ
ク

ス
チ

ャ
付

き
C

G
モ

デ
ル

を
自

動
的

に
取

得
・

生
成

す
る

技
術

を
実

現
。

 

2
0

1
5

年
：

特
定

の
位

置
に

設
置

し
た

複
数

の
異

視
点

カ
メ

ラ
群

で
撮

影
さ

れ
た

実
写

映
像

か

ら
、

映
像

中
の

オ
ブ

ジ
ェ

ク
ト

の
3

次
元

情
報

を
、

オ
ブ

ジ
ェ

ク
ト

の
種

別
に

よ
ら

ず
、

自
動

的
に

生
成

す
る

技
術

を
実

現
。

 

2
0

2
0

年
：

任
意

の
位

置
に

設
置

し
た

複
数

の
異

視
点

カ
メ

ラ
群

で
撮

影
さ

れ
た

実
写

映
像

か

ら
、

映
像

中
の

オ
ブ

ジ
ェ

ク
ト

の
3

次
元

情
報

を
、

オ
ブ

ジ
ェ

ク
ト

の
種

別
に

よ
ら

ず
、

自
動

的
に

生
成

す
る

技
術

を
実

現
。

 

米
国

の
ス

タ
ン

フ
ォ

ー
ド

大

学
、

カ
ー

ネ
ギ

ー
メ

ロ
ン

大
学

な
ど

に
お

い
て

、
マ

ル
チ

カ
メ

ラ
か

ら
の

3
次

元
情

報
取

得
の

研
究

を
実

施
し

て
い

る
。

 

○
 

マ
ル

チ
カ

メ
ラ

か
ら

の
3

次

元
モ

デ
ル

化
技

術
に

つ
い

て
の

研
究

が
実

施
さ

れ
て

い
る

。
 

開
発

 
○

 

標
準

化
を

行
う

こ
と

で
安

価

な
デ

バ
イ

ス
供

給
、

ワ
ン

コ
ン

テ
ン

ツ
マ

ル
チ

ユ
ー

ス
に

よ
る

豊
富

な
コ

ン
テ

ン
ツ

供
給

、
新

し
い

サ
ー

ビ
ス

提
案

が
可

能
に

な
る

。
IS

O
/
IE

C
（

M
P

E
G

）

に
お

い
て

、
3

次
元

情
報

の
符

号
化

方
式

の
標

準
化

を
目

指

す
。

 

や
や

難
 

5
0

億
円

 

（
2

0
0

8
～

 

2
0

2
0

）

独
法

、
民

間
、

大
学

 

民
間

、
 

国
 

 
 

 
○

実
写

・
C

G
3

次
元

映
像

合
成

技
術

 

 
実

写
映

像
と

C
G

映
像

を
違

和
感

な
く

合
成

す
る

た
め

の
、

C
G

に
よ

る
自

然
な

陰
影

表
示

技
術

、
C

G
モ

デ
ル

に
よ

る
実

写
空

間
上

の
姿

勢

推
定

技
術

、
C

G
映

像
の

高
速

生
成

技
術

、
A

R
・

M
R

技
術

 

2
0

1
0

年
：

高
精

細
な

C
G

映
像

を
、

予
め

決
め

ら
れ

た
マ

ー
カ

（
C

G
オ

ブ
ジ

ェ
ク

ト
を

実
写

に

結
び

付
け

る
た

め
の

座
標

上
の

基
準

点
）

に
基

づ
き

、
実

写
上

に
リ

ア
ル

タ
イ

ム
に

合
成

す
る

技
術

を
実

現
。

 

2
0

1
5

年
：

特
定

の
実

写
映

像
（

静
止

画
、

動
き

の
少

な
い

動
画

）
に

C
G

映
像

を
合

成
し

、
違

和
感

な
く

、
自

然
に

表
示

さ
せ

る
技

術
を

実
現

。
 

2
0

2
0

年
：

任
意

の
実

写
映

像
（

立
体

映
像

含
む

）
に

C
G

映
像

を
合

成
し

、
違

和
感

な
く

、
自

然
に

表
示

さ
せ

る
技

術
を

実
現

。
 

米
国

（
映

画
分

野
）

を
中

心

に
リ

ア
ル

な
C

G
生

成
技

術
、
実

写
と

の
合

成
技

術
の

実
用

化
が

進
ん

で
い

る
。

 

×
 

マ
ー

カ
を

付
け

た
被

写
体

映

像
に

C
G

オ
ブ

ジ
ェ

ク
ト

を
多

重
化

す
る

技
術

の
開

発
が

実
施

さ
れ

て
い

る
。

 

開
発

 
○

 

標
準

化
を

行
う

こ
と

で
安

価

な
コ

ン
テ

ン
ツ

開
発

ツ
ー

ル
供

給
、
豊

富
な

コ
ン

テ
ン

ツ
供

給
、

新
し

い
サ

ー
ビ

ス
提

案
が

進

む
。

IT
U

-
R

、
IS

O
/
IE

C

（
M

P
E

G
）

に
お

い
て

、
実

写

映
像

の
特

徴
抽

出
に

よ
り

C
G

映
像

合
成

の
た

め
の

座
標

上
の

基
準

点
を

自
動

生
成

す
る

方
式

の
標

準
化

を
目

指
す

。
 

や
や

難
 

2
5

億
円

 

（
2

0
0

8
～

 

2
0

2
0

）

民
間

、
大

学
 

民
間

 

 
 

 
○

心
理

・
生

理
学

側
面

か
ら

の
人

間

の
立

体
視

メ
カ

ニ
ズ

ム
の

解
析

 

主
観

評
価

手
法

に
よ

る
立

体
視

の
成

立
条

件
、

疲
労

要
因

、
効

果
な

ど
の

解
析

、
眼

・
脳

機
能

の
生

体
系

の
計

測
に

よ
る

立
体

視
に

関
わ

る

メ
カ

ニ
ズ

ム
の

体
系

化
 

2
0

1
0

年
：

主
観

評
価

手
法

や
生

体
系

計
測

に
よ

り
、

ピ
ン

ト
調

節
、

輻
輳

、
両

眼
視

差
に

関
わ

る
眼

球
や

脳
の

動
作

、
反

応
に

つ
い

て
、

知
見

（
実

験
デ

ー
タ

等
）

を
取

り
ま

と
め

。
 

2
0

1
5

年
：

心
理

・
生

理
学

側
面

か
ら

の
人

間
の

立
体

視
メ

カ
ニ

ズ
ム

の
体

系
化

。
 

2
0

2
0

年
：

立
体

視
に

伴
う

心
理

・
生

理
学

側
面

に
お

け
る

ネ
ガ

テ
ィ

ブ
効

果
（

光
感

受
性

発
作

、

映
像

酔
い

、
眼

精
疲

労
等

）
の

低
減

・
解

消
方

法
の

確
立

。
 

E
C

の
Im

m
e
rS

e
n

c
e
プ

ロ

ジ
ェ

ク
ト

に
お

い
て

、
人

間
の

視
覚

・
触

覚
等

の
メ

カ
ニ

ズ
ム

解
明

を
目

指
し

た
研

究
を

実
施

し
て

い
る

。
 

○
 

立
体

視
の

心
理

／
生

理
学

的

側
面

の
研

究
並

び
に

立
体

視
の

疲
労

要
因

に
関

連
す

る
研

究
が

実
施

さ
れ

て
い

る
。

 

基
礎

 
◎

 

標
準

化
を

行
う

こ
と

で
関

連

製
品

の
優

劣
が

同
じ

評
価

尺
度

で
判

定
で

き
、

結
果

的
に

人
に

優
し

い
立

体
シ

ス
テ

ム
の

開
発

を
促

す
。

 

IT
U

に
お

い
て

、
立

体
映

像

を
視

た
人

の
心

理
・

生
理

学
的

な
反

応
を

評
価

・
測

定
す

る
手

法
の

標
準

化
を

目
指

す
。

 

難
 

2
5

億
円

 

（
2

0
0

8
～

 

2
0

2
0

）

独
法

、
大

学
 

国
 

 
 

 
○

立
体

映
像

制
作

技
術

 

自
然

な
立

体
感

が
得

ら
れ

、
立

体

映
像

と
し

て
の

効
果

が
十

分
で

か

つ
疲

労
が

少
な

い
コ

ン
テ

ン
ツ

の

制
作

技
術

、
表

現
手

法
（

複
数

視
差

映
像

に
限

定
さ

れ
ず

、
立

体
映

像
技

術
全

体
に

関
連

す
る

）
 

2
0

1
0

年
：

コ
ン

テ
ン

ツ
制

作
に

伴
う

制
作

理
論

、
文

法
、

専
門

的
知

識
、

職
人

的
技

能
、

経
験

を
学

際
的

に
収

集
し

、
知

識
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
と

し
て

蓄
積

。
 

2
0

1
5

年
：

知
識

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

に
基

づ
き

、
立

体
映

像
コ

ン
テ

ン
ツ

に
関

す
る

映
像

表
現

の
基

本
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
を

策
定

。
 

2
0

2
0

年
：

人
間

の
認

知
メ

カ
ニ

ズ
ム

に
最

適
化

さ
れ

た
新

た
な

表
現

・
演

出
技

術
の

体
系

化
。

各
立

体
映

像
表

示
技

術
に

対
応

し
た

立
体

映
像

表
現

手
法

の
実

現
。

 

米
国

、
韓

国
の

映
画

産
業

に

お
い

て
、
3

D
シ

ネ
マ

制
作

技
術

の
研

究
が

先
行

。
そ

こ
で

は
、

二
視

差
映

像
視

聴
に

お
け

る
疲

労
軽

減
が

主
要

課
題

と
な

っ
て

い
る

。
台

湾
で

も
産

学
官

連
携

の
機

関
を

設
立

し
当

該
技

術
の

技
術

開
発

を
推

進
。

 

◎
 

立
体

ハ
イ

ビ
ジ

ョ
ン

映
像

コ

ン
テ

ン
ツ

の
制

作
技

術
で

先

行
。

視
差

数
を

増
す

こ
と

で
立

体
映

像
を

よ
り

自
然

な
も

の
に

近
づ

け
る

等
に

よ
る

視
覚

疲
労

研
究

で
先

行
。

 

開
発

 
◎

 

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

的
な

も
の

を

標
準

化
す

る
こ

と
で

誰
で

も
安

心
し

て
使

え
る

立
体

コ
ン

テ
ン

ツ
が

制
作

さ
れ

る
よ

う
に

な

り
、

立
体

シ
ス

テ
ム

の
普

及
が

進
む

。
 

IS
O

、
IT

U
-
R

に
お

い
て

、

デ
ィ

ス
プ

レ
イ

要
件

、
コ

ン
テ

ン
ツ

制
作

条
件

に
関

す
る

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

の
策

定
が

進
め

ら
れ

て
い

る
。

 

や
や

難
 

2
5

億
円

 

（
2

0
0

8
～

 

2
0

2
0

）

民
間

 
民

間
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ユ

ニ
バ

ー
サ

ル
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

 

研
究

開
発

分
野
 

主
な

研
究

開
発

課
題

と
技

術
要

素
 

及
び

そ
の

概
要
 

研
究

開
発

目
標
 

海
外

の
研

究
動

向
 

日
本

の
 

研
究

開
発

水
準
 

現
在

の
 

研
究

段
階
 

国
際

標
準

化
の

重
要

度
 

研
究

開
発

要
素

の
技

術
的
 

難
易

度
 

研
究

開
発

に

必
要

な
資

金

（
概

算
）
 

将
来

の
市

場
規

模
 

（
予

測
）
 

推
進

主
体
 

推
進

方
策

研
究

開

発
主

体
 

資
金

提

供
主

体
 

産
学

官
の

連
携
 

国
際

連
携

方
策
 

超
臨

場
感

コ
ミ

ュ
ニ

ケ

ー
シ

ョ
ン
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

    

 
 

●
立

体
音

響
技

術
 

任
意

の
音

場
情

報
を

効
率

的
に

符
号

化
・

伝
達

・
立

体
再

現
す

る
た

め
の

技
術

 

2
0

1
5

年
：

複
数

音
源

の
高

品
質

な
音

響
情

報
を

配
信

す
る

た
め

の
効

率
性

の
高

い
音

響
圧

縮
符

号
化

技
術

の
確

立
 

2
0

2
0

年
：

 

・
頭

部
伝

達
関

数
（

H
R

T
F
）

を
用

い
て

、
聴

取
者

個
人

の
頭

部
形

状
特

性
や

、
聴

取

者
の

音
源

に
対

す
る

位
置

・
方

向
を

考
慮

し
た

立
体

音
響

を
、

頭
部

感
応

型
ま

た

は
ト

ラ
ン

ス
オ

ー
ラ

ル
型

に
よ

り
再

生
す

る
技

術
の

確
立

 

・
聴

取
者

を
囲

む
一

定
の

空
間

を
想

定
し

、
そ

の
空

間
の

境
界

面
を

通
過

す
る

音
響

を

取
得

・
再

生
す

る
こ

と
に

よ
り

、
立

体
音

場
を

再
現

す
る

技
術

の
確

立
 

2
0

2
5

年
：

映
像

と
統

合
化

さ
れ

た
立

体
音

場
制

御
技

術
の

実
現

 

 
 

 
 

 
 

＜
立

体
音

響
関

連
市

場
＞

 

■
国

内
市

場
 

2
0

1
5

年
：

1
1

.4
兆

円
 

2
0

2
0

年
：

3
0

.2
兆

円
 

■
世

界
市

場
 

2
0

1
5

年
：

5
7

兆
円

 

2
0

2
0

年
：

1
5

1
兆

円
 

 立
体

音
響

技
術

は
、

超
臨

場
感

コ
ミ

ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

技
術

を
支

え
る

技
術

と

し
て

重
要

で
あ

る
。

ま
た

、
本

技
術

を
コ

ア
と

し
て

、
下

記
の

用
途

が
見

込
ま

れ

る
。

 

 ・
障

害
者

福
祉

応
用

 

視
覚

障
害

者
が

自
由

に
街

中
を

安
全

・
安

心
に

移
動

し
た

り
、

聴
覚

障
害

者
の

聞
き

取
り

が
大

幅
に

改
善

さ
れ

る
こ

と
が

で

き
る

な
ど

が
可

能
に

な
る

。
こ

れ
に

よ

り
、

障
害

者
の

社
会

参
画

が
大

き
く

進
む

と
期

待
さ

れ
る

。
ま

た
、

健
常

者
と

障
害

者
を

区
別

し
な

く
て

す
む

真
の

意
味

で

の
ユ

ニ
バ

ー
サ

ル
通

信
が

可
能

と
な

り
、

通
信

の
自

由
度

が
大

幅
に

向
上

す
る

。
 

 

 
 

・
N

IC
T

、
N

H
K

、
A

T
R

等
に

お
い

て
、

当
該

分
野

の
基

礎
研

究
が

進
め

ら
れ

て

い
る

。
 

・
「

超
臨

場
感

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
産

学
官

フ
ォ

ー
ラ

ム
」

（
U

R
C

F
）

に
お

い

て
、

IC
T

分
野

だ
け

で
な

く
心

理
・

生
理

学
、

メ
デ

ィ
ア

制
作

等
の

幅
広

い
分

野
か

ら
も

参
加

し
て

い
る

産
学

官
の

会
員

の

協
働

に
よ

り
、

当
該

分
野

の
技

術
開

発
ロ

ー
ド

マ
ッ

プ
や

実
用

化
将

来
ビ

ジ
ョ

ン

を
取

り
ま

と
め

る
と

と
も

に
、

各
会

員

（
N

IC
T

、
N

H
K

、
A

T
R

を
含

む
）

が

開
発

し
た

個
々

の
要

素
技

術
を

統
合

し

ト
ー

タ
ル

シ
ス

テ
ム

を
実

現
し

、
オ

ー
プ

ン
な

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
を

創
出

す
る

こ

と
に

取
り

組
む

。
 

・
立

体
映

像
、

立
体

音
響

、
そ

の
他

の
五

感
情

報
を

圧
縮

・
伝

送
す

る
た

め
の

符
号

化
技

術
を

研
究

す
る

に
あ

た
っ

て
は

、

U
R

C
F
は

「
次

世
代

IP
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
推

進
フ

ォ
ー

ラ
ム

」
、

「
新

世
代

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

推
進

フ
ォ

ー
ラ

ム
」

等
と

連
携

・
リ

エ
ゾ

ン
を

図
る

。
 

 

当
該

技
術

に
係

る
国

内
の

主
要

な
研

究
主

体
は

、
理

論
的

な
面

で
、
東

北
大

学
、

京
都

大
学

等
（

学
）

、
シ

ス
テ

ム
構

築
評

価
実

証
に

い
て

、
N

IC
T
・

A
T

R
（

官
）

、

デ
バ

イ
ス

技
術

に
お

い
て

N
H

K
、

デ
バ

イ
ス

企
業

（
産

）
等

の
連

携
が

実
用

化
を

加
速

す
る

上
で

重
要

と
な

る
。

 

・
U

R
C

F
が

海
外

の
当

該
分

野
の

推
進

団
体

と
連

携
・

リ
エ

ゾ
ン

す
る

こ
と

に
よ

り
、

国
内

外
の

関
係

主
体

に
お

け
る

情
報

の
共

有
や

国
際

標
準

化
の

協
力

を
図

る
。

 

・
U

R
C

F
が

国
際

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

を
開

催
す

る
こ

と
を

通
じ

て
、

国
内

の
研

究
成

果
を

海
外

に
発

信
す

る
。

 

・
当

該
技

術
に

係
る

主
な

海
外

の
パ

ー
ト

ナ
ー

と
し

て
、

米
国

の
N

A
S

A

が
想

定
さ

れ
る

。
 

・
米

国
の

D
o
lb

y社
、

D
T

S
社

、
韓

国
の

モ
バ

イ
ル

環
境

応
用

技
術

を
有

す
る

ベ
ン

チ
ャ

ー
等

が
競

合
相

手
と

想
定

さ
れ

る
。

 

 
 

○
境

界
音

場
制

御
技

術
 

 

聴
取

者
を

囲
む

一
定

の
空

間
を

想
定

し
、

そ
の

空
間

の
境

界
面

を
通

過
す

る
音

響
を

取
得

・
再

生
す

る
こ

と
に

よ
り

、
立

体
音

場
を

再
現

す
る

技
術

 

2
0

1
0

年
：

境
界

音
場

制
御

の
基

礎
技

術
の

確
立

。
 

2
0

1
5

年
：

境
界

音
場

の
測

定
に

お
け

る
測

定
方

法
、

解
析

方
法

の
確

立
。

 

2
0

2
0

年
：

境
界

音
場

制
御

の
プ

ロ
ト

タ
イ

プ
の

試
作

。
家

庭
向

け
の

2
2

.2
マ

ル
チ

チ
ャ

ネ
ル

音

声
再

生
方

式
の

確
立

。
 

2
0

2
5

年
：

映
像

と
統

合
化

さ
れ

た
境

界
音

場
制

御
技

術
の

実
現

。
境

界
音

場
の

測
定

結
果

を
共

有
す

る
た

め
の

音
場

情
報

フ
ォ

ー
マ

ッ
ト

の
策

定
。

 

基
礎

理
論

は
西

欧
が

先
行

し
て

波
面

合
成

法

(W
F
S

、
W

a
v
e
 
F
ie

ld
 

S
yn

th
e
s
is

) 
と

し
て

研

究
が

始
め

ら
れ

、
シ

ア
タ

ー
な

ど
の

拡
声

設
備

と

し
て

配
備

さ
れ

た
例

も

あ
る

。
ま

た
、

現
在

も
一

部
継

続
研

究
が

続
い

て

い
る

。
 

 
 
し

か
し

、
こ

の
技

法

は
、

や
や

ア
カ

デ
ミ

ッ
ク

な
要

素
が

強
く

、
ス

ピ
ー

カ
配

置
や

再
生

空
間

に

制
約

が
あ

る
た

め
に

、
特

殊
な

環
境

、
例

え
ば

、
劇

場
や

ア
ー

ト
ス

ペ
ー

ス

で
は

有
効

活
用

で
き

る

が
、

一
般

家
庭

や
広

く
普

及
し

大
き

な
市

場
開

拓

の
面

で
実

用
的

で
は

必

ず
し

も
な

い
。

 

○
 

左
記

W
F

S
が

音
源

と
受

音
点

と
の

あ
い

だ
に

あ
る

平
面

上
の

音
響

物
理

量
を

制
御

す
る

の
に

対
し

て
、

我

が
国

で
進

め
て

い
る

手
法

は
、

受
音

点
を

取
り

囲
む

境

界
上

の
側

に
配

置
さ

れ
た

ス
ピ

ー
カ

に
よ

っ
て

、
境

界

上
の

音
響

物
理

量
を

制
御

す
る

こ
と

が
特

徴
で

あ
り

、

こ
の

よ
う

な
方

法
は

世
界

的
に

も
類

が
な

い
。

 

 
 
こ

の
手

法
は

、
ス

ピ
ー

カ

配
置

等
の

制
約

を
大

き
く

緩
め

る
こ

と
を

可
能

に
し

た
も

の
で

あ
り

、
一

般
家

庭

で
の

普
及

面
で

実
用

化
の

可
能

性
が

非
常

に
高

い
。

こ

の
境

界
音

場
制

御
の

研
究

に
つ

い
て

は
、

諸
外

国
で

の

報
告

は
あ

ま
り

な
く

、
日

本

が
先

行
し

て
お

り
、

理
論

面

だ
け

で
は

な
く

、
京

都
大

学
、

N
IC

T
、

A
T

R
、

秋
田

県
立

大
な

ど
が

実
装

・
実

証

実
験

を
行

っ
て

い
る

。
 

基
礎

 
◎

 

IT
U

-
R

、
A

E
S

 
(A

u
d
io

 

E
n

g
in

e
e
ri
n

g
 S

o
c
ie

ty
) に

お
い

て
、

マ
イ

ク
と

ス
ピ

ー
カ

の
設

置
位

置

や
音

声
情

報
の

デ
ー

タ
フ

ォ
ー

マ

ッ
ト

の
標

準
化

を
目

指
す

。
 

標
準

化
へ

の
対

応
が

急
が

れ
る

背
景

は
次

の
通

り
：

ス
ー

パ
ー

ハ

イ
ビ

ジ
ョ

ン
を

含
む

、
IT

U
-
R

の

L
S

D
 

I(
L
a
rg

e
 

S
c
re

e
n

 

D
ig

it
a
lIm

a
g
in

a
ry

）
規

格
で

は
、

音
の

方
式

の
fu

rt
h

e
r 

s
tu

d
y
と

し
て

、
2

2
.2

マ
ル

チ
チ

ャ
ネ

ル
音

響
と

W
F
S

が
併

記
さ

れ
て

い
る

。

ま
た

、
IE

C
で

は
、

3
2

c
h

ま
で

の

マ
ル

チ
チ

ャ
ネ

ル
音

響
イ

ン
タ

ー

フ
ェ

イ
ス

の
規

格
化

が
検

討
さ

れ

て
お

り
、

こ
こ

数
年

で
、

境
界

音

場
制

御
法

も
含

め
た

将
来

の
 
音

響
方

式
の

方
向

性
が

定
ま

る
可

能

性
が

あ
る

。
 

や
や

難
 

1
5

0
億

円
 

（
2

0
0

8
～

 

2
0

2
5

）

・
超

臨
場

感
T

V
会

議
シ

ス
テ

ム
 

接
続

先
の

音
場

を
高

精
度

に
収

録
・

再
現

す
る

こ
と

で
、

情
報

交
換

に
と

ど
ま

ら

ず
、

雰
囲

気
を

も
共

有
 

・
監

視
シ

ス
テ

ム
 

異
常

発
生

時
に

現
場

の
音

場
を

正
確

に

再
現

す
る

こ
と

で
、

状
況

の
把

握
と

迅
速

な
対

応
を

ア
シ

ス
ト
 
 

・
ホ

ー
ム

シ
ア

タ
ー

シ
ス

テ
ム

 

あ
た

か
も

そ
の

場
に

い
る

か
の

よ
う

な

超
臨

場
感

を
実

現
す

る
ハ

イ
エ

ン
ド

宅

内
映

画
・

放
送

再
生

シ
ス

テ
ム

 

独
法

、
民

間
、

大
学

 

国
 

こ
の

分
野

で
は

、
京

都
大

学
、

名
古

屋

大
学

等
の

理
論

面
と

、
N

IC
T

や
N

H
K

の

シ
ス

テ
ム

構
築

技
術

、
更

に
、

我
国

に
多

く
存

在
す

る
民

間
企

業
（

良
質

な
音

響
デ

バ
イ

ス
を

実
現

し
て

い
る

企
業

は
多

い

も
の

の
、

有
効

な
タ

ー
ゲ

ッ
ト

ア
プ

リ
が

見
付

け
か

ね
て

苦
慮

し
て

い
る

の
が

現

状
）

に
よ

る
先

進
的

な
デ

バ
イ

ス
技

術
か

ら
な

る
産

学
官

連
携

を
進

め
る

こ
と

に

よ
り

、
実

現
の

可
能

性
が

高
ま

り
、

実
用

化
が

加
速

す
る

と
期

待
さ

れ
る

。
 

 
 
更

に
、

我
が

国
の

関
連

分
野

産
業

の
活

性
化

の
た

め
に

は
、

2
2

.2
の

よ
う

な
マ

ル
チ

チ
ャ

ネ
ル

音
響

と
、

境
界

音
場

制
御

法
の

互
換

性
を

確
立

し
て

お
く

必
要

が

あ
る

。
そ

の
た

め
に

も
、

研
究

機
関

の
間

の
連

携
を

官
が

う
ま

く
取

り
持

つ
こ

と

が
重

要
で

あ
る

。
 

規
格

化
の

意
味

で
は

、
欧

州
の

発

言
力

が
強

い
た

め
、

W
F
S

と
我

が
国

の
音

場
制

御
技

術
と

の
連

携
を

模
索

し
て

い
く

必
要

が
あ

る
。

一
方

、
米

国
の

1
0

.2
c
h

 
な

ど
の

マ
ル

チ
チ

ャ

ネ
ル

音
響

方
式

が
市

場
に

対
し

て
強

い
影

響
力

を
持

つ
こ

と
が

予
想

さ
れ

る
。

そ
の

た
め

、
我

が
国

の
2

2
.2

c
h

と
の

連
携

を
強

化
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

。
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○

H
R

T
F
型

立
体

音
響

技
術

 

頭
部

伝
達

関
数

（
H

R
T

F
）

を
用

い
て

、
聴

取
者

個
人

の
頭

部
形

状
特

性
や

、
聴

取
者

の
音

源
に

対
す

る
位

置
・

方
向

を
考

慮
し

た
立

体
音

響

を
、

ヘ
ッ

ド
フ

ォ
ン

（
頭

部
運

動
感

応
型

）
ま

た
は

2
ス

ピ
ー

カ
（

ト
ラ

ン
ス

オ
ー

ラ
ル

型
）

に
よ

り
再

生
す

る
技

術
 

2
0

1
0

年
：

小
音

場
空

間
に

お
け

る
H

R
T

F
型

立
体

音
響

の
取

得
技

術
を

実
現

。
 

2
0

1
5

年
：

頭
部

運
動

感
応

型
用

の
立

体
音

響
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
の

構
築

。
ト

ラ
ン

ス
オ

ー
ラ

ル
型

の
前

後
左

右
上

下
の

全
方

向
に

お
け

る
移

動
再

生
技

術
の

実
現

。
H

R
T

F
を

聴
取

者

個
人

向
け

に
カ

ス
タ

マ
イ

ズ
す

る
基

礎
手

法
の

確
立

。
 

2
0

2
0

年
：

一
部

屋
程

度
の

中
規

模
音

場
空

間
に

お
け

る
H

R
T

F
型

立
体

音
響

の
取

得
技

術
を

実

現
。

H
R

T
F
の

個
人

向
け

カ
ス

タ
マ

イ
ズ

を
短

時
間

で
可

能
と

す
る

手
法

の
確

立
、

6
自

由
度

の
角

度
・

位
置

セ
ン

サ
ー

の
実

現
に

よ
り

、
頭

部
運

動
感

応
型

立
体

音
響

再
生

技
術

の
プ

ロ
ト

タ
イ

プ
（

ヘ
ッ

ド
フ

ォ
ン

）
を

試
作

。
 

2
0

2
5

年
：

頭
部

運
動

感
応

型
（

ヘ
ッ

ド
フ

ォ
ン

）
、

ト
ラ

ン
ス

オ
ー

ラ
ル

型
（

2
ス

ピ
ー

カ
）

の
両

方
に

つ
い

て
、

立
体

音
響

再
生

装
置

を
家

庭
向

け
の

コ
ン

パ
ク

ト
サ

イ
ズ

で
試

作
。

 

米
国

の
N

A
S

A
、
欧

州

の
ヘ

ル
シ

ン
キ

工
科

大

学
、

韓
国

の
K

A
IS

T
、

オ
ー

ス
ト

ラ
リ

ア
に

お

い
て

、
H

R
T

F
の

測
定

手

法
、

計
算

手
法

、
ヘ

ッ
ド

ト
ラ

ッ
キ

ン
グ

等
の

研

究
が

実
施

さ
れ

て
い

る
。

○

取
得

技
術

、
再

生
技

術
そ

れ
ぞ

れ
に

つ
い

て
技

術
開

発
が

進
め

ら
れ

て
お

り
、

超

音
波

ス
ピ

ー
カ

に
よ

る
高

指
向

性
の

再
生

技
術

の
実

用
化

も
開

始
さ

れ
つ

つ
あ

る
段

階
。

 

開
発

○

IT
U

-
R

、
A

E
S

に
お

い
て

、

H
R

T
F

型
立

体
音

響
の

デ
ー

タ
フ

ォ
ー

マ
ッ

ト
の

標
準

化
を

目
指

す
。

 

H
R

T
F

は
個

人
性

が
大

き
い

こ

と
が

知
ら

れ
て

い
る

。
し

た
が

っ

て
、

H
R

T
F

に
依

拠
す

る
音

場
制

御
技

術
を

普
及

さ
せ

る
た

め
に

は
、

大
規

模
な

コ
ー

パ
ス

を
構

築

す
る

こ
と

が
不

可
欠

で
あ

り
、

そ

の
た

め
に

は
デ

ー
タ

フ
ォ

ー
マ

ッ

ト
の

標
準

化
が

不
可

欠
で

あ
る

。

ま
た

、
H

R
T

F
の

精
密

計
測

技
法

の
標

準
化

が
可

能
で

あ
れ

ば
、

よ

り
望

ま
し

い
。

 

更
に

、
そ

れ
に

併
せ

て
、

個
々

人
そ

れ
ぞ

れ
に

て
適

合
し

た

H
R

T
F

を
選

択
・

合
成

す
る

技
術

の
標

準
化

が
必

要
と

な
ろ

う
。
 

や
や

難
 

1
0

0
億

円
 

（
2

0
0

8
～

 

2
0

2
5

）

・
セ

ー
フ

テ
ィ

ド
ラ

イ
ブ

ア
シ

ス
ト

［
カ

ー
ナ

ビ
ゲ

ー
シ

ョ
ン

］
 

進
行

/
危

険
情

報
を

そ
の

方
向

に
音

声
提

示
を

行
い

、
ド

ラ
イ

バ
ー

の
視

覚
に

依
存

す
る

こ
と

な
く

安
全

走
行

に
必

要
な

情

報
を

提
供

 

・
補

聴
器

 

進
行

/
危

険
情

報
を

そ
の

方
向

に
音

声
提

示
を

行
い

、
使

用
者

の
視

覚
に

依
存

す
る

こ
と

な
く

歩
行

・
日

常
生

活
に

必
要

な
情

報
を

提
供

 

・
遠

隔
作

業
・

医
療

シ
ス

テ
ム

 

接
続

先
の

音
場

を
高

精
度

に
収

録
・

再
現

す
る

こ
と

で
、

状
況

の
把

握
と

高
度

な
作

業
を

ア
シ

ス
ト

 

独
法

、
民

間
、

大
学

 

国
 

理
論

解
析

と
精

密
計

測
技

術
面

で
は

、

東
北

大
学

、
富

山
県

立
大

学
等

が
先

進
的

な
技

術
を

有
し

て
お

り
、

そ
の

計
測

環
境

に
お

い
て

は
、

 
A

T
R

や
N

T
T

等
の

民

間
企

業
の

実
験

施
設

が
充

実
し

て
い

る
。

こ
れ

ら
の

研
究

機
関

が
連

携
す

る
こ

と

に
よ

り
実

用
を

目
指

し
た

大
規

模
コ

ー

パ
ス

の
構

築
が

可
能

と
な

る
。

 

米
国

の
N

A
S

A
、

欧
州

の
ヘ

ル
シ

ン
キ

工
科

大
学

等
、

日
本

に
お

け
る

研
究

機
関

と
拮

抗
し

た
技

術
を

有
す

る
海

外
学

術
機

関
と

の
連

携
が

望
ま

れ
る

。
 

ま
た

、
規

格
化

に
あ

た
っ

て
は

、

モ
バ

イ
ル

関
係

に
技

術
を

展
開

し
よ

う
と

し
て

い
る

韓
国

の
ベ

ン
チ

ャ
ー

企
業

な
ど

と
の

連
携

・
情

報
交

換
に

よ
り

、
デ

フ
ァ

ク
ト

化
に

偏
ら

ず
、

必
要

部
分

は
し

っ
か

り
と

デ
ジ

ュ
リ

規
格

化
す

る
こ

と
が

望
ま

れ
る

。
 

 
 

 
○

立
体

音
響

符
号

化
技

術
 

複
数

音
源

の
高

品
質

な
音

響
情

報
を

配
信

す
る

た
め

の
効

率
性

の

高
い

音
響

圧
縮

符
号

化
技

術
 

2
0

1
0

年
：

蓄
積

型
デ

ー
タ

向
け

を
想

定
し

た
、

圧
縮

率
2

0
倍

以
上

、
伝

送
速

度
1

M
b
p
s
以

上

の
圧

縮
符

号
化

技
術

（
C

D
音

源
で

1
6

チ
ャ

ン
ネ

ル
相

当
）

を
実

現
。
 

2
0

1
5

年
：

リ
ア

ル
タ

イ
ム

型
デ

ー
タ

向
け

を
想

定
し

た
、

圧
縮

率
3

0
倍

以
上

、
伝

送
速

度

5
M

b
p
s
以

上
、

遅
延

5
m

s
以

内
の

圧
縮

符
号

化
技

術
（

C
D

音
源

で
3

2
チ

ャ
ン

ネ

ル
相

当
）

を
実

現
。

 

2
0

2
0

年
：

通
信

回
線

や
放

送
波

に
よ

る
立

体
映

像
情

報
の

伝
送

の
た

め
の

利
用

を
想

定
し

た
、

圧
縮

率
5

0
倍

以
上

、
伝

送
速

度
1

0
M

b
p
s
以

上
、

遅
延

1
m

s
以

内
の

圧
縮

符
号

化

技
術

（
C

D
音

源
で

6
4

チ
ャ

ン
ネ

ル
相

当
）

を
実

現
。
 

米
国

の
D

o
lb

y
社

，

D
T

S
社

等
に

お
い

て
、

5

～
6

チ
ャ

ン
ネ

ル
の

音
響

符
号

化
技

術
を

実
用

化

し
て

お
り

、
最

近
は

数
十

～
数

百
チ

ャ
ン

ネ
ル

の

音
響

符
号

化
技

術
に

研

究
的

関
心

を
示

し
て

い

る
。

 

×

聴
覚

の
知

覚
特

性
に

基

づ
く

高
周

波
数

音
域

の
マ

ス
キ

ン
グ

に
よ

る
圧

縮
符

号
化

技
術

を
実

現
。
 

基
礎

◎

IT
U

、
IS

O
/
IE

C
(M

P
E

G
)に

お

い
て

、
立

体
音

響
の

符
号

化
方

式

の
標

準
化

を
目

指
す

。
 

や
や

難
 

3
0

億
円

 

（
2

0
0

8
～

 

2
0

2
0

）

・
蓄

積
・

放
送

、
通

信
用

エ
ン

コ
ー

ダ
／

デ
コ

ー
ダ

 

多
チ

ャ
ン

ネ
ル

・
高

音
質

コ
ー

デ
ッ

ク
と

し
て

、
各

種
半

導
体

に
実

装
 

独
法

、
大

学
、

民
間

 

国
 

N
H

K
や

松
下

電
器

な
ど

が
予

備
的

検

討
を

開
始

し
た

段
階

に
あ

る
。

今
後

，
音

声
符

号
化

で
高

い
実

績
を

持
つ

N
T

T
 

や
千

葉
工

大
，

多
チ

ャ
ネ

ル
同

期
通

信
で

実
績

の
あ

る
N

IC
T

等
と

も
連

携
し

た
研

究
開

発
体

制
が

必
要

で
あ

る
。

ま
た

、
従

来
の

圧
縮

符
号

化
の

多
チ

ャ
ネ

ル
化

だ

け
で

な
く

、
超

多
チ

ャ
ネ

ル
ロ

ス
レ

ス
符

号
化

に
関

す
る

産
学

官
の

連
携

も
検

討

し
て

い
く

必
要

が
あ

る
。

 

先
行

す
る

D
o
lb

y社
(米

)，
D

T
S

社

(米
)に

加
え

，
標

準
化

に
強

い
影

響
力

を
持

つ
，

欧
州

の
フ

ラ
ウ

ン
ホ

ー
フ

ァ
ー

研
究

所
，

放
送

技
術

研
究

所

（
IR

T
，

独
）

と
の

連
携

に
よ

り
，

2
2

.2
c
h

を
始

め
と

す
る

国
産

多
チ

ャ
ネ

ル
音

響
技

術
を

も
対

象
と

し
た

研
究

開
発

が
望

ま
れ

る
。

 

 
 

 
○

心
理

・
生

理
学

側
面

か
ら

の
人

間

の
聴

覚
メ

カ
ニ

ズ
ム

の
解

析
 

主
観

評
価

、
生

体
計

測
を

通
じ

た
、

高
臨

場
感

音
場

を
効

果
的

に
構

築
す

る
た

め
に

必
要

な
聴

覚
メ

カ

ニ
ズ

ム
の

体
系

化
、

聴
覚

心
理

に
関

す
る

知
見

の
収

集
 

2
0

1
0

年
：

主
観

評
価

手
法

や
生

体
系

計
測

に
よ

り
、

聴
覚

に
関

す
る

脳
の

動
作

、
反

応
に

つ
い

て
、

知
見

（
実

験
デ

ー
タ

等
）

を
取

り
ま

と
め

。
 

2
0

1
5

年
：

心
理

・
生

理
学

側
面

か
ら

の
人

間
の

聴
覚

メ
カ

ニ
ズ

ム
の

体
系

化
。

 

2
0

2
0

年
：

聴
覚

メ
カ

ニ
ズ

ム
に

基
づ

く
、

心
理

・
生

理
学

側
面

か
ら

最
適

な
立

体
音

響
の

取
得

・

提
示

方
法

を
確

立
（

例
、

最
適

な
サ

ン
プ

リ
ン

グ
や

マ
ス

キ
ン

グ
の

方
法

）
。

立
体

音
響

の
生

体
へ

の
影

響
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
の

策
定

。
 

欧
米

に
お

い
て

、
心

理
・

生
理

学
側

面
か

ら
の

聴
覚

メ
カ

ニ
ズ

ム
の

研

究
は

幅
広

く
実

施
さ

れ

て
い

る
。

 

○
 

か
ね

て
か

ら
N

H
K

，

N
T

T
, 
A

T
R

，
東

北
大

学
，

九
州

芸
工

大
（

現
：

九
大

）

な
ど

で
研

究
が

進
め

ら
れ

て
き

て
い

る
。

近
年

で
は

，

J
A

IS
T

, 
N

IC
T

，
山

梨
大

学

な
ど

で
も

研
究

が
進

ん
で

い
る

。
ま

た
，

聴
覚

を
含

む

マ
ル

チ
モ

ー
ダ

ル
知

覚
の

臨
場

感
に

関
し

て
は

，

N
IC

T
で

研
究

が
開

始
さ

れ

た
。

 

基
礎

 
○

 

IS
O

、
IT

U
、

A
E

S
に

お
い

て
、

立
体

音
響

の
生

体
へ

の
影

響
ガ

イ

ド
ラ

イ
ン

の
策

定
が

進
め

ら
れ

て

い
る

。
 

難
 

4
0

億
円

 

（
2

0
0

8
～

 

2
0

2
0

）

・
臨

場
感

評
価

エ
ン

ジ
ン

 

各
種

コ
ン

テ
ン

ツ
の

臨
場

感
を

自
動

評

価
す

る
機

能
と

し
て

検
索

エ
ン

ジ
ン

に

実
装

 

独
法

、
大

学
 

国
 

聴
覚

に
関

す
る

心
理

・
生

理
学

的
な

解

明
に

は
様

々
な

分
野

で
の

研
究

が
必

要

で
あ

り
、

当
面

は
、

官
の

研
究

機
関

と
大

学
の

異
分

野
の

学
際

連
携

に
よ

る
基

礎

基
盤

研
究

が
必

要
で

あ
る

。
 

ケ
ン

ブ
リ

ッ
ジ

大
学

（
英

）
，

オ

ル
デ

ン
ブ

ル
ク

大
学

(独
）

，
ミ

ュ
ン

ヘ
ン

工
科

大
学

（
独

）
，

ボ
ス

ト
ン

大
学

(米
）

等
が

活
発

に
研

究
を

行
っ

て
お

り
，

こ
れ

に
国

内
の

関
連

官
学

研
究

機
関

と
が

連
携

し
て

，
基

礎
基

盤
研

究
を

進
め

る
こ

と
が

必
要

で
あ

る
。

ま
た

，
臨

場
感

の
観

点
か

ら
は

，

聴
覚

の
み

な
ら

ず
，

聴
覚

を
含

む
マ

ル
チ

モ
ー

ダ
ル

知
覚

の
研

究
が

重
要

で
あ

り
，

こ
れ

に
つ

い
て

，
オ

ク
ス

フ
ォ

ー
ド

大
学

(英
)，

ア
ム

ス
テ

ル
ダ

ム
自

由
大

学
(オ

ラ
ン

ダ
)，

T
N

O
(オ

ラ
ン

ダ
)，

ヨ
ー

ク
大

学
(加

)，
マ

ギ

ル
大

学
(加

)等
と

連
携

し
た

基
礎

基

盤
研

究
が

必
要

で
あ

る
。
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ユ
ニ

バ
ー

サ
ル

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
 

研
究

開
発

分
野
 

主
な

研
究

開
発

課
題

と
技

術
要

素
 

及
び

そ
の

概
要
 

研
究

開
発

目
標
 

海
外

の
研

究
動

向
 

日
本

の
 

研
究

開
発

水
準

現
在

の

研
究

段
階

国
際

標
準

化
 

の
重

要
度
 

研
究

開
発

要
素

の
技

術
的
 

難
易

度
 

研
究

開
発

に

必
要

な
資

金

（
概

算
）

将
来

の
市

場
規

模
 

（
予

測
）
 

推
進

主
体
 

推
進

方
策

研
究

開

発
主

体

資
金

提

供
主

体
 

産
学

官
の

連
携
 

国
際

連
携

方
策
 

超
臨

場
感

コ
ミ

ュ
ニ

ケ

ー
シ

ョ
ン
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

●
五

感
情

報
伝

達
技

術
 

視
覚

や
聴

覚
に

加
え

て
、

香
り

や
触

覚
、

味
覚

を
統

合
し

て
相

手
に

伝
え

る
こ

と
を

実
現

す
る

技
術
 

2
0

1
5

年
：

視
覚

、
聴

覚
に

加
え

て
触

覚
、

香
り

な
ど

の
感

覚
情

報
を

統
合

化
す

る
こ

と
に

よ
る

相
互

作
用

の
効

果
の

評
価

。
 

2
0

2
0

年
：

触
覚

、
香

り
な

ど
各

感
覚

情
報

単
独

で
の

呈
示

技
術

を
確

立
し

、
主

に
配

信
型

の
サ

ー
ビ

ス
（

例
え

ば
、

香
り

付
き

コ
ン

テ
ン

ツ
の

配
信

サ
ー

ビ
ス

、

香
り

つ
き

広
告

な
ど

）
の

五
感

情
報

配
信

サ
ー

ビ
ス

へ
の

応
用

の
実

現
。

 

2
0

2
5

年
：

視
覚

、
聴

覚
に

加
え

て
五

感
情

報
を

統
合

呈
示

し
、

イ
ン

タ
ラ

ク
シ

ョ
ン

操
作

も
リ

ア
ル

タ
イ

ム
に

実
現

す
る

技
術

を
確

立
し

、
通

信
、

教
育

、
医

療

な
ど

の
分

野
へ

の
応

用
の

実
現

。
 

 

 

◎
 

五
感

情
報

伝
達

技
術

は

映
像

、
音

、
香

り
、

触
覚

な

ど
の

連
動

方
法

や
、

こ
れ

ら

の
情

報
を

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
介

し
て

流
通

さ
せ

る
た

め
に

は
イ

ン
タ

オ
ペ

ラ
ビ

リ
テ

ィ
確

保
が

必
要

で
あ

る
。

そ
の

た
め

に
、

IT
U

、

IS
O

/
IE

C
（

M
P

E
G

）
、

IE
T

F
、
W

3
C

 （
W

o
rl
d

 W
id

e
 

W
e
b

 C
o
n

s
o
rt

iu
m

）
に

お
い

て
、

香
り

情
報

の
符

号
化

方

式
、

デ
ー

タ
フ

ォ
ー

マ
ッ

ト

の
標

準
化

を
目

指
す

。
 

 
 

＜
五

感
情

報
伝

達
技

術
関

連
市

場

＞
 

■
国

内
市

場
 

2
0

1
5

年
：

5
.8

兆
円

 

2
0

2
0

年
：

1
7

.8
兆

円
 

■
世

界
市

場
 

2
0

1
5

年
：

2
9

兆
円

 

2
0

2
0

年
：

8
9

兆
円

 

 

五
感

情
報

伝
達

技
術

は
、

超
臨

場
感

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
技

術

を
支

え
る

技
術

と
し

て
重

要
で

あ

る
。

ま
た

、
本

技
術

を
コ

ア
と

し

て
、
下

記
の

用
途

が
見

込
ま

れ
る

。

 ・
携

帯
香

り
付

き
携

帯
電

話
 

携
帯

小
説

な
ど

の
携

帯
コ

ン
テ

ン

ツ
と

連
動

し
て

香
り

を
提

示
す

る

こ
と

で
臨

場
感

を
高

め
る

こ
と

が

で
き

る
香

り
提

示
可

能
な

携
帯

電

話
端

末
。

 

 ・
香

り
や

触
覚

も
提

示
可

能
な

ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
広

告
 

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
介

し
て

商
品

広

告
を

配
信

す
る

ネ
ッ

ト
広

告
ビ

ジ

ネ
ス

に
お

い
て

、
映

像
の

他
に

香

り
や

触
覚

も
提

示
す

る
こ

と
で

、

商
品

の
実

在
感

を
よ

り
高

め
る

こ

と
を

可
能

と
す

る
サ

ー
ビ

ス
 

 ・
ネ

ッ
ト

シ
ョ

ッ
ピ

ン
グ

 

モ
バ

イ
ル

通
信

、
ブ

ロ
ー

ド
バ

ン

ド
環

境
な

ど
の

普
及

に
よ

り
、

立

体
映

像
と

と
も

に
香

り
や

ざ
ら

つ

き
な

ど
の

触
覚

情
報

も
併

せ
て

提

示
さ

れ
、

商
品

の
触

り
心

地
や

重

さ
な

ど
も

確
認

し
な

が
ら

シ
ョ

ッ

ピ
ン

グ
が

可
能

と
な

る
サ

ー
ビ

ス
。

 

 ・
香

り
や

触
覚

も
提

示
可

能
な

五

感
コ

ン
テ

ン
ツ

制
作

 

ネ
ッ

ト
シ

ョ
ッ

ピ
ン

グ
商

品
の

カ

タ
ロ

グ
な

ど
の

制
作

に
必

要
な

装

置
、

ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア

ツ
ー

ル
な

ど

一
連

の
五

感
コ

ン
テ

ン
ツ

制
作

に

必
要

な
機

器
な

ど
。

ネ
ッ

ト
ワ

ー

ク
に

よ
り

情
報

が
配

信
さ

れ
る

五

感
コ

ン
テ

ン
ツ

に
は

カ
タ

ロ
グ

の

他
に

、
ゲ

ー
ム

、
博

物
館

の
展

示

品
な

ど
の

教
育

用
コ

ン
テ

ン
ツ

も

含
ま

れ
る

。
 

 ・
映

像
に

触
覚

情
報

も
合

わ
せ

て

提
示

す
る

こ
と

に
よ

り
、

手
術

な

ど
を

擬
似

体
験

で
き

る
医

療
シ

ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

シ
ス

テ
ム

 

 ・
よ

り
実

在
感

の
あ

る
工

業
製

品

デ
ザ

イ
ン

を
可

能
と

す
る

デ
ジ

タ

ル
モ

ッ
ク

ア
ッ

プ
作

成
シ

ス
テ

ム

 等
 

     

・
N

IC
T

、
N

H
K

、
A

T
R

等
に

お
い

て
、

当
該

分
野

の

基
礎

研
究

が
進

め
ら

れ
て

い
る

。
 

・
「

超
臨

場
感

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
産

学
官

フ
ォ

ー

ラ
ム

」
（

U
R

C
F
）

に
お

い
て

、
IC

T
分

野
だ

け
で

な
く

心
理

・
生

理
学

、
メ

デ
ィ

ア
制

作
等

の
幅

広
い

分
野

か

ら
も

参
加

し
て

い
る

産
学

官
の

会
員

の
協

働
に

よ
り

、

当
該

分
野

の
技

術
開

発
ロ

ー
ド

マ
ッ

プ
や

実
用

化
将

来

ビ
ジ

ョ
ン

を
取

り
ま

と
め

る
と

と
も

に
、

各
会

員

（
N

IC
T

、
N

H
K

、
A

T
R

を
含

む
）

が
開

発
し

た
個

々

の
要

素
技

術
を

統
合

し
ト

ー
タ

ル
シ

ス
テ

ム
を

実
現

し
、

オ
ー

プ
ン

な
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

を
創

出
す

る
こ

と

に
取

り
組

む
。

 

・
立

体
映

像
、

立
体

音
響

、
そ

の
他

の
五

感
情

報
を

圧

縮
・

伝
送

す
る

た
め

の
符

号
化

技
術

を
研

究
す

る
に

あ

た
っ

て
は

、
U

R
C

F
は

「
次

世
代

IP
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
推

進

フ
ォ

ー
ラ

ム
」

、
「

新
世

代
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
推

進
フ

ォ

ー
ラ

ム
」

等
と

連
携

・
リ

エ
ゾ

ン
を

図
る

。
 

 

五
感

情
報

伝
達

技
術

に
係

る
国

内
の

主
要

な
研

究
主

体
は

、
N

IC
T

（
官

）
、

A
T

R
（

産
）

、
東

京
大

学
、

早

稲
田

大
学

（
学

）
、

大
阪

大
学

（
学

）
、

電
機

通
信

大

学
（

学
）

で
あ

り
、

2
0

0
7

年
3

月
に

設
立

さ
れ

た
「

超

臨
場

感
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

産
学

官
フ

ォ
ー

ラ
ム

」

（
U

R
C

F
）
に

お
い

て
、
上

記
研

究
機

関
を

中
心

に
、
IC

T

分
野

だ
け

で
な

く
心

理
・

生
理

学
、

メ
デ

ィ
ア

制
作

等

の
幅

広
い

分
野

か
ら

も
参

加
し

て
当

該
分

野
の

技
術

開

発
ロ

ー
ド

マ
ッ

プ
や

実
用

化
将

来
ビ

ジ
ョ

ン
を

取
り

ま

と
め

て
い

る
。

ま
た

、
上

記
研

究
機

関
も

含
め

、
各

会

員
が

開
発

し
た

個
々

の
要

素
技

術
を

統
合

し
ト

ー
タ

ル

シ
ス

テ
ム

を
実

現
し

、
オ

ー
プ

ン
な

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン

を
創

出
す

る
こ

と
に

も
取

り
組

ん
で

い
る

。
さ

ら
に

、

五
感

情
報

を
統

合
し

て
伝

送
す

る
技

術
を

開
発

す
る

た

め
に

は
、

「
次

世
代

IP
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
推

進
フ

ォ
ー

ラ

ム
」

、
「

新
世

代
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
推

進
フ

ォ
ー

ラ
ム

」

等
と

連
携

・
リ

エ
ゾ

ン
を

図
る

必
要

が
あ

る
。
 

・
U

R
C

F
が

海
外

の
当

該
分

野
の

推
進

団
体

と
連

携
・

リ
エ

ゾ

ン
す

る
こ

と
に

よ
り

、
国

内
外

の
関

係
主

体
に

お
け

る
情

報
の

共
有

や
国

際
標

準
化

の
協

力
を

図
る

。
 

・
U

R
C

F
が

国
際

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

を
開

催
す

る
こ

と
を

通
じ

て
、

国
内

の
研

究
成

果
を

海
外

に
発

信
す

る
。

 

 と
り

わ
け

、
五

感
情

報
伝

達
技

術
に

係
る

国
際

標
準

化
や

情

報
共

有
を

行
う

た
め

に
は

、
当

該
技

術
に

係
る

主
要

な
海

外
の

研
究

機
関

と
の

連
携

が
有

効
で

あ
る

。
 

現
状

､
五

感
情

報
伝

達
技

術
に

お
け

る
海

外
と

の
連

携
体

制

は
、

大
学

や
研

究
機

関
の

研
究

者
が

個
別

に
行

っ
て

お
り

、
情

報
共

有
や

標
準

化
に

向
け

た
協

力
体

制
と

し
て

は
不

十
分

で

あ
る

。
 

日
本

に
は

当
該

技
術

を
カ

バ
ー

す
る

産
学

官
フ

ォ
ー

ラ
ム

が
設

立
さ

れ
て

お
り

、
今

後
は

、
国

際
標

準
化

へ
の

協
力

や
国

内
で

の
外

国
で

の
研

究
状

況
に

関
す

る
情

報
共

有
な

ど
の

観

点
か

ら
、

こ
の

フ
ォ

ー
ラ

ム
を

通
し

て
、

海
外

と
の

連
携

を
行

う
こ

と
が

有
効

で
あ

る
。

な
お

、
主

な
海

外
の

パ
ー

ト
ナ

ー
と

し
て

、
ド

イ
ツ

の
M

a
x
 P

la
n

c
k
研

究
協

会
、

米
国

の
M

IT
が

考
え

ら
れ

る
。

 

 
 

 
○

香
り

情
報

の
取

得
・

提
示

技
術

 

香
り

情
報

の
取

得
技

術
、

提
示

技

術
 

2
0

1
5

年
：

香
り

に
対

す
る

お
お

ま
か

な
認

知
メ

カ
ニ

ズ
ム

を
分

析
し

、
デ

バ
イ

ス
が

提
示

す
る

香
り

を
、

実
物

が
放

つ
香

り
と

比
較

・
評

価
す

る
手

法
を

確
立

。
 

2
0

2
0

年
：

特
定

少
数

の
香

り
の

元
素

か
ら

多
様

な
香

り
を

生
成

し
、

提
示

す
る

技
術

の
実

現
。

実
物

が
放

つ
香

り
か

ら
香

り
情

報
を

取
得

す
る

セ
ン

シ
ン

グ
技

術
の

実
現

。
 

2
0

2
5

年
：

デ
バ

イ
ス

が
提

示
し

た
香

り
を

瞬
時

に
消

臭
す

る
技

術
の

実
現

。
 

米
国

に
お

い
て

、
不

発
弾

処
理

、
大

気
の

変

化
の

モ
ニ

タ
ー

等
へ

の
応

用
を

目
指

し
た

E
le

c
tr

o
n

ic
 n

o
s
e

の
研

究
を

実
施

し
て

い
る

。
E

C
の

Im
m

e
r 

S
e
n

c
e

プ
ロ

ジ
ェ

ク

ト
に

お
い

て
、
人

間
の

視
覚

・
触

覚
等

の
メ

カ

ニ
ズ

ム
解

明
を

目
指

し
た

研
究

を
実

施
し

て
い

る
。

 

○
 

香
り

提
示

装
置

は
比

較
的

ポ
ー

タ

ブ
ル

な
も

の
が

開

発
さ

れ
て

い
る

が

単
一

の
香

り
り

の

提
示

に
留

ま
っ

て

い
る

。
香

り
の

セ

ン
シ

ン
グ

技
術

の

研
究

は
着

手
さ

れ

た
ば

か
り

。
 

基
礎

 
◎

 

香
り

情
報

は
映

像
や

音

楽
な

ど
と

あ
わ

せ
て

提
示

さ
れ

る
こ

と
が

多
く

、
こ

れ

ら
の

情
報

と
の

連
動

方
法

や
、

香
り

情
報

の
イ

ン
タ

オ

ペ
ラ

ビ
リ

テ
ィ

確
保

の
た

め
に

、
IT

U
、

IS
O

/
IE

C

（
M

P
E

G
）

、
IE

T
F
、

W
3

C
 

（
W

o
rl
d
 W

id
e
 W

e
b
 

C
o
n

s
o
rt

iu
m

）
に

お
い

て
、

香
り

情
報

の
符

号
化

方
式

、

デ
ー

タ
フ

ォ
ー

マ
ッ

ト
の

標
準

化
を

目
指

す
。

 

難
 

5
0

億
円

 

（
2

0
0

8
～

 

2
0

2
5

）

独
法

、
大

学
、
民

間

国
 

香
り

情
報

の
取

得
・

提
示

技
術

の
研

究
を

進
め

る
に

あ
た

っ
て

は
、

IC
T

分
野

だ
け

で
な

く
心

理
・

生
理

学
、

メ
デ

ィ
ア

制
作

等
の

幅
広

い
分

野
か

ら
の

議
論

が
必

要

で
あ

る
。

こ
の

た
め

、
2

0
0

7
年

3
月

に
「

超
臨

場
感

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
産

学
官

フ
ォ

ー
ラ

ム
」

（
U

R
C

F
）

を
設

立
し

、
IC

T
分

野
だ

け
で

な
く

心
理

・

生
理

学
、

メ
デ

ィ
ア

制
作

等
の

幅
広

い
分

野
か

ら
も

参

加
し

て
当

該
分

野
の

技
術

開
発

ロ
ー

ド
マ

ッ
プ

や
実

用

化
将

来
ビ

ジ
ョ

ン
を

取
り

ま
と

め
て

い
る

。
さ

ら
に

、

香
り

情
報

を
映

像
や

音
な

ど
と

統
合

し
て

伝
送

す
る

技

術
を

開
発

す
る

た
め

に
は

、
「

次
世

代
IP

ネ
ッ

ト
ワ

ー

ク
推

進
フ

ォ
ー

ラ
ム

」
、

「
新

世
代

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

推

進
フ

ォ
ー

ラ
ム

」
等

と
連

携
・

リ
エ

ゾ
ン

を
図

る
必

要

が
あ

る
。
 

香
り

情
報

の
取

得
・

提
示

技
術

に
係

る
国

際
標

準
化

や
情

報

共
有

を
行

う
た

め
に

は
、

当
該

技
術

に
係

る
主

要
な

海
外

の
研

究
機

関
と

の
連

携
が

有
効

で
あ

る
。

 

現
状

､
香

り
情

報
伝

達
技

術
に

お
け

る
海

外
と

の
連

携
体

制

は
、

大
学

や
研

究
機

関
の

研
究

者
が

個
別

に
行

っ
て

お
り

、
情

報
共

有
や

標
準

化
に

向
け

た
協

力
体

制
と

し
て

は
不

十
分

で

あ
る

。
 

日
本

に
は

当
該

技
術

を
カ

バ
ー

す
る

産
学

官
フ

ォ
ー

ラ
ム

が
設

立
さ

れ
て

お
り

、
今

後
は

、
国

際
標

準
化

へ
の

協
力

や
国

内
で

の
外

国
で

の
研

究
状

況
に

関
す

る
情

報
共

有
な

ど
の

観

点
か

ら
、

こ
の

フ
ォ

ー
ラ

ム
を

通
し

て
海

外
と

の
連

携
を

行
う

こ
と

が
有

効
で

あ
る

。
 

 
 

○
触

覚
・

力
覚

な
ど

の
体

性
感

覚
情

報
の

取
得

・
提

示
技

術
 

触
覚

、
力

覚
、

そ
の

他
の

皮
膚

感

覚
（

温
度

な
ど

）
情

報
の

取
得

技
術

、

提
示

技
術

 

2
0

1
5

年
：

簡
単

に
操

作
可

能
で

装
着

負
担

の
少

な
い

触
覚

・
力

覚
提

示
デ

バ
イ

ス
の

実
現

。
特

に
、

物
を

つ
か

む
感

覚
を

再
現

す
る

デ
バ

イ
ス

の
実

現
。

 

2
0

2
0

年
：

き
め

細
か

い
触

覚
・

皮
膚

感
覚

（
ざ

ら
つ

き
感

、
質

感
等

）
を

再
現

す
る

提
示

デ
バ

イ
ス

の
実

現
。

 

2
0

2
5

年
：

よ
り

高
度

な
体

性
感

覚
（

風
、

温
湿

度
、

自
己

運
動

感
覚

、
平

衡
感

覚
等

）

を
再

現
す

る
提

示
デ

バ
イ

ス
の

実
現

。
触

覚
・

力
覚

な
ど

の
体

性
感

覚
情

報

を
取

得
す

る
セ

ン
シ

ン
グ

技
術

の
実

現
。

 

2
0

3
0

年
：

日
常

空
間

を
超

え
た

空
間

感
知

の
体

性
感

覚
（

宇
宙

感
覚

、
異

次
元

空
間

感
覚

等
）

を
再

現
す

る
提

示
デ

バ
イ

ス
の

実
現

。
 

米
国

に
お

い
て

、
ロ

ボ
ッ

ト
ハ

ン
ド

操
作

、

手
術

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

等
へ

の
応

用
に

向
け

た
触

覚
・

力
覚

提

示
デ

バ
イ

ス
の

研
究

が
進

め
ら

れ
て

い
る

。
 

○
 

接
触

点
が

1
点

の
み

の
力

覚
提

示

デ
バ

イ
ス

が
商

品

化
さ

れ
て

い
る

。

ざ
ら

つ
き

感
や

質

感
を

再
現

す
る

提

示
デ

バ
イ

ス
の

研

究
が

実
施

さ
れ

て

い
る

。
 

基
礎

 
◎

 

触
覚

情
報

は
映

像
（

特

に
、

立
体

映
像

）
と

あ
わ

せ

て
提

示
さ

れ
る

こ
と

が
考

え
ら

れ
、

映
像

情
報

と
の

連

動
方

法
、

触
覚

情
報

の
イ

ン

タ
オ

ペ
ラ

ビ
リ

テ
ィ

確
保

の
た

め
に

、
IT

U
、
IS

O
/
IE

C

（
M

P
E

G
）

、
IE

T
F
、

W
3

C

に
お

い
て

、
触

覚
・

力
覚

情

報
の

符
号

化
方

式
、

デ
ー

タ

フ
ォ

ー
マ

ッ
ト

の
標

準
化

を
目

指
す

。
 

難
 

6
5

億
円

 

（
2

0
0

8
～

 

2
0

3
0

）

独
法

、
大

学
、
民

間

国
 

触
覚

情
報

の
取

得
・

提
示

技
術

の
研

究
を

進
め

る
に

あ
た

っ
て

は
、

IC
T

分
野

だ
け

で
な

く
心

理
・

生
理

学
、

メ
デ

ィ
ア

制
作

等
の

幅
広

い
分

野
か

ら
の

議
論

が
必

要

で
あ

る
。

こ
の

た
め

、
2

0
0

7
年

3
月

に
「

超
臨

場
感

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
産

学
官

フ
ォ

ー
ラ

ム
」

（
U

R
C

F
）

を
設

立
し

、
IC

T
分

野
だ

け
で

な
く

心
理

・

生
理

学
、

メ
デ

ィ
ア

制
作

等
の

幅
広

い
分

野
か

ら
も

参

加
し

て
当

該
分

野
の

技
術

開
発

ロ
ー

ド
マ

ッ
プ

や
実

用

化
将

来
ビ

ジ
ョ

ン
を

取
り

ま
と

め
て

い
る

。
さ

ら
に

、

触
覚

情
報

を
映

像
や

音
な

ど
と

統
合

し
て

伝
送

す
る

技

術
を

開
発

す
る

た
め

に
は

、
「

次
世

代
IP

ネ
ッ

ト
ワ

ー

ク
推

進
フ

ォ
ー

ラ
ム

」
、

「
新

世
代

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

推

進
フ

ォ
ー

ラ
ム

」
等

と
連

携
・

リ
エ

ゾ
ン

を
図

る
必

要

が
あ

る
。
 

触
覚

情
報

の
取

得
・

提
示

技
術

に
係

る
国

際
標

準
化

や
情

報

共
有

を
行

う
た

め
に

は
、

当
該

技
術

に
係

る
主

要
な

海
外

の
研

究
機

関
と

の
連

携
が

有
効

で
あ

る
。

 

現
状

､
触

覚
情

報
伝

達
技

術
に

お
け

る
海

外
と

の
連

携
体

制

は
、

大
学

や
研

究
機

関
の

研
究

者
が

個
別

に
行

っ
て

お
り

、
情

報
共

有
や

標
準

化
に

向
け

た
協

力
体

制
と

し
て

は
不

十
分

で

あ
る

。
 

日
本

に
は

当
該

技
術

を
カ

バ
ー

す
る

産
学

官
フ

ォ
ー

ラ
ム

が
設

立
さ

れ
て

お
り

、
今

後
は

、
国

際
標

準
化

へ
の

協
力

や
国

内
で

の
外

国
で

の
研

究
状

況
に

関
す

る
情

報
共

有
な

ど
の

観

点
か

ら
、

こ
の

フ
ォ

ー
ラ

ム
を

通
し

て
、

海
外

と
の

連
携

を
行

う
こ

と
が

有
効

で
あ

る
。
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○
味

覚
情

報
の

取
得

・
提

示
技

術
 

味
覚

情
報

の
取

得
技

術
、

提
示

技

術
 

2
0

1
5

年
：

単
純

な
味

覚
の

元
素

（
甘

さ
、

辛
さ

、
酸

味
等

6
元

素
）

を
客

観
的

に
計

測
可

能
な

ポ
ー

タ
ブ

ル
な

味
覚

セ
ン

サ
ー

の
開

発
。

 

2
0

2
0

年
：

単
純

味
覚

の
計

測
デ

ー
タ

を
収

集
し

、
味

覚
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
と

し
て

蓄
積

。

味
覚

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

に
基

づ
き

、
よ

り
複

雑
な

味
覚

の
要

素
（

個
々

の
食

材
、

料
理

の
味

を
構

成
す

る
要

素
）

を
体

系
化

。
 

2
0

2
5

年
：

味
覚

提
示

デ
バ

イ
ス

の
試

作
。

 

2
0

3
0

年
：

複
雑

な
味

覚
の

提
示

と
同

時
に

、
触

覚
・

力
覚

提
示

技
術

に
よ

る
食

感
（

歯

ご
た

え
、

舌
触

り
等

）
を

提
示

す
る

こ
と

に
よ

り
、

仮
想

的
な

食
事

を
再

現
す

る
デ

バ
イ

ス
を

試
作

。
 

世
界

的
に

見
て

も
、

味
覚

情
報

の
取

得
・

提

示
技

術
の

研
究

は
ほ

と
ん

ど
実

施
さ

れ
て

い
な

い
。
 

○
 

単
純

な
味

覚
セ

ン
サ

ー
を

開
発

。

基
礎

 
○

 

味
覚

情
報

は
セ

ン
シ

ン

グ
技

術
か

ら
取

り
組

ま
れ

て
い

る
が

、
こ

の
セ

ン
シ

ン

グ
情

報
を

相
互

に
流

通
さ

せ
る

た
め

に
、

IT
U

、

IS
O

/
IE

C
（

M
P

E
G

）
、

IE
T

F
、

W
3

C
に

お
い

て
、

味
覚

情
報

の
符

号
化

方
式

、

デ
ー

タ
フ

ォ
ー

マ
ッ

ト
の

標
準

化
を

目
指

す
。

た
だ

し
、

味
覚

情
報

は
セ

ン
シ

ン

グ
が

主
に

取
り

組
ま

れ
て

い
る

段
階

で
あ

り
、

標
準

化

は
時

期
尚

早
で

あ
る

。
 

難
 

6
5

億
円

 

（
2

0
0

8
～

 

2
0

3
0

）

独
法

、
大

学
、
民

間

国
 

味
覚

情
報

の
取

得
・

提
示

技
術

の
研

究
を

進
め

る
に

あ
た

っ
て

は
、

IC
T

分
野

だ
け

で
な

く
心

理
・

生
理

学
、

メ
デ

ィ
ア

制
作

等
の

幅
広

い
分

野
か

ら
の

議
論

が
必

要

で
あ

る
。

こ
の

た
め

、
2

0
0

7
年

3
月

に
「

超
臨

場
感

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
産

学
官

フ
ォ

ー
ラ

ム
」

（
U

R
C

F
）

を
設

立
し

、
IC

T
分

野
だ

け
で

な
く

心
理

・

生
理

学
、

メ
デ

ィ
ア

制
作

等
の

幅
広

い
分

野
か

ら
も

参

加
し

て
当

該
分

野
の

技
術

開
発

ロ
ー

ド
マ

ッ
プ

や
実

用

化
将

来
ビ

ジ
ョ

ン
を

取
り

ま
と

め
て

い
る

。
さ

ら
に

、

味
覚

情
報

を
伝

送
す

る
技

術
を

開
発

す
る

た
め

に
は

、

「
次

世
代

IP
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
推

進
フ

ォ
ー

ラ
ム

」
、
「

新

世
代

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

推
進

フ
ォ

ー
ラ

ム
」

等
と

連
携

・

リ
エ

ゾ
ン

を
図

る
必

要
が

あ
る

。
 

味
覚

情
報

の
取

得
・

提
示

技
術

に
係

る
国

際
標

準
化

や
情

報

共
有

を
行

う
た

め
に

は
、

当
該

技
術

に
係

る
主

要
な

海
外

の
研

究
機

関
と

の
連

携
が

有
効

で
あ

る
。

 

現
状

､
味

覚
情

報
伝

達
技

術
に

お
け

る
海

外
と

の
連

携
体

制

は
、

実
例

が
ほ

と
ん

ど
な

い
の

が
現

状
で

あ
る

。
 

今
後

は
、

国
際

標
準

化
へ

の
協

力
や

国
内

で
の

外
国

で
の

研

究
状

況
に

関
す

る
情

報
共

有
な

ど
の

観
点

か
ら

、
海

外
と

の
連

携
を

行
う

こ
と

が
有

効
で

あ
る

。
 

 
 

○
多

感
覚

情
報

の
統

合
提

示
技

術
 

ユ
ー

ザ
の

イ
ン

タ
ラ

ク
シ

ョ
ン

（
例

え
ば

、
物

に
触

れ
る

位
置

、
強

さ
、

触
り

方
な

ど
）

に
応

じ
て

、
視

覚
・

聴
覚

・
触

覚
・

嗅
覚

・
味

覚
に

係
る

様
々

な
五

感
情

報
を

統
合

的

か
つ

リ
ア

ル
に

提
示

す
る

技
術

 

2
0

1
5

年
：

特
定

の
環

境
に

お
い

て
五

感
の

各
感

覚
情

報
を

統
合

的
に

提
示

す
る

場
合

の
感

覚
情

報
ど

う
し

の
相

互
作

用
の

解
析

。
相

互
作

用
を

最
適

化
し

、
多

感
覚

情
報

を
最

も
リ

ア
ル

に
再

現
す

る
統

合
提

示
情

報
の

実
現

。
 

2
0

2
0

年
：

ユ
ー

ザ
の

イ
ン

タ
ラ

ク
シ

ョ
ン

に
応

じ
て

、
多

感
覚

情
報

を
統

合
的

か
つ

リ
ア

ル
に

提
示

す
る

技
術

の
実

現
。

 

2
0

2
5

年
：

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

行
う

ユ
ー

ザ
ど

う
し

の
相

互
の

イ
ン

タ
ラ

ク
シ

ョ
ン

に
対

し
て

、
双

方
向

的
な

多
感

覚
情

報
を

同
期

し
て

、
統

合
的

か
つ

リ
ア

ル
に

再
現

す
る

提
示

技
術

の
実

現
。

 

米
国

に
お

い
て

、
ロ

ボ
ッ

ト
ハ

ン
ド

操
作

、

手
術

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

等
の

研
究

に
お

い
て

、
視

覚
と

触
覚

の

統
合

提
示

技
術

の
研

究
が

進
め

ら
れ

て
い

る
。
五

感
情

報
全

体
の

統
合

提
示

技
術

の
研

究
は

世
界

的
に

見
て

も
未

着
手

。
 

◎
 

視
覚

・
聴

覚
・

触
覚

の
3

つ
の

感

覚
情

報
を

統
合

し

た
提

示
技

術
の

研

究
が

進
め

ら
れ

て

い
る

。
 

基
礎

 
◎

 

香
り

、
触

覚
、

味
覚

な
ど

の
感

覚
情

報
は

映
像

や
音

楽
な

ど
と

あ
わ

せ
て

提
示

さ
れ

る
こ

と
が

多
く

、
こ

れ

ら
の

情
報

と
の

連
動

方
法

や
、

感
覚

情
報

の
イ

ン
タ

オ

ペ
ラ

ビ
リ

テ
ィ

確
保

の
た

め
に

、
IT

U
、

IS
O

/
IE

C

（
M

P
E

G
）

、
IE

T
F
、

W
3

C

に
お

い
て

、
多

感
覚

情
報

の

統
合

提
示

時
の

同
期

プ
ロ

ト
コ

ル
、

多
感

覚
情

報
の

統

合
デ

ー
タ

フ
ォ

ー
マ

ッ
ト

な
ど

の
標

準
化

を
目

指
す

。

難
 

1
5

0
億

円
 

（
2

0
0

8
～

 

2
0

2
5

）

独
法

、
大

学
、
民

間

国
 

五
感

情
報

の
統

合
提

示
技

術
の

研
究

を
進

め
る

に
あ

た
っ

て
は

、
IC

T
分

野
だ

け
で

な
く

心
理

・
生

理
学

、

メ
デ

ィ
ア

制
作

等
の

幅
広

い
分

野
か

ら
の

議
論

が
必

要

で
あ

る
。

こ
の

た
め

、
2

0
0

7
年

3
月

に
「

超
臨

場
感

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
産

学
官

フ
ォ

ー
ラ

ム
」

（
U

R
C

F
）

を
設

立
し

、
IC

T
分

野
だ

け
で

な
く

心
理

・

生
理

学
、

メ
デ

ィ
ア

制
作

等
の

幅
広

い
分

野
か

ら
も

参

加
し

て
当

該
分

野
の

技
術

開
発

ロ
ー

ド
マ

ッ
プ

や
実

用

化
将

来
ビ

ジ
ョ

ン
を

取
り

ま
と

め
て

い
る

。
さ

ら
に

、

五
感

情
報

を
統

合
し

て
伝

送
す

る
技

術
を

開
発

す
る

た

め
に

は
、

「
次

世
代

IP
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
推

進
フ

ォ
ー

ラ

ム
」

、
「

新
世

代
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
推

進
フ

ォ
ー

ラ
ム

」

等
と

連
携

・
リ

エ
ゾ

ン
を

図
る

必
要

が
あ

る
。
 

五
感

情
報

の
統

合
提

示
技

術
に

係
る

国
際

標
準

化
や

情
報

共
有

を
行

う
た

め
に

は
、

当
該

技
術

に
係

る
主

要
な

海
外

の
研

究
機

関
と

の
連

携
が

有
効

で
あ

る
。

現
状

､
当

該
技

術
に

お
け

る
海

外
と

の
連

携
体

制
は

、
ほ

と
ん

ど
無

い
の

が
実

情
で

あ

る
。

し
か

し
、

日
本

に
は

当
該

技
術

を
カ

バ
ー

す
る

産
学

官
フ

ォ
ー

ラ
ム

が
設

立
さ

れ
て

お
り

、
今

後
は

、
国

際
標

準
化

へ
の

協
力

や
国

内
で

の
外

国
で

の
研

究
状

況
に

関
す

る
情

報
共

有

な
ど

の
観

点
か

ら
、

こ
の

フ
ォ

ー
ラ

ム
を

通
し

て
、

海
外

と
の

連
携

を
行

う
こ

と
が

有
効

で
あ

る
。
 

 
 

 
○

多
感

覚
情

報
の

符
号

化
技

術
 

多
感

覚
コ

ン
テ

ン
ツ

を
蓄

積
・

配

信
す

る
た

め
の

、
各

感
覚

情
報

を
効

率
的

に
圧

縮
符

号
化

す
る

技
術

 

2
0

1
5

年
：

香
り

情
報

、
体

性
感

覚
情

報
、

味
覚

情
報

の
3

情
報

の
符

号
化

方
式

、
デ

ー
タ

フ
ォ

ー
マ

ッ
ト

の
確

立
。

 

2
0

2
0

年
：

五
感

情
報

の
全

体
的

な
特

性
を

利
用

し
た

、
五

感
情

報
の

効
率

的
な

圧
縮

符
号

化
技

術
の

実
現

。
 

2
0

2
5

年
：

イ
ン

タ
ラ

ク
シ

ョ
ン

に
応

じ
て

提
示

さ
れ

る
五

感
情

報
の

特
性

を
利

用
し

た
、

五
感

情
報

の
効

率
的

な
圧

縮
符

号
化

技
術

の
実

現
。

 

世
界

的
に

見
て

も
、

視
覚

、
聴

覚
以

外
の

五

感
情

報
の

符
号

化
の

研
究

は
ほ

と
ん

ど
実

施
さ

れ
て

い
な

い
。
 

◎
 

視
覚

・
聴

覚
・

触
覚

を
統

合
し

た

提
示

技
術

の
研

究

は
進

め
ら

れ
て

い

る
が

、
符

号
化

技

術
の

研
究

は
未

着

手
。

 

基
礎

 
◎

 

香
り

、
触

覚
、

味
覚

な
ど

の
感

覚
情

報
を

映
像

や
音

な
ど

と
連

動
し

て
伝

送
す

る
に

は
、

こ
れ

ら
の

情
報

が

現
状

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
介

し
て

流
通

し
て

い
な

い
こ

と
か

ら
新

た
な

符
号

化
方

式
が

必
要

と
な

る
。

そ
の

た

め
、

IT
U

、
IS

O
/
M

P
E

G
に

お
い

て
、

五
感

情
報

を
統

合

的
に

扱
う

圧
縮

符
号

化
方

式
の

標
準

化
を

目
指

す
。

難
 

5
0

億
円

 

（
2

0
0

8
～

 

2
0

2
5

）

独
法

、
大

学
、
民

間

国
 

五
感

情
報

符
号

化
技

術
の

研
究

を
進

め
る

に
あ

た
っ

て
は

、
IC

T
分

野
だ

け
で

な
く

心
理

・
生

理
学

、
メ

デ

ィ
ア

制
作

等
の

幅
広

い
分

野
か

ら
の

議
論

が
必

要
で

あ

る
。

こ
の

た
め

、
2

0
0

7
年

3
月

に
「

超
臨

場
感

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
産

学
官

フ
ォ

ー
ラ

ム
」

（
U

R
C

F
）

を
設

立
し

、
IC

T
分

野
だ

け
で

な
く

心
理

・
生

理
学

、

メ
デ

ィ
ア

制
作

等
の

幅
広

い
分

野
か

ら
も

参
加

し
て

当

該
分

野
の

技
術

開
発

ロ
ー

ド
マ

ッ
プ

や
実

用
化

将
来

ビ

ジ
ョ

ン
を

取
り

ま
と

め
て

い
る

。
さ

ら
に

、
五

感
情

報

し
て

伝
送

す
る

際
の

符
号

化
技

術
を

開
発

す
る

た
め

に

は
、
「

次
世

代
IP

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

推
進

フ
ォ

ー
ラ

ム
」

、

「
新

世
代

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

推
進

フ
ォ

ー
ラ

ム
」

等
と

連

携
・

リ
エ

ゾ
ン

を
図

る
必

要
が

あ
る

。
 

五
感

情
報

符
号

化
技

術
に

係
る

国
際

標
準

化
や

情
報

共
有

を
行

う
た

め
に

は
、

当
該

技
術

に
係

る
主

要
な

海
外

の
研

究
機

関
と

の
連

携
が

有
効

で
あ

る
。

現
状

､
当

該
技

術
に

お
け

る
海

外
と

の
連

携
体

制
は

、
ほ

と
ん

ど
無

い
の

が
実

情
で

あ
る

。
し

か
し

、
日

本
に

は
当

該
技

術
を

カ
バ

ー
す

る
産

学
官

フ
ォ

ー
ラ

ム
が

設
立

さ
れ

て
お

り
、

今
後

は
、

国
際

標
準

化
へ

の
協

力
や

国
内

で
の

外
国

で
の

研
究

状
況

に
関

す
る

情
報

共
有

な
ど

の

観
点

か
ら

、
こ

の
フ

ォ
ー

ラ
ム

を
通

し
て

、
海

外
と

の
連

携
を

行
う

こ
と

が
有

効
で

あ
る

。
 

 
 

 
○

心
理

・
生

理
学

側
面

か
ら

の
人

間

の
五

感
認

知
メ

カ
ニ

ズ
ム

の
解

析
 

主
観

評
価

、
生

体
計

測
を

通
じ

た
、

人
間

の
五

感
認

知
メ

カ
ニ

ズ
ム

の
体

系
化

 

2
0

1
0

年
：

主
観

評
価

手
法

や
生

体
系

計
測

に
よ

り
、

五
感

認
知

に
関

す
る

各
感

覚
器

や
脳

の
動

作
、

反
応

に
つ

い
て

、
知

見
（

実
験

デ
ー

タ
等

）
を

取
り

ま
と

め
。

 

2
0

1
5

年
：

心
理

・
生

理
学

側
面

か
ら

の
人

間
の

個
々

の
五

感
情

報
の

認
知

メ
カ

ニ
ズ

ム
の

体
系

化
。

香
り

情
報

、
体

性
感

覚
情

報
、

味
覚

情
報

の
3

情
報

に
つ

い
て

、
デ

バ
イ

ス
が

提
示

す
る

感
覚

の
リ

ア
ル

さ
を

定
量

的
に

測
定

・
評

価
す

る
手

法
を

確
立

。
 

2
0

2
0

年
：

心
理

・
生

理
学

側
面

か
ら

の
人

間
の

五
感

情
報

の
統

合
的

認
知

メ
カ

ニ
ズ

ム
の

体
系

化
。

デ
バ

イ
ス

が
五

感
情

報
を

統
合

的
に

提
示

す
る

多
感

覚
の

リ
ア

ル
さ

を
定

量
的

に
測

定
・

評
価

す
る

手
法

を
確

立
。

 

世
界

的
に

見
て

も
、

五
感

認
知

メ
カ

ニ
ズ

ム
の

研
究

は
黎

明
期

に
あ

り
、
体

系
立

て
た

研
究

は
実

施
さ

れ
て

い
な

い
。

 

○
 

N
IC

T
、

A
T

R

等
に

よ
り

脳
活

動

計
測

に
よ

る
五

感

認
知

メ
カ

ニ
ズ

ム

の
研

究
が

実
施

さ

れ
て

い
る

。
 

基
礎

 
○

 

香
り

、
触

覚
、

味
覚

な
ど

の
感

覚
情

報
を

映
像

や
音

と
連

動
し

て
伝

送
す

る
こ

と
は

、
現

在
実

現
さ

れ
て

い

な
い

こ
と

か
ら

、
こ

れ
ら

の

情
報

を
伝

送
す

る
こ

と
に

よ
る

ユ
ー

ザ
に

与
え

る
影

響
は

未
知

で
あ

る
。

こ
れ

ら

の
影

響
等

を
調

べ
る

た
め

の
評

価
方

式
を

標
準

化
し

、

共
通

し
た

指
標

の
も

と
で

検
討

す
る

必
要

が
あ

る
。

そ

の
た

め
、

IT
U

、
IS

O
に

お

い
て

、
五

感
情

報
に

係
る

多

感
覚

提
示

の
評

価
方

式
の

標
準

化
を

目
指

す
。

た
だ

し
、

現
時

点
で

は
五

感
情

報

の
伝

達
技

術
が

確
立

さ
れ

て
い

な
い

た
め

、
現

時
点

で

は
時

期
尚

早
で

あ
る

。
 

難
 

7
0

億
円

 

（
2

0
0

8
～

 

2
0

2
0

）

独
法

、
大

学
、
民

間

国
 

五
感

の
認

知
メ

カ
ニ

ズ
ム

の
研

究
を

進
め

る
に

あ
た

っ
て

は
、

心
理

・
生

理
学

の
分

野
だ

け
で

な
く

、
IC

T

関
連

技
術

や
メ

デ
ィ

ア
制

作
等

の
幅

広
い

分
野

か
ら

の

議
論

が
必

要
で

あ
る

。
こ

の
た

め
、

2
0

0
7

年
3

月
に

「
超

臨
場

感
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

産
学

官
フ

ォ
ー

ラ

ム
」

（
U

R
C

F
）

を
設

立
し

、
IC

T
分

野
だ

け
で

な
く

心
理

・
生

理
学

、
メ

デ
ィ

ア
制

作
等

の
幅

広
い

分
野

か

ら
も

参
加

し
て

当
該

分
野

の
技

術
開

発
ロ

ー
ド

マ
ッ

プ

や
実

用
化

将
来

ビ
ジ

ョ
ン

を
取

り
ま

と
め

て
い

る
。

ま

た
、

ま
た

、
各

会
員

が
開

発
し

た
個

々
の

要
素

技
術

を

も
ち

よ
り

、
客

観
的

に
評

価
で

き
る

環
境

を
構

築
す

る

な
ど

、
オ

ー
プ

ン
な

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
を

創
出

す
る

こ

と
に

も
取

り
組

ん
で

い
る

。
さ

ら
に

、
五

感
情

報
を

統

合
し

て
伝

送
す

る
際

に
、

人
が

快
適

に
感

じ
る

た
め

に

は
、

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

パ
ラ

メ
ー

タ
（

遅
延

、
ジ

ッ
タ

、

パ
ケ

ロ
ス

な
ど

）
の

制
御

が
必

要
に

な
る

と
考

え
ら

れ
、

「
次

世
代

IP
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
推

進
フ

ォ
ー

ラ
ム

」
、
「

新

世
代

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

推
進

フ
ォ

ー
ラ

ム
」

等
と

連
携

・

リ
エ

ゾ
ン

を
図

る
必

要
が

あ
る

。
 

五
感

の
認

知
メ

カ
ニ

ズ
ム

解
明

に
係

る
国

際
標

準
化

や
情

報
共

有
を

行
う

た
め

に
は

、
当

該
技

術
に

係
る

主
要

な
海

外
の

研
究

機
関

と
の

連
携

が
有

効
で

あ
る

。
現

状
､
当

該
技

術
に

お

け
る

海
外

と
の

連
携

体
制

は
、

ほ
と

ん
ど

無
い

の
が

実
情

で
あ

る
。

し
か

し
、

日
本

に
は

当
該

技
術

を
カ

バ
ー

す
る

産
学

官
フ

ォ
ー

ラ
ム

が
設

立
さ

れ
て

お
り

、
今

後
は

、
国

際
標

準
化

へ
の

協
力

や
国

内
で

の
外

国
で

の
研

究
状

況
に

関
す

る
情

報
共

有

な
ど

の
観

点
か

ら
、

こ
の

フ
ォ

ー
ラ

ム
を

通
し

て
、

海
外

と
の

連
携

を
行

う
こ

と
が

有
効

で
あ

る
。
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ユ
ニ

バ
ー

サ
ル

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
 

研
究

開
発

分
野
 

主
な

研
究

開
発

課
題

と
技

術
要

素
 

及
び

そ
の

概
要
 

研
究

開
発

目
標
 

海
外

の
研

究
動

向
 

日
本

の
 

研
究

開
発

水
準
 

現
在

の
 

研
究

段
階
 

国
際

標
準

化
 

の
重

要
度
 

研
究

開
発

要
素

の
技

術
的
 

難
易

度
 

研
究

開
発

に

必
要

な
資

金

（
概

算
）
 

将
来

の
市

場
規

模
 

（
予

測
）
 

推
進

主
体
 

推
進

方
策

 

研
究

開

発
主

体
 

資
金

提

供
主

体
 

産
学

官
の

連
携
 

国
際

連
携

方
策
 

超
臨

場
感

コ
ミ

ュ
ニ

ケ

ー
シ

ョ
ン
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

●
感

性
情

報
認

知
・

伝
達

技
術

 

驚
き

や
快

適
さ

と
い

っ
た

情
感

や
暗

黙
知

等
、

五
感

を
超

越
し

た
感

性
を

あ
り

の
ま

ま
に

伝
え

る
た

め
の

技
術

 

2
0

1
5

年
：

脳
活

動
計

測
な

ど
に

よ
り

、
人

が
感

じ
る

臨
場

感
を

計
測

・
評

価
す

る
技

術
の

開
発

。
 

2
0

2
0

年
：

五
感

情
報

と
人

が
感

じ
る

感
性

と
の

相
関

関
係

の
分

析
・

評
価

技
術

を
開

発
す

る
と

と
も

に
、

人
が

感
じ

る
感

性
情

報
を

科
学

的
観

点
か

ら
の

体
系

化
。

 

2
0

2
5

年
：

五
感

情
報

と
人

が
感

じ
る

感
性

と
の

相
関

関
係

の
分

析
・

評
価

、
認

知
メ

カ
ニ

ズ
ム

の
解

明

な
ど

を
通

じ
て

、
人

の
認

知
特

性
に

最
適

化
さ

れ
た

イ
ン

タ
フ

ェ
ー

ス
を

開
発

。
 

 
 

 

○
 

人
が

感
じ

る
感

性
的

要
因

は
映

像
、
音

、
香

り
、

触
覚

な
ど

の
五

感
情

報

と
強

く
結

び
つ

い
て

お

り
、

こ
れ

ら
の

五
感

情
報

が
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

介

し
て

流
通

さ
せ

る
た

め

に
は

イ
ン

タ
オ

ペ
ラ

ビ

リ
テ

ィ
確

保
が

必
要

で

あ
る

。
そ

の
た

め
に

、
ま

ず
は

、
五

感
情

報
伝

達
の

符
号

化
、

デ
ー

タ
フ

ォ
ー

マ
ッ

ト
の

標
準

化
を

、

IT
U

、
IS

O
/
IE

C

（
M

P
E

G
）

、
IE

T
F
、

W
3

C
 
（

W
o
rl
d
 W

id
e
 

W
e
b
 C

o
n

s
o
rt

iu
m

）
に

お

い
て

行
う

こ
と

を
目

指

す
こ

と
と

し
、

感
性

情
報

の
認

知
・

伝
達

に
関

す
る

標
準

化
は

時
期

尚
早

で

あ
る

。
 

 
 

＜
感

性
情

報
認

知
・

伝
達

技
術

関

連
市

場
＞

 

■
国

内
市

場
 

2
0

1
5

年
：

1
0

.8
兆

円
 

2
0

2
0

年
：

2
9

.5
兆

円
 

■
世

界
市

場
 

2
0

1
5

年
：

5
4

兆
円

 

2
0

2
0

年
：

1
4

7
.5

兆
円

 

 

感
性

情
報

認
知

・
伝

達
技

術
は

、

超
臨

場
感

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン

技
術

を
支

え
る

技
術

と
し

て
重

要

で
あ

る
。

ま
た

、
本

技
術

を
コ

ア

と
し

て
、

下
記

の
用

途
が

見
込

ま

れ
る

。
 

 ・
感

情
制

御
 

人
が

気
分

転
換

を
し

た
い

と
き

に
、

そ
の

人
が

い
る

空
間

（
例

え

ば
、

部
屋

）
を

そ
の

気
分

に
あ

っ

た
環

境
に

映
像

・
音

・
五

感
情

報

な
ど

を
制

御
し

て
出

力
す

る
住

宅

（
部

屋
）

。
 

 ・
プ

ロ
の

技
を

学
習

 

プ
ロ

の
身

体
動

作
や

そ
の

場
の

状

況
を

立
体

映
像

、
音

響
、

感
触

情

報
を

利
用

し
て

、
学

習
者

の
身

体

動
作

と
リ

ア
ル

タ
イ

ム
に

比
較

提

示
す

る
サ

ー
ビ

ス
。

 

 ・
感

動
視

聴
率

 

視
聴

率
に

代
わ

り
、

人
が

感
じ

た

感
動

な
ど

を
計

測
す

る
こ

と
で

、

番
組

に
対

す
る

満
足

感
を

計
測

す

る
装

置
。

テ
レ

ビ
番

組
だ

け
で

な

く
、

種
々

の
コ

ン
テ

ン
ツ

サ
ー

ビ

ス
の

評
価

に
利

用
 

可
能

で
あ

る
。

 

 ・
感

情
編

集
サ

ー
ビ

ス
 

コ
ン

テ
ン

ツ
（

映
像

、
音

楽
な

ど
）

に
感

動
（

例
え

ば
、

意
外

性
、

郷

愁
感

な
ど

）
を

与
え

る
 

情
報

を
付

加
す

る
サ

ー
ビ

ス
。

 

 

 
 

・
N

IC
T

、
N

H
K

、
A

T
R

等
に

お
い

て
、

当

該
分

野
の

基
礎

研
究

が
進

め
ら

れ
て

い
る

。

・
「

超
臨

場
感

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
産

学

官
フ

ォ
ー

ラ
ム

」
（

U
R

C
F
）

に
お

い
て

、

IC
T

分
野

だ
け

で
な

く
心

理
・

生
理

学
、

メ

デ
ィ

ア
制

作
等

の
幅

広
い

分
野

か
ら

も
参

加
し

て
い

る
産

学
官

の
会

員
の

協
働

に
よ

り
、

当
該

分
野

の
技

術
開

発
ロ

ー
ド

マ
ッ

プ

や
実

用
化

将
来

ビ
ジ

ョ
ン

を
取

り
ま

と
め

る
と

と
も

に
、

各
会

員
（

N
IC

T
、

N
H

K
、

A
T

R
を

含
む

）
が

開
発

し
た

個
々

の
要

素
技

術
を

統
合

し
ト

ー
タ

ル
シ

ス
テ

ム
を

実
現

し
、

オ
ー

プ
ン

な
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

を
創

出

す
る

こ
と

に
取

り
組

む
。

 

・
立

体
映

像
、

立
体

音
響

、
そ

の
他

の
五

感

情
報

を
圧

縮
・

伝
送

す
る

た
め

の
符

号
化

技

術
を

研
究

す
る

に
あ

た
っ

て
は

、
U

R
C

F
は

「
次

世
代

IP
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
推

進
フ

ォ
ー

ラ
ム

」
、

「
新

世
代

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

推
進

フ

ォ
ー

ラ
ム

」
等

と
連

携
・

リ
エ

ゾ
ン

を
図

る
。

 感
性

情
報

認
知

・
伝

達
技

術
の

国
内

の
主

要
な

研
究

主
体

は
、

N
IC

T
（

官
）

、
A

T
R

（
産

）
、

東
京

大
学

（
学

）
、

早
稲

田
大

学

（
学

）
で

あ
る

。
し

か
し

、
当

該
技

術
の

研

究
を

進
め

る
に

あ
た

っ
て

は
、

心
理

・
生

理

学
の

分
野

だ
け

で
な

く
、

IC
T

関
連

技
術

や

メ
デ

ィ
ア

制
作

等
の

幅
広

い
分

野
か

ら
の

議
論

が
必

要
で

あ
り

、
2

0
0

7
年

3
月

に

「
超

臨
場

感
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

産
学

官
フ

ォ
ー

ラ
ム

」
（

U
R

C
F
）

を
設

立
し

、

IC
T

分
野

だ
け

で
な

く
心

理
・

生
理

学
、

メ

デ
ィ

ア
制

作
等

の
幅

広
い

分
野

か
ら

も
参

加
し

て
当

該
分

野
の

技
術

開
発

ロ
ー

ド
マ

ッ
プ

や
実

用
化

将
来

ビ
ジ

ョ
ン

を
取

り
ま

と
め

て
い

る
。

ま
た

、
各

会
員

が
開

発
し

た

個
々

の
要

素
技

術
を

も
ち

よ
り

、
人

が
ど

の

よ
う

に
臨

場
感

を
感

じ
た

か
な

ど
の

感

情
・

感
性

情
報

を
客

観
的

に
評

価
で

き
る

環

境
を

構
築

す
る

な
ど

、
オ

ー
プ

ン
な

イ
ノ

ベ

ー
シ

ョ
ン

を
創

出
す

る
こ

と
に

も
取

り
組

ん
で

い
る

。
さ

ら
に

、
人

が
快

適
に

感
じ

る

た
め

に
は

、
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
パ

ラ
メ

ー
タ

（
遅

延
、

ジ
ッ

タ
、

パ
ケ

ロ
ス

な
ど

）
の

制

御
が

必
要

に
な

る
と

考
え

ら
れ

、
「

次
世

代

IP
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
推

進
フ

ォ
ー

ラ
ム

」
、

「
新

世
代

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

推
進

フ
ォ

ー
ラ

ム
」

等
と

連
携

・
リ

エ
ゾ

ン
を

図
る

必
要

が

あ
る

。
 

・
U

R
C

F
が

海
外

の
当

該
分

野
の

推
進

団

体
と

連
携

・
リ

エ
ゾ

ン
す

る
こ

と
に

よ

り
、

国
内

外
の

関
係

主
体

に
お

け
る

情
報

の
共

有
や

国
際

標
準

化
の

協
力

を
図

る
。

・
U

R
C

F
が

国
際

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

を
開

催

す
る

こ
と

を
通

じ
て

、
国

内
の

研
究

成
果

を
海

外
に

発
信

す
る

。
 

 感
性

情
報

認
知

・
伝

達
技

術
に

係
る

国

際
標

準
化

や
情

報
共

有
を

行
う

た
め

に

は
、

当
該

技
術

に
係

る
主

要
な

海
外

の
研

究
機

関
と

の
連

携
が

有
効

で
あ

る
。

現

状
､
当

該
技

術
に

お
け

る
海

外
と

の
連

携

体
制

は
、

大
学

や
研

究
機

関
の

研
究

者
が

個
別

に
行

っ
て

お
り

、
情

報
共

有
や

標
準

化
に

向
け

た
協

力
体

制
と

し
て

は
不

十

分
で

あ
る

。
日

本
に

は
当

該
技

術
を

カ
バ

ー
す

る
産

学
官

フ
ォ

ー
ラ

ム
が

設
立

さ

れ
て

お
り

、
今

後
は

、
国

際
標

準
化

へ
の

協
力

や
国

内
で

の
外

国
で

の
研

究
状

況

に
関

す
る

情
報

共
有

な
ど

の
観

点
か

ら
、

こ
の

フ
ォ

ー
ラ

ム
を

通
し

て
、

海
外

と
の

連
携

を
行

う
こ

と
が

有
効

で
あ

る
。

な

お
、

主
な

海
外

の
パ

ー
ト

ナ
ー

と
し

て
、

ド
イ

ツ
の

M
a
x
 P

la
n

c
k

研
究

協
会

が

考
え

ら
れ

る
。
 

 
 

 
○

臨
場

感
の

感
性

的
要

因
の

解
明

 

 
プ

ロ
カ

メ
ラ

マ
ン

、
効

果
音

制
作

者
、

ア
ロ

マ
セ

ラ
ピ

ス
ト

な
ど

の
専

門
家

の
卓

越
し

た
技

・
感

性
・

知
識

の
収

集
・

分
析

、
臨

場
感

の
感

性
的

要
因

の
解

明
 

2
0

1
5

年
：

五
感

の
プ

ロ
（

映
像

製
作

家
、

効
果

音
製

作
家

、
調

香
師

、
ソ

ム
リ

エ
な

ど
）

が
持

つ
感

性

に
関

連
す

る
専

門
的

知
識

、
職

人
的

技
能

、
経

験
を

収
集

し
、

知
識

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

と
し

て
蓄

積
。

 

2
0

2
0

年
：

知
識

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

に
基

づ
き

、
情

感
（

驚
き

、
快

適
さ

、
集

中
度

合
い

）
、

暗
黙

知
、

雰

囲
気

等
の

臨
場

感
の

基
と

な
る

感
性

情
報

を
ブ

レ
イ

ク
ダ

ウ
ン

し
た

上
で

、
個

々
の

感
性

情
報

を
認

知
し

て
い

る
状

態
を

客
観

的
に

定
義

す
る

。
五

感
刺

激
に

伴
う

人
間

の
感

性
情

報
の

認
知

を
判

定
す

る
技

術
を

実
現

し
、

五
感

情
報

と
感

性
情

報
と

の
相

関
を

解
明

す
る

こ
と

に
よ

り
、

感
性

情
報

を
体

系
化

す
る

。
 

世
界

的
に

見
て

も
、

感
性

情

報
の

研
究

は
黎

明
期

に
あ

り
、

体
系

立
て

た
研

究
は

実
施

さ
れ

て
い

な
い

。
 

○
 

制
作

現
場

な
ど

で
、

職

人
的

技
能

や
経

験
に

基

づ
き

、
独

自
に

感
性

的
な

分
析

、
対

応
が

行
な

わ
れ

て
い

る
。

研
究

と
し

て
、

感
性

メ
カ

ニ
ズ

ム
に

関

し
て

体
系

的
に

実
施

さ

れ
て

い
る

も
の

は
な

い
。

基
礎

 
○

 

人
が

感
じ

る
感

性
的

要
因

は
映

像
、
音

、
香

り
、

触
覚

な
ど

の
五

感
情

報

と
強

く
結

び
つ

い
て

お

り
、

こ
れ

ら
の

五
感

情
報

が
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

介

し
て

流
通

さ
せ

る
た

め

に
は

イ
ン

タ
オ

ペ
ラ

ビ

リ
テ

ィ
確

保
が

必
要

で

あ
る

。
そ

の
た

め
に

、

IT
U

、
IS

O
/
IE

C

（
M

P
E

G
）

、
IE

T
F
、

W
3

C
 
（

W
o
rl
d
 W

id
e
 

W
e
b
 C

o
n

s
o
rt

iu
m

）
に

お

難
 

3
5

億
円

 

（
2

0
0

8
～

 

2
0

2
0

）

独
法

、
大

学
、

民
間

 

国
 

臨
場

感
の

感
性

的
要

因
の

解
明

に
関

す

る
国

内
の

主
要

な
研

究
主

体
は

、
N

IC
T

（
官

）
、

A
T

R
（

産
）

、
早

稲
田

大
学

（
学

）

で
あ

る
。

し
か

し
、

当
該

技
術

の
研

究
を

進

め
る

に
あ

た
っ

て
は

、
心

理
・

生
理

学
の

分

野
だ

け
で

な
く

、
IC

T
関

連
技

術
や

メ
デ

ィ

ア
制

作
等

の
幅

広
い

分
野

か
ら

の
議

論
が

必
要

で
あ

り
、

2
0

0
7

年
3

月
に

「
超

臨

場
感

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
産

学
官

フ
ォ

ー
ラ

ム
」

（
U

R
C

F
）

を
設

立
し

、
IC

T
分

野
だ

け
で

な
く

心
理

・
生

理
学

、
メ

デ
ィ

ア

制
作

等
の

幅
広

い
分

野
か

ら
も

参
加

し
て

当
該

分
野

の
技

術
開

発
ロ

ー
ド

マ
ッ

プ
や

実
用

化
将

来
ビ

ジ
ョ

ン
を

取
り

ま
と

め
て

い
る

。
さ

ら
に

、
ユ

ー
ザ

が
感

じ
て

い
る

感

臨
場

感
の

感
性

的
要

因
の

解
明

に
係

る
情

報
共

有
を

行
う

た
め

に
は

、
当

該
技

術
に

係
る

主
要

な
海

外
の

研
究

機
関

と

の
連

携
が

有
効

で
あ

る
。

現
状

､
当

該
技

術
に

お
け

る
海

外
と

の
連

携
体

制
は

、
ほ

と
ん

ど
無

い
の

が
実

情
で

あ
る

。
し

か

し
、

日
本

に
は

当
該

技
術

を
カ

バ
ー

す
る

産
学

官
フ

ォ
ー

ラ
ム

が
設

立
さ

れ
て

お

り
、

今
後

は
、

国
際

標
準

化
へ

の
協

力
や

国
内

で
の

外
国

で
の

研
究

状
況

に
関

す

る
情

報
共

有
な

ど
の

観
点

か
ら

、
こ

の
フ

ォ
ー

ラ
ム

を
通

し
て

、
海

外
と

の
連

携
を

行
う

こ
と

が
有

効
で

あ
る

。
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い
て

、
香

り
情

報
の

符
号

化
方

式
、

デ
ー

タ
フ

ォ
ー

マ
ッ

ト
の

標
準

化
を

目

指
す

。
た

だ
し

、
世

界
的

に
み

て
も

感
性

に
関

す

る
研

究
は

黎
明

期
で

あ

り
、

標
準

化
は

時
期

尚
早

で
あ

る
。

 

情
を

計
測

・
分

析
す

る
た

め
に

は
、

産
業

界

に
お

い
て

実
際

に
映

像
制

作
、

音
響

効
果

制

作
、

調
香

師
な

ど
プ

ロ
フ

ェ
ッ

シ
ョ

ナ
ル

な

人
と

の
連

携
が

必
要

で
あ

る
。
 

 
 

 
○

臨
場

感
定

量
評

価
技

術
 

ユ
ー

ザ
が

感
じ

て
い

る
臨

場
感

の
定

量
化

技
術

（
脳

活
動

計
測

、
生

体
信

号
測

定
、

心
理

物
理

実
験

等
に

よ
る

客
観

的
数

値
化

と
、

ア
ン

ケ
ー

ト
等

に
よ

る
主

観
的

数
値

化
）

、
超

臨
場

感
シ

ス
テ

ム
が

も
た

ら
す

マ

イ
ナ

ス
面

（
人

間
へ

の
負

荷
・

障
害

）

に
対

す
る

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

策
定

 

 

2
0

1
5

年
：

脳
活

動
計

測
等

に
よ

り
、

静
止

し
た

オ
ブ

ジ
ェ

ク
ト

の
空

間
的

要
素

（
立

体
感

・
質

感
・

包

囲
感

な
ど

）
に

対
す

る
各

感
性

情
報

及
び

個
々

の
感

性
情

報
を

総
合

し
た

臨
場

感
を

客
観

的
か

つ
定

量
的

に
評

価
す

る
手

法
の

実
現

。
 

2
0

2
0

年
：

脳
活

動
計

測
等

に
よ

り
、

静
止

し
た

オ
ブ

ジ
ェ

ク
ト

に
対

す
る

五
感

情
報

と
感

性
情

報
と

の

相
関

を
客

観
的

か
つ

定
量

的
に

評
価

す
る

手
法

の
実

現
。

五
感

情
報

と
感

性
情

報
と

の
相

関
の

分
析

・
評

価
に

基
づ

く
、

共
感

覚
感

受
メ

カ
ニ

ズ
ム

の
科

学
的

解
明

。
 

2
0

2
5

年
：

移
動

す
る

オ
ブ

ジ
ェ

ク
ト

の
時

間
的

要
素

（
動

感
・

同
時

感
な

ど
）

に
対

す
る

各
感

性
情

報

及
び

個
々

の
感

性
情

報
を

総
合

し
た

臨
場

感
を

客
観

的
か

つ
定

量
的

に
評

価
す

る
手

法
の

実

現
。

同
手

法
に

よ
り

、
人

間
の

動
作

に
対

し
イ

ン
タ

ラ
ク

テ
ィ

ブ
に

反
応

す
る

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
シ

ス
テ

ム
に

お
い

て
、

入
力

動
作

と
そ

れ
に

対
す

る
シ

ス
テ

ム
の

反
応

と
の

間
の

自
然

さ
、

リ
ア

ル
さ

の
評

価
を

実
現

。
視

聴
覚

情
報

を
含

む
五

感
情

報
と

感
性

情
報

と
を

統
合

的
に

提
示

す
る

に
あ

た
っ

て
の

マ
イ

ナ
ス

面
等

を
踏

ま
え

た
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
の

策
定

。
 

世
界

的
に

見
て

も
、

感
性

情

報
の

研
究

は
黎

明
期

に
あ

り
、

体
系

立
て

た
研

究
は

実
施

さ
れ

て
い

な
い

。
 

○
 

五
感

情
報

に
つ

い
て

の
脳

活
動

計
測

に
よ

る

定
量

化
技

術
は

研
究

さ

れ
て

い
る

が
、

感
性

情
報

に
つ

い
て

の
同

様
な

研

究
は

未
着

手
。

 

基
礎

 
○

 

ユ
ー

ザ
に

与
え

る
影

響
等

を
調

べ
る

た
め

、
人

が
感

じ
る

臨
場

感
を

評

価
す

る
方

式
を

標
準

化

し
、

共
通

し
た

指
標

の
も

と
で

検
討

す
る

必
要

が

あ
る

。
そ

の
た

め
、

IT
U

、

IS
O

/
IE

C
（

M
P

E
G

）
に

お
い

て
、

五
感

情
報

と
感

性
情

報
に

係
る

評
価

方

式
の

標
準

化
を

目
指

す
。

た
だ

し
、

現
時

点
で

は
感

性
情

報
の

研
究

は
黎

明

期
で

あ
り

、
標

準
化

は
時

期
尚

早
で

あ
る

。
 

難
 

5
0

億
円

 

（
2

0
0

8
～

 

2
0

2
5

）

独
法

、
大

学
、

民
間

 

国
 

臨
場

感
定

量
評

価
技

術
の

国
内

の
主

要

な
研

究
主

体
は

、
N

IC
T（

官
）
、
A

T
R（

産
）
、

早
稲

田
大

学
（

学
）

で
あ

る
。

し
か

し
、

当

該
技

術
の

研
究

を
進

め
る

に
あ

た
っ

て
は

、

心
理

・
生

理
学

の
分

野
だ

け
で

な
く

、
IC

T

関
連

技
術

や
メ

デ
ィ

ア
制

作
等

の
幅

広
い

分
野

か
ら

の
議

論
が

必
要

で
あ

り
、

2
0

0
7

年
3

月
に
「

超
臨

場
感

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
産

学
官

フ
ォ

ー
ラ

ム
」

（
U

R
C

F
）

を
設

立
し

、
IC

T
分

野
だ

け
で

な
く

心
理

・
生

理

学
、

メ
デ

ィ
ア

制
作

等
の

幅
広

い
分

野
か

ら

も
参

加
し

て
当

該
分

野
の

技
術

開
発

ロ
ー

ド
マ

ッ
プ

や
実

用
化

将
来

ビ
ジ

ョ
ン

を
取

り
ま

と
め

て
い

る
。

ま
た

、
各

会
員

が
開

発

し
た

個
々

の
要

素
技

術
を

も
ち

よ
り

、
人

が

ど
の

よ
う

に
臨

場
感

を
感

じ
た

か
な

ど
の

感
情

・
感

性
情

報
を

客
観

的
に

評
価

で
き

る

環
境

を
構

築
す

る
な

ど
、

オ
ー

プ
ン

な
イ

ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
を

創
出

す
る

こ
と

に
も

取
り

組
ん

で
い

る
。

さ
ら

に
、

人
が

快
適

に
感

じ

る
た

め
に

は
、

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

パ
ラ

メ
ー

タ

（
遅

延
、

ジ
ッ

タ
、

パ
ケ

ロ
ス

な
ど

）
の

制

御
が

必
要

に
な

る
と

考
え

ら
れ

、
「

次
世

代

IP
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
推

進
フ

ォ
ー

ラ
ム

」
、

「
新

世
代

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

推
進

フ
ォ

ー
ラ

ム
」

等
と

連
携

・
リ

エ
ゾ

ン
を

図
る

必
要

が

あ
る

。
 

臨
場

感
定

量
評

価
技

術
に

係
る

国
際

標
準

化
へ

の
協

力
や

情
報

共
有

を
行

う

た
め

に
は

、
当

該
技

術
に

係
る

主
要

な
海

外
の

研
究

機
関

と
の

連
携

が
有

効
で

あ

る
。

現
状

､
当

該
技

術
に

お
け

る
海

外
と

の
連

携
体

制
は

、
ほ

と
ん

ど
無

い
の

が
実

情
で

あ
る

。
し

か
し

、
日

本
に

は
当

該
技

術
を

カ
バ

ー
す

る
産

学
官

フ
ォ

ー
ラ

ム

が
設

立
さ

れ
て

お
り

、
今

後
は

、
国

際
標

準
化

へ
の

協
力

や
国

内
で

の
外

国
で

の

研
究

状
況

に
関

す
る

情
報

共
有

な
ど

の

観
点

か
ら

、
こ

の
フ

ォ
ー

ラ
ム

を
通

し

て
、

海
外

と
の

連
携

を
行

う
こ

と
が

有
効

で
あ

る
。
 

 
 

 
○

超
臨

場
感

イ
ン

タ
フ

ェ
ー

ス
技

術
 臨

場
感

を
あ

り
の

ま
ま

に
感

じ

か
つ

伝
え

る
た

め
の

、
人

間
の

機
能

と
感

性
と

調
和

し
た

臨
場

感
の

ユ

ー
ザ

ー
イ

ン
タ

フ
ェ

ー
ス

技
術

、
臨

場
感

の
体

感
品

質
（

Q
u

a
lit

y 
o
f 

E
x
p
e
ri
e
n

c
e
）

の
評

価
技

術
 

2
0

1
5

年
：

ユ
ー

ザ
ー

イ
ン

タ
フ

ェ
ー

ス
を

介
し

た
臨

場
感

の
体

感
品

質
（

Q
u

a
lit

y 
o
f 

E
x
p
e
ri
e
n

c
e
 

（
Q

o
E

）
）

を
、

人
間

の
感

性
情

報
に

対
す

る
認

知
特

性
に

基
づ

き
、

評
価

す
る

手
法

を
実

現
。

 

2
0

2
0

年
：

五
感

情
報

の
提

示
と

同
時

に
、

感
性

情
報

を
効

果
的

に
提

示
す

る
技

術
の

実
現

。
人

間
の

機

能
（

五
感

に
基

づ
く

形
式

知
を

扱
う

能
力

）
と

感
性

（
五

感
を

超
え

る
感

覚
（

情
感

、
暗

黙
知

等
）
を

扱
う

能
力

）
の

調
和

に
基

づ
い

た
イ

ン
タ

フ
ェ

ー
ス

の
シ

ス
テ

ム
要

件
を

取
り

ま
と

め
。
 

2
0

2
5

年
：

人
間

の
機

能
と

感
性

の
調

和
に

基
づ

い
た

イ
ン

タ
フ

ェ
ー

ス
の

試
作

。
 

世
界

的
に

見
て

も
、

感
性

情

報
の

研
究

は
黎

明
期

に
あ

り
、

体
系

立
て

た
研

究
は

実
施

さ
れ

て
い

な
い

。
 

○
 

ユ
ニ

バ
ー

サ
ル

デ
ザ

イ
ン

、
Q

o
E

と
い

う
観

点
か

ら
、

感
性

の
研

究
が

着
手

さ
れ

た
と

こ
ろ

。
体

系
立

て
た

研
究

は
実

施

さ
れ

て
い

な
い

。
 

基
礎

 
○

 

人
が

感
じ

る
臨

場
感

は
映

像
、

音
、

香
り

、
触

覚
な

ど
の

五
感

情
報

と

強
く

結
び

つ
い

て
お

り
、

こ
れ

ら
の

五
感

情
報

が

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
介

し

て
流

通
さ

せ
る

た
め

に

は
イ

ン
タ

オ
ペ

ラ
ビ

リ

テ
ィ

確
保

が
必

要
で

あ

る
。

そ
の

た
め

に
、

IT
U

、

IS
O

/
IE

C
（

M
P

E
G

）
、

IE
T

F
、

W
3

C
 
（

W
o
rl
d

 

W
id

e
 W

e
b
 C

o
n

s
o
rt

iu
m

）

に
お

い
て

、
香

り
情

報
の

符
号

化
方

式
、

デ
ー

タ
フ

ォ
ー

マ
ッ

ト
の

標
準

化

を
目

指
す

。
た

だ
し

、
世

界
的

に
み

て
も

感
性

に

関
す

る
研

究
は

黎
明

期

で
あ

り
、

標
準

化
は

時
期

尚
早

で
あ

る
。

 

難
 

 

1
5

0
億

円
 

（
2

0
0

8
～

 

2
0

2
5

）

独
法

、
大

学
、

民
間

 

国
 

超
臨

場
感

イ
ン

タ
フ

ェ
ー

ス
技

術
の

国

内
の

主
要

な
研

究
主

体
は

、
N

IC
T

（
官

）
、

A
T

R
（

産
）

で
あ

る
。

し
か

し
、

当
該

技
術

の
研

究
を

進
め

る
に

あ
た

っ
て

は
、

心
理

・

生
理

学
の

分
野

だ
け

で
な

く
、

IC
T

関
連

技

術
や

メ
デ

ィ
ア

制
作

等
の

幅
広

い
分

野
か

ら
の

議
論

が
必

要
で

あ
り

、
2

0
0

7
年

3

月
に

「
超

臨
場

感
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

産

学
官

フ
ォ

ー
ラ

ム
」

（
U

R
C

F
）

を
設

立
し

、

IC
T

分
野

だ
け

で
な

く
心

理
・

生
理

学
、

メ

デ
ィ

ア
制

作
等

の
幅

広
い

分
野

か
ら

も
参

加
し

て
当

該
分

野
の

技
術

開
発

ロ
ー

ド
マ

ッ
プ

や
実

用
化

将
来

ビ
ジ

ョ
ン

を
取

り
ま

と
め

て
い

る
。

ま
た

、
各

会
員

が
開

発
し

た

個
々

の
要

素
技

術
を

も
ち

よ
り

、
人

が
ど

の

よ
う

に
臨

場
感

を
感

じ
た

か
な

ど
の

感

情
・

感
性

情
報

を
客

観
的

に
評

価
で

き
る

環

境
を

構
築

す
る

な
ど

、
オ

ー
プ

ン
な

イ
ノ

ベ

ー
シ

ョ
ン

を
創

出
す

る
こ

と
に

も
取

り
組

ん
で

い
る

。
さ

ら
に

、
人

が
快

適
に

感
じ

る

た
め

に
は

、
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
パ

ラ
メ

ー
タ

（
遅

延
、

ジ
ッ

タ
、

パ
ケ

ロ
ス

な
ど

）
の

制

御
、

 

新
た

な
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
制

御
技

術
が

必
要

に
な

る
と

考
え

ら
れ

、
「

次
世

代
IP

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

推
進

フ
ォ

ー
ラ

ム
」

、
「

新
世

代

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

推
進

フ
ォ

ー
ラ

ム
」

等
と

連

携
・

リ
エ

ゾ
ン

を
図

る
必

要
が

あ
る

。
 

超
臨

場
感

イ
ン

タ
フ

ェ
ー

ス
技

術
に

係
る

国
際

標
準

化
へ

の
協

力
や

情
報

共

有
を

行
う

た
め

に
は

、
当

該
技

術
に

係
る

主
要

な
海

外
の

研
究

機
関

と
の

連
携

が

有
効

で
あ

る
。

現
状

､
当

該
技

術
に

お
け

る
海

外
と

の
連

携
体

制
は

、
ほ

と
ん

ど
無

い
の

が
実

情
で

あ
る

。
し

か
し

、
日

本
に

は
当

該
技

術
を

カ
バ

ー
す

る
産

学
官

フ

ォ
ー

ラ
ム

が
設

立
さ

れ
て

お
り

、
今

後

は
、

国
際

標
準

化
へ

の
協

力
や

国
内

で
の

外
国

で
の

研
究

状
況

に
関

す
る

情
報

共

有
な

ど
の

観
点

か
ら

、
こ

の
フ

ォ
ー

ラ
ム

を
通

し
て

、
海

外
と

の
連

携
を

行
う

こ
と

が
有

効
で

あ
る

。
 

 

60



 
 

研
究

開
発
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
 

概
要

・
主

な
研

究
開

発
要

素
 

研
究

開
発

目
標
 

海
外

の
研

究
動

向
 

日
本

の
 

研
究

開
発

水
準
 

現
在

の
 

研
究

段
階
 

国
際

標
準

化
 

の
重

要
度
 

研
究

開
発

要
素

の
技

術
的
 

難
易

度
 

研
究

開
発

に

必
要

な
資

金
 

（
概

算
）
 

将
来

の
市

場
規

模
 

（
予

測
）
 

推
進

主
体
 

推
進

方
策

研
究

開

発
主

体
 

資
金

提

供
主

体
 

産
学

官
の

連
携
 

国
際

連
携

方
策
 

地
球

環
境

保
全

（
地

球
温

暖
化

対
策

技

術
）

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

●
エ

コ
ド

ラ
イ

ブ
技

術
 

自
動

運
転

等
に

よ
り

、
目

的
地

を
入

力

す
る

と
最

少
の

エ
ネ

ル
ギ

ー
で

目
的

地

に
到

着
で

き
る

技
術

 

2
0

1
5

年
：

制
御

（
予

知
・

判
断

）
技

術
の

確
立

 

2
0

2
0

年
：

自
動

運
転

技
術

の
確

立
 

2
0

3
0

年
：

各
種

交
通

手
段

・
個

人
移

動
の

連
携

に
よ

る
シ

ー
ム

レ
ス

で
安

全
快

適
か

つ
環

境
負

荷
最

小
の

モ
ビ

リ
テ

ィ
技

術
の

確
立

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
○

車
両

制
御

技
術

 

渋
滞

・
故

障
・

事
故

な
ど

を
事

前

に
予

知
、

予
測

、
判

断
し

、
環

境
負

荷
最

小
か

つ
安

全
・

快
適

な
運

転
を

実
現

す
る

走
行

制
御

技
術

 

2
0

1
5

年
：

自
動

車
内

に
各

種
セ

ン
サ

ー
が

配
備

さ
れ

、
故

障
・

事
故

の
予

知
、

判
断

が
で

き
る

シ
ス

テ
ム

の
技

術
の

確
立

 

2
0

3
0

年
：

C
O

2
排

出
削

減
、

安
全

、
快

適
に

最
適

な
各

種
公

共
交

通
・

個
人

移
動

手
段

が

連
携

し
、

シ
ー

ム
レ

ス
な

モ
ビ

リ
テ

ィ
を

確
保

（
次

世
代

移
動

体
開

発
、

モ
ビ

リ

テ
ィ

・
ミ

ッ
ク

ス
、

電
気

エ
ネ

ル
ギ

ー
車

両
プ

ラ
ン

ト
等

）
 

自
律

系
に

よ
る

追
従

走
行

の
開

発
競

争

状
態

。
 

◎
 

ト
ッ

プ
ク

ラ
ス

の
技

術
に

つ
い

て
米

国
、

欧
州

と
競

合
。

 

開
発

／
実

用
◎

 

 

難
 

 
具

体
的

な
数

値
は

算
出

で
き

な

い
が

、
社

会
経

済
へ

の
波

及
効

果

は
大

き
い

。
 

民
間

 
国

（
一

部
）

 

民
間

・
研

究
機

関
が

共
同

で
研

究
開

発

を
行

う
こ

と
が

望
ま

し
い

。
 

国
際

的
な

優
位

性
確

保
に

向
け

て
戦

略

的
に

連
携

を
図

る
必

要
が

あ
る

。
 

 

 
 

 
○

自
動

運
転

技
術

 

目
的

地
に

自
動

で
到

達
可

能
な

環
境

負
荷

最
小

か
つ

安
全

・
快

適
な

自
動

運
転

を
実

現
す

る
た

め
の

セ

ン
サ

ー
、

車
車

間
通

信
技

術
 

2
0

2
0

年
：

目
的

地
を

入
力

す
る

と
自

動
運

転
で

目
的

地
に

到
達

で
き

る
シ

ス
テ

ム
の

技
術

の
確

立
 

2
0

3
0

年
：

C
O

2
排

出
削

減
、

安
全

、
快

適
に

最
適

な
各

種
公

共
交

通
・

個
人

移
動

手
段

が

連
携

し
、

シ
ー

ム
レ

ス
な

モ
ビ

リ
テ

ィ
を

確
保

（
次

世
代

移
動

体
開

発
、

モ
ビ

リ

テ
ィ

・
ミ

ッ
ク

ス
、

電
気

エ
ネ

ル
ギ

ー
車

両
プ

ラ
ン

ト
等

）
 

米
国

は
軍

事
目

的
で

完
全

自
動

制
御

。
ロ

ボ
ッ

ト
カ

ー
等

を
技

術
開

発
。

 

○
 

ロ
ボ

ッ
ト

・
自

動
制

御

等
ト

ッ
プ

ク
ラ

ス
の

技

術
に

つ
い

て
米

国
と

競

合
。

 

開
発

 
◎

 

 

難
 

 
民

間
、

大

学
 

国
（

一

部
）

 

民
間

・
大

学
・

研
究

機
関

が
共

同
で

研

究
開

発
を

行
う

こ
と

が
望

ま
し

い
。

 

国
際

的
な

優
位

性
確

保
に

向
け

て
戦

略

的
な

連
携

（
国

際
コ

ン
ペ

実
施

）
と

競
争

原

理
の

導
入

を
図

る
。
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研
究

開
発
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
 

概
要

・
主

な
研

究
開

発
要

素
 

研
究

開
発

目
標
 

海
外

の
研

究
動

向
 

日
本

の
 

研
究

開
発

水
準
 

現
在

の
 

研
究

段
階
 

国
際

標
準

化
 

の
重

要
度
 

研
究

開
発

要
素

の
技

術
的
 

難
易

度
 

研
究

開
発

に

必
要

な
資

金
 

（
概

算
）
 

将
来

の
市

場
規

模
 

（
予

測
）
 

推
進

主
体
 

推
進

方
策

研
究

開

発
主

体
 

資
金

提

供
主

体
 

産
学

官
の

連
携
 

国
際

連
携

方
策
 

地
球

環
境

保
全

（
地

球
温

暖
化

対
策

技

術
）

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

●
高

度
ド

ラ
イ

ブ
レ

コ
ー

ダ
技

術
 

車
両

等
の

運
転

に
お

け
る

高
精

度
・

広

範
囲

な
映

像
デ

ー
タ

を
収

集
す

る
技

術
 

2
0

1
5

年
：

高
精

度
・

広
範

囲
な

映
像

デ
ー

タ
が

各
種

制
御

機
器

と
連

動
し

て
収

集
さ

れ
、

必
要

に
応

じ
て

リ
ア

ル
タ

イ
ム

に
デ

ー
タ

通
信

さ
れ

る
技

術
の

普
及

 

 
○

 
開

発
／

実
用

 
◎

 

国
際

商
品

と
し

て
の

車
に

搭
載

す

る
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ

ソ
フ

ト
の

取
り

組

み
が

必
要

で
あ

る
。

 

標
準

 
 

国
内

7
5

0
0

万
台

市
場

に
お

い

て
本

技
術

に
活

用
が

期
待

さ
れ

る
。

（
特

に
ト

ラ
ッ

ク
・

タ
ク

シ

ー
等

業
務

用
市

場
で

有
望

）
 

研
究

機

関
 

国
 

産
学

官
が

連
携

し
て

、
社

会
的

要
請

を
踏

ま
え

た
社

会
制

度
・

仕
組

み
作

り
を

行
う

べ

き
で

あ
る

。
 

国
際

標
準

化
活

動
に

向
け

国
際

連
携

を
図

る

必
要

が
あ

る
。
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研
究

開
発
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
 

概
要

・
主

な
研

究
開

発
要

素
 

研
究

開
発

目
標
 

海
外

の
研

究
動

向
 

日
本

の
 

研
究

開
発

水
準
 

現
在

の
 

研
究

段
階
 

国
際

標
準

化
 

の
重

要
度
 

研
究

開
発

要
素

の
技

術
的
 

難
易

度
 

研
究

開
発

に

必
要

な
資

金

（
概

算
）

将
来

の
市

場
規

模
 

（
予

測
）
 

推
進

主
体
 

推
進

方
策

研
究

開

発
主

体
 

資
金

提

供
主

体
 

産
学

官
の

連
携
 

国
際

連
携

方
策
 

地
球

環
境

保
全

（
地

球
温

暖
化

対
策

技

術
）

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

●
可

視
光

通
信

技
術

 

低
消

費
電

力
な

L
E

D
/
有

機
E

L
照

明

な
ど

の
環

境
光

を
活

用
し

て
IC

T
イ

ン

フ
ラ

に
お

い
て

も
低

消
費

電
力

ワ
イ

ヤ

レ
ス

ア
ク

セ
ス

を
提

供
す

る
技

術
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

可
視

光
通

信
コ

ン
ソ

ー
シ

ア
ム

等
の

既
存

の
連

携
組

織
を

活
用

し
、

産
学

官
が

地
球

温
暖

化
対

策
に

協
調

し
て

取
り

組

む
。

 

産
学

に
お

い
て

開
発

を
進

め
つ

つ
、

官

で
普

及
を

後
押

し
す

る
。

 

 

韓
国

及
び

中
国

等
と

の
連

携
す

る
こ

と
が

必
要

で
あ

る
。

 

 
 

 
○

L
E

D
/
有

機
E

L
照

明
高

効
率

変

調
技

術
 

 
照

明
や

自
然

光
な

ど
環

境
光

を

変
調

し
、

通
信

の
た

め
の

エ
ネ

ル
ギ

ー
消

費
を

抑
制

す
る

技
術

 

2
0

1
0

年
：

照
明

装
置

対
応

変
調

技
術

 

2
0

2
0

年
：

変
調

電
力

適
応

化
技

術
 

 
 

 
 

 
環

境
光

利
用

(反
射

)型
可

視
光

通
信

技
術

 

2
0

3
0

年
：

量
子

レ
ベ

ル
の

超
低

電
力

、
高

速
変

調
技

術
 

韓
国

が
国

研
を

含
め

て
注

力

し
て

い
る

。
 

◎
 

デ
バ

イ
ス

及
び

方
式

技
術

で
先

行
し

て
い

る
。

開
発

 
◎

 
標

準
 

3
0

億
円

 

（
2

0
1

0
 

～
2

0
1

5
）

＜
L
E

D
照

明
、

有
機

E
L
照

明
市

場
＞

 

■
国

内
市

場
 

2
0

1
5

年
：

1
兆

円
 

大
学

、
民

間
 

国
 

 
 

 
○

低
消

費
電

力
可

視
光

受
信

技
術

 

 
環

境
光

を
媒

体
と

し
て

伝
送

さ

れ
る

情
報

を
受

信
す

る
技

術
 

2
0

1
0

年
：

照
明

装
置

対
応

受
信

技
術

 

2
0

2
0

年
：

電
力

適
応

化
対

応
受

信
技

術
 

 
 

 
 

 
可

視
光

イ
メ

ー
ジ

セ
ン

サ
通

信
 

2
0

3
0

年
：

量
子

検
出

に
よ

る
高

速
、

高
効

率
受

信
技

術
 

 
韓

国
が

国
研

を
含

め
て

注
力

し
て

い
る

。
 

◎
 

デ
バ

イ
ス

及
び

方
式

技
術

で
先

行
し

て
い

る
。

開
発

 
◎

 
標

準
 

大
学

、
民

間
 

国
 

 
 

 
○

太
陽

電
池

利
用

可
視

光
端

末
起

動
技

術
 

環
境

光
を

利
用

し
て

情
報

端
末

を
動

作
さ

せ
る

技
術

 

2
0

1
0

年
：

低
速

起
動

技
術

 

 
 

 
 

 
２

次
電

池
を

利
用

し
蓄

電
し

た
電

力
で

端
末

を
作

動
さ

せ
る

技
術

 

2
0

2
0

年
：

瞬
時

起
動

技
術

 

 
 

 
 

 
光

発
電

と
消

費
電

力
が

均
衡

し
蓄

電
せ

ず
に

端
末

を
常

時
作

動
さ

せ
る

技
術

 

2
0

3
0

年
：

量
子

技
術

に
対

応
し

た
高

性
能

端
末

動
作

技
術

 

C
P

U
メ

ー
カ

ー
を

中
心

に

超
低

消
費

電
力

化
を

推
進

し
て

い
る

 

○
 

基
礎

段
階

で
あ

る
。

基
礎

 
◎

 
や

や
難

 
 

＜
M

o
b
ile

 I
n

te
rn

e
t 

D
e
v
ic

e
用

C
P

U
の

市
場

規
模

＞
 

■
世

界
市

場
 

2
0

1
3

年
：

1
0

0
億

米
ド

ル
 

大
学

、
民

間
 

国
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研
究

開
発
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
 

概
要

・
主

な
研

究
開

発
要

素
 

研
究

開
発

目
標
 

海
外

の
研

究
動

向
 

日
本

の
 

研
究

開
発

水
準

現
在

の
 

研
究

段
階
 

国
際

標
準

化
 

の
重

要
度
 

研
究

開
発

要
素

の
技

術
的
 

難
易

度
 

研
究

開
発

に

必
要

な
資

金

（
概

算
）
 

将
来

の
市

場
規

模
 

（
予

測
）
 

推
進

主
体
 

推
進

方
策

研
究

開

発
主

体
 

資
金

提

供
主

体
 

産
学

官
の

連
携
 

国
際

連
携

方
策
 

地
球

環
境

保
全

（
地

球
温

暖
化

対
策

技

術
）

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

●
直

流
電

源
融

合
高

速
通

信
技

術
 

直
流

電
力

線
を

利
用

し
て

高
速

大
容

量
通

信
を

可
能

と
す

る
通

信
技

術
。

日
本

全
国

で
周

波
数

が
統

一
さ

れ
た

電
源

と

な
り

、
各

種
端

末
～

N
W

～
サ

ー
バ

ー
系

ま
で

全
て

直
流

電
源

で
稼

動
し

、
そ

の
直

流
電

灯
線

に
大

容
量

伝
送

を
可

能
と

す

る
電

灯
線

Ｎ
Ｗ

が
融

合
さ

れ
、

配
線

機
材

も
電

源
の

み
と

な
る

。
 

2
0

1
5

年
：

サ
ー

バ
ー

系
機

器
直

流
化

 

2
0

2
0

年
：

端
末

系
機

器
＋

コ
ン

セ
ン

ト
直

流
化

 

2
0

2
5

年
：

シ
ス

テ
ム

a
ll直

流
化

 

2
0

3
0

年
：

直
流

電
灯

線
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
 

日
本

と
同

等
と

思
わ

れ

る
。

 

○
 

開
発

／
実

用
 

◎
 

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

プ

ロ
ト

コ
ル

と
イ

ン
タ

ー
フ

ェ
ー

ス
の

標
準

化
仕

様
の

確
立

が
必

須
。

 

難
 

数
十

億
円

 
関

連
の

市
場

規
模

は
以

下
の

通
り

。
 

■
国

内
市

場
 

 
2

0
2

5
～

2
0

3
5

年
の

1
0

年
間

に
お

い
て

３
兆

円
と

予
測

さ
れ

る
。

 

■
世

界
市

場
 

 
2

0
2

5
～

2
0

3
5

年
の

1
0

年
間

に
お

い
て

1
2

兆
円

と
予

測
さ

れ
る

。
 

 ・
現

在
の

日
本

に
お

け
る

非
住

居
の

建
物

頭
数

約
3

0
0

万
棟

の
う

ち
、

事
務

所
1

0
0

万
棟

、

店
舗

8
0

万
棟

で
あ

る
。

 

・
た

だ
し

、
減

少
傾

向
で

あ
る

。
 

・
年

間
あ

た
り

約
３

万
棟

が
着

工
。

 

・
１

棟
あ

た
り

に
シ

ス
テ

ム
価

格
平

均
を

1
,0

0
0

万
と

想
定

。
 

・
1

0
年

間
で

の
シ

ス
テ

ム
更

新
。

 

  
国

内
市

場
と

同
等

の
市

場
が

欧
州

、
米

国
、

ア
ジ

ア
に

お
い

て
創

成
さ

れ
る

と
仮

定
し

、
世

界
市

場
は

、
国

内
市

場
の

４
倍

と
し

て
算

出
。

 

国
、

独

法
、

民
間

 

国
、

民
間

 
直

流
電

灯
線

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

技
術

の

基
礎

と
標

準
化

部
分

を
国

が
担

当
し

、
シ

ス
テ

ム
開

発
・

導
入

に
つ

い
て

は
民

間
が

担
当

す
る

。
 

国
際

的
な

優
位

性
確

保
に

向
け

て
戦

略
的

に
連

携
を

図
る

必
要

が
あ

る
。

 

 
 

2
0

1
0

年
：

P
L
C

に
よ

る
大

容
量

通
信

を
前

提
と

し
た

家
庭

内
直

流
給

電
シ

ス
テ

ム
及

び
電

流
路

の
開

発
 

2
0

1
5

年
：

家
庭

内
直

流
電

力
路

を
用

い
た

高
速

P
L
C

デ
バ

イ
ス

の
開

発
 

2
0

2
0

年
：

家
庭

内
直

流
電

力
路

を
用

い
た

組
込

用
高

速
P

L
C

デ
バ

イ
ス

及
び

実
装

技
術

の
開

発
 

 

日
本

と
ほ

ぼ
同

レ
ベ

ル
。

○
 

ス
ピ

ー
カ

ー
線

等
を

用
い

て
直

流

給
電

及
び

IP
通

信

を
実

現
す

る
P

L
C

技
術

等
は

実
用

化

段
階

。
 

基
礎

／
開

発
 

◎
 

現
在

、
既

存
の

高
速

P
L
C

技
術

に
つ

い
て

は
IE

E
E

1
9

0
1

、

IT
U

-
T

等
の

場
で

標

準
化

検
討

が
進

行
中

。

や
や

難
 

 

約
5

0
億

円

（
2

0
0

8
～

2
0

1
5

）
 

＜
組

込
直

流
電

源
対

応
高

速

P
L
C

デ
バ

イ
ス

市
場

＞
 

■
国

内
市

場
 

2
0

2
0

年
：

1
,1

1
0

億
円

 

■
世

界
市

場
 

2
0

2
0

年
：

5
,5

5
0

億
円

 

 

2
0

2
0

年
の

主
要

家
電

機
器

（
ｴ
ｱ
ｺ
ﾝ
､
冷

蔵
庫

､
洗

濯
機

､
ｽ
ﾃ
ﾚ

ｵ
､
V

T
R

､
P

C
､
F
A

X
）

の
国

内

保
有

台
数

は
、

推
計

で
4

4
3

百

万
台

。
全

台
数

の
5

0
％

に
単

価

5
0

0
円

の
P

L
C

チ
ッ

プ
が

組

み
込

ま
れ

る
と

想
定

し
、

4
4

3

百
万

*
0

.5
*
5

0
0

＝
約

1
,1

1
0

億
円

と
な

る
。

 

 

世
界

市
場

は
国

内
市

場
の

5

倍
と

想
定

。
 

 

大
学

、
民

間
 

国
、

民
間

 
現

在
は

産
学

が
個

別
案

件
毎

に
連

携

し
て

い
る

。
 

今
後

は
、

電
力

会
社

、
ハ

ウ
ス

メ
ー

カ

ー
、

設
備

メ
ー

カ
ー

、
家

電
機

器
メ

ー
カ

ー
等

、
多

様
な

主
体

を
巻

き
込

ん
だ

推
進

が
必

要
と

な
り

、
ま

た
国

際
標

準
化

も
必

要
で

あ
る

こ
と

か
ら

、
国

が
主

導
し

て
産

学
官

連
携

を
推

進
す

る
必

要
が

あ
る

。

現
在

は
、
既

存
の

高
速

P
L
C

技
術

に
つ

い
て

は
国

際
標

準
化

に
お

い
て

IE
E

E
1

9
0

1
、

IT
U

-
T

等
の

場
で

国
際

連
携

が
推

進
中

。
 

今
後

は
、
よ

り
大

容
量

の
P

L
C

を
前

提

と
し

た
直

流
電

力
路

及
び

直
流

給
電

技

術
の

研
究

開
発

段
階

か
ら

、
大

学
及

び
民

間
レ

ベ
ル

で
の

国
際

連
携

を
進

め
つ

つ
、

国
際

標
準

化
に

向
け

て
国

も
積

極
的

に

国
際

連
携

を
強

化
し

て
い

く
必

要
あ

り
。
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研
究

開
発
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
 

概
要

・
主

な
研

究
開

発
要

素
 

研
究

開
発

目
標
 

海
外

の
研

究
動

向
 

日
本

の
 

研
究

開
発

水
準
 

現
在

の
 

研
究

段
階
 

国
際

標
準

化
 

の
重

要
度
 

研
究

開
発

要
素

の
技

術
的
 

難
易

度
 

研
究

開
発

に

必
要

な
資

金

（
概

算
）
 

将
来

の
市

場
規

模
 

（
予

測
）
 

推
進

主
体
 

推
進

方
策

研
究

開

発
主

体
 

資
金

提

供
主

体
 

産
学

官
の

連
携
 

国
際

連
携

方
策
 

地
球

環
境

保
全

（
地

球
温

暖
化

対
策

技

術
）

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

●
省

電
力

近
距

離
無

線
通

信
高

度
化

技

術
 近

距
離

に
あ

る
セ

ン
サ

及
び

家
庭

内

機
器

情
報

等
を

極
め

て
低

消
費

電
力

で

通
信

す
る

た
め

の
技

術
 

2
0

1
2

年
：

新
た

な
超

省
電

力
・

近
距

離
無

線
通

信
規

格
の

確
立

 

 
 

 
 

 
（

伝
送

・
変

調
方

式
、

誤
り

訂
正

等
の

技
術

及
び

実
装

技
術

の
確

立
）

 

2
0

1
2

年
：

光
や

振
動

、
体

温
等

に
よ

る
発

電
デ

バ
イ

ス
技

術
の

開
発

 

2
0

1
5

年
：

発
電

デ
バ

イ
ス

、
無

線
IC

、
ア

ン
テ

ナ
等

の
実

装
・

セ
ッ

ト
化

技
術

確
立

、
 

電
池

不
要

の
超

省
電

力
近

距
離

無
線

通
信

シ
ス

テ
ム

の
実

現
 

N
o
k
ia

、
B

ro
a
d
c
o
m

、
C

S
R

、
エ

プ

ソ
ン

、
N

o
rd

ic
 S

e
m

ic
o
n

d
u

c
to

r、

S
u

u
n

to
、

太
陽

誘
電

に
よ

る
W

ib
re

e

（
2

.4
G

H
z
帯

、
1

0
m

、
1

M
b
p
s
）

○
 

・
Z

ig
b
e
e
規

格
の

実
用

化

・
W

ib
re

e
 F

o
ru

m
に

も
一

部
企

業
が

参
加

 
 

 
 

 

・
総

務
省

委
託

研
究

に
よ

り
、

イ
ン

パ
ル

ス
型

U
W

B

方
式

の
超

低
消

費
電

力
ア

ク
テ

ィ
ブ

タ
グ

が
実

現

（
U

W
B

 d
ic

e
、

4
.1

G
H

z

帯
、

ピ
ー

ク
1

9
m

A
、

1
0

m
）

h
tt

p
:/

/w
w

w
.u

b
in

.jp
/p

re
s
s
/p

d
f/

U
N

L
0

6
0

7
0

4
-0

2
.p

d
f 

基
礎

／
開

発
 

◎
 

伝
送

・
変

調
方

式
、

使

用
周

波
数

帯
等

で
国

際
的

整
合

性
が

重
要

。
 

難
 

2
0

0
億

円

（
2

0
0

8
～

 

2
0

1
5

）

＜
短

距
離

無
線

通
信

シ
ス

テ
ム

の
市

場

＞
 

■
国

内
市

場
 

 
2

0
1

5
～

2
0

2
5

年
の

1
0

年
間

に
お

い
て

2
.5

兆
円

と
予

測
さ

れ
る

。
 

■
世

界
市

場
 

 
2

0
1

5
～

2
0

2
5

年
の

1
0

年
間

に
お

い
て

1
0

兆
円

と
予

測
さ

れ
る

。
 

 

情
報

通
信

審
議

会
9

5
0

M
H

z
帯

報
告

に
よ

る
と

、
同

シ
ス

テ
ム

は
約

5
,0

0
0

万
ノ

ー
ド

存
在

す
る

。
ま

た
、

1
ノ

ー
ド

あ
た

り
の

単
価

を
5

万
円

と
想

定
。

こ
れ

ら
を

乗
じ

る
こ

と
に

よ
り

、
国

内
市

場
規

模
を

2
.5

兆
円

と
算

出
し

た
。

 

  
国

内
市

場
と

同
等

の
市

場
が

欧
州

、
米

国
、

ア
ジ

ア
に

お
い

て
創

成
さ

れ
る

と
仮

定
し

、
世

界
市

場
は

、
国

内
市

場
の

４
倍

と
し

て
算

出
。

 

  

こ
の

ほ
か

、
関

連
市

場
と

し
て

、
以

下

の
市

場
規

模
が

見
込

ま
れ

る
。

 

■
国

内
市

場
 

2
0

1
5

年
：

1
,0

5
6

億
円

 

■
世

界
市

場
 

2
0

1
5

年
：

5
,2

8
0

億
円

 

 

Z
ig

b
e
e
市

場
の

2
割

、
U

W
B

市
場

の

1
割

の
置

換
に

加
え

て
、

独
自

市
場

が
そ

の
3

倍
と

す
る

と
、

世
界

市
場

は
、

 

(1
2

,2
0

0
*
0

.2
+
2

0
0

0
*
0

.1
)/

/
2

 

*
4

 
＝

 
5

,2
8

0
（

億
円

）
 

と
算

出
さ

れ
る

。
日

本
市

場
は

こ
の

う
ち

1
/
5

を
想

定
。

 

 （
参

考
）

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

・
Z

ig
B

e
e
 
ｺ
ｰ
ﾃ
ﾞ
ｨ
ﾈ
ｰ
ﾀ
･
ﾙ
ｰ
ﾀ
/
ｴ
ﾝ
ﾄ
ﾞ
ﾃ
ﾞ
ﾊ
ﾞ

ｲ
ｽ
 
1

兆
2

,2
0

0
億

円
（

2
0

1
5

予
測

）
 

・
U

W
B

ﾁ
ｯ
ﾌ
ﾟ
/
ﾓ
ｼ
ﾞ
ｭ
ｰ
ﾙ
 

 
2

,0
0

0
億

円
（

2
0

1
5

予
測

）
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
2

0
0

7
.0

6
.1

2
.富

士
ｷ
ﾒ
ﾗ
総

研
 

h
tt

p
:/

/
w

w
w

.g
ro

u
p
.f
u

ji-
k
e
iz

a
i.c

o
.jp

/
p
re

s
s
/
p
d
f/

0
7

0
6

1
2

_
0

7
0

4
3

.p
d
f）

 

・
W

ib
re

e
 

5
0

0
億

円
（

2
0

1
1

年
予

測
）

 

（
h

tt
p
:/

/
w

w
w

.c
e
llu

la
r-

n
e
w

s
.c

o

m
/
s
to

ry
/
2

0
7

0
5

.p
h

p
）

 

大
学

、
民

間
 

国
、

民
間

 
現

在
、

U
W

B
等

に
つ

い
て

は

Y
R

P
研

究
開

発
推

進
協

会
等

の
場

で
産

学
官

連
携

が
図

ら
れ

て
い

る
。

今
後

、
特

に
産

学
の

連
携

強

化
を

進
め

つ
つ

、
官

に
よ

る
開

発

支
援

・
普

及
促

進
が

必
要

。
 

現
在

、
IE

E
E

8
0

2
.1

5
等

の
場

で
国

際
連

携
が

図
ら

れ
て

い
る

。
本

技
術

は
多

様
な

機
器

・
製

品
に

実
装

さ
れ

る
も

の
で

あ
る

た
め

、
今

後
、

特
に

国
際

標
準

化
面

で
の

国
際

連
携

が
必

須
。
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研
究

開
発
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
 

概
要

・
主

な
研

究
開

発
要

素
 

研
究

開
発

目
標
 

海
外

の
研

究
動

向
 

日
本

の
 

研
究

開
発

水
準
 

現
在

の
 

研
究

段
階
 

国
際

標
準

化
 

の
重

要
度
 

研
究

開
発

要
素

の
技

術
的
 

難
易

度
 

研
究

開
発

に

必
要

な
資

金

（
概

算
）
 

将
来

の
市

場
規

模
 

（
予

測
）
 

推
進

主
体
 

推
進

方
策

研
究

開

発
主

体
 

資
金

提

供
主

体
 

産
学

官
の

連
携
 

国
際

連
携

方
策
 

地
球

環
境

保
全

（
地

球
温

暖
化

対
策

技

術
）

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

●
パ

ワ
ー

セ
ン

シ
ン

グ
・

分
析

技
術

 

ホ
ー

ム
や

オ
フ

ィ
ス

の
生

活
環

境
に

お
い

て
、

様
々

な
機

器
の

電
力

消
費

を
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
経

由
で

計
測

・
収

集
し

、
生

活
者

の
行

動
分

析
を

行
う

技
術

 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
○

パ
ワ

ー
セ

ン
シ

ン
グ

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

技
術

 

 
ホ

ー
ム

や
オ

フ
ィ

ス
の

生
活

環

境
に

お
い

て
、

様
々

な
機

器
の

エ
ネ

ル
ギ

ー
消

費
を

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

経

由
で

測
定

・
収

集
し

た
上

で
、

非
日

常
的

な
イ

ベ
ン

ト
の

検
出

や
生

活

者
の

行
動

分
析

を
行

う
技

術
の

開

発
 

2
0

1
0

年
：

一
般

的
な

家
庭

に
お

け
る

特
定

の
機

器
の

エ
ネ

ル
ギ

ー
消

費
デ

ー
タ

を
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
経

由
で

収
集

し
、

機
器

の
種

別
や

状
態

を
判

定
す

る
技

術
の

実
現

 

2
0

1
5

年
：

一
般

的
な

家
庭

の
全

て
の

機
器

を
対

象
に

、
エ

ネ
ル

ギ
ー

消
費

デ
ー

タ
か

ら
機

器
の

種
別

や
状

態
を

判
定

す
る

技
術

の
実

現
 

2
0

2
0

年
：

一
般

的
な

家
庭

内
の

主
要

な
機

器
の

エ
ネ

ル
ギ

ー
消

費
を

実
時

間
で

収
集

し
、

非
日

常
的

イ
ベ

ン
ト

（
故

障
、

漏
電

な
ど

）
の

検
出

の
実

現
 

2
0

2
5

年
：

一
般

的
な

家
庭

内
の

主
要

な
機

器
の

エ
ネ

ル
ギ

ー
消

費
を

実
時

間
で

収
集

し
、

生
活

者
の

行
動

パ
タ

ー
ン

を
把

握
す

る
技

術
の

実
現

 

2
0

3
0

年
：

家
庭

内
の

全
て

の
機

器
の

エ
ネ

ル
ギ

ー
消

費
を

実
時

間
で

収
集

し
、

行
動

パ
タ

ー
ン

よ
り

エ
ネ

ル
ギ

ー
消

費
効

率
化

の
推

定
ま

で
行

い
、
さ

ら
に

非
日

常
的

イ
ベ

ン
ト

の
未

然
防

止
、

早
期

発
見

を
実

現
 

《
米

国
》

 

■
M

IT
 

・
M

IT
(マ

サ
チ

ュ
ー

セ
ッ

ツ
工

科
大

学
)

の
メ

デ
ィ

ア
・

ラ
ボ

の

R
e
s
p

o
n

s
iv

e
 

E
n

v
ir
o
n

m
e
n

ts
 

G
ro

u
p
で

，
2

0
0

5
年

よ
り

各
電

気

機
器

の
コ

ン
セ

ン
ト

レ
ベ

ル
で

パ
ワ

ー
セ

ン
シ

ン
グ

を
行

う
研

究
開

発
を

行
っ

て
い

る
。

 

・
カ

リ
フ

ォ
ル

ニ
ア

大
学

バ
ー

ク
レ

ー
校

で
、
A

C
ラ

イ
ン

の
周

囲
の

磁
場

か
ら

電
流

地
を

測
定

し
、

ワ
イ

ヤ
レ

ス
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
化

す
る

研
究

が
行

わ
れ

て
い

る
。

 

《
欧

州
》

 

■
O

p
e
ra

 

・
電

力
線

通
信

(P
L
C

)の
技

術
開

発

と
標

準
仕

様
策

定
を

推
進

す
る

欧
州

の
業

界
団

体
で

、
P

L
C

の
ブ

ロ
ー

ド

バ
ン

ド
ア

ク
セ

ス
技

術
O

p
e
ra

 

P
h

a
s
e
 
1

を
2

0
0

6
年

1
月

ま
で

に

確
立

し
、

現
在

2
0

0
8

年
1

2
月

を
目

指
し

O
p
e
ra

 2
を

策
定

中
。

 

◎
 

H
E

M
S

や
B

E
M

S
と

い
う

形
で

家
庭

内
・

オ
フ

ィ
ス

内
の

エ
ネ

ル
ギ

ー

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

が
進

め

ら
れ

て
い

る
。

 

分
電

盤
レ

ベ
ル

で
の

電
力

セ
ン

シ
ン

グ
が

一

部
商

品
化

さ
れ

て
い

る
。

電
力

セ
ン

シ
ン

グ
デ

ー
タ

よ
り

、
あ

ら
か

じ
め

登
録

さ
れ

た
機

器
の

種

別
や

状
態

判
定

が
一

部

実
現

さ
れ

て
い

る
。

 

基
礎

／
開

発
◎

 

様
々

な
機

器
の

セ
ン

シ

ン
グ

デ
ー

タ
が

相
互

利
用

で
き

る
共

通
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
と

し
て

普
及

さ
せ

る
た

め
に

、
IT

U
、

IS
O

等

に
お

け
る

国
際

標
準

化
が

必
要

。
 

や
や

難
 

1
0

億
円

 

（
2

0
0

8
～

 

2
0

1
2

）

＜
パ

ワ
ー

セ
ン

シ
ン

グ
市

場
＞

 

■
国

内
市

場
 

2
0

2
2

年
：

9
0

0
億

円
 

 

国
内

5
,0

0
0

万
世

帯
の

６
割

に
1

セ
ッ

ト
3

,0
0

0
円

の
パ

ワ
ー

セ
ン

シ

ン
グ

機
器

が
普

及
す

る
と

想
定

。
 

 

独
法

、
民

間
 

国
、

民
間

 
セ

ン
サ

技
術

や
ホ

ー
ム

ネ
ッ

ト
ワ

ー

ク
関

係
の

技
術

が
関

連
し

て
お

り
、

応
用

ま
で

視
野

に
入

れ
た

活
動

が
必

要
な

た

め
、

既
存

の
ユ

ビ
キ

タ
ス

ネ
ッ

ト
ワ

ー
キ

ン
グ

フ
ォ

ー
ラ

ム
や

次
世

代
IP

ネ
ッ

ト

ワ
ー

ク
推

進
フ

ォ
ー

ラ
ム

を
活

用
し

、
産

学
官

が
連

携
し

て
戦

略
的

な
活

動
を

行

っ
て

い
く

必
要

が
あ

る
。

 

上
記

の
既

存
の

フ
ォ

ー
ラ

ム
内

の
活

動
に

こ
だ

わ
ら

ず
と

も
、

そ
れ

ら
の

活
動

を
参

考
に

し
て

独
自

に
コ

ン
ソ

ー
シ

ア

ム
的

な
も

の
を

立
ち

上
げ

る
こ

と
も

産

学
官

の
連

携
方

策
と

し
て

あ
り

得
る

。

 

欧
米

の
研

究
開

発
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

動

向
調

査
を

よ
り

精
力

的
に

進
め

、
ア

ジ
ア

諸

国
の

中
で

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
を

発
揮

し
て

、

欧
米

と
伍

す
る

技
術

開
発

を
推

進
す

る
。

国

際
標

準
化

の
観

点
で

は
世

界
的

な
連

携
が

必
要

で
あ

る
。

 

 
 

 
○

ホ
ー

ム
内

制
御

技
術

 

 
家

庭
内

の
各

機
器

の
エ

ネ
ル

ギ

ー
生

成
・

蓄
積

・
消

費
を

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

連
携

に
よ

り
予

測
・

最
適

化

し
、

ホ
ー

ム
全

体
で

エ
ネ

ル
ギ

ー
の

利
用

効
率

を
最

適
化

す
る

技
術

 

2
0

1
0

年
：

エ
ネ

ル
ギ

ー
消

費
の

セ
ン

シ
ン

グ
結

果
に

基
づ

い
て

、
無

駄
な

消
費

電
力

を
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
経

由
で

制
御

す
る

技
術

の
実

現
 

2
0

1
5

年
：

家
庭

の
自

家
発

電
量

や
蓄

電
容

量
の

情
報

を
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
で

把
握

し
た

上

で
、

ホ
ー

ム
全

体
の

エ
ネ

ル
ギ

ー
管

理
を

行
う

技
術

の
実

現
 

2
0

2
0

年
：

生
活

者
の

行
動

パ
タ

ー
ン

を
予

測
し

た
上

で
、

家
庭

の
発

電
・

蓄
電

・
電

力
消

費
を

総
合

的
に

管
理

す
る

技
術

の
実

現
 

2
0

2
5

年
：

生
活

者
の

行
動

パ
タ

ー
ン

予
測

を
し

、
家

庭
の

発
電

時
の

排
熱

利
用

も
含

め
て

ト
ー

タ
ル

な
エ

ネ
ル

ギ
ー

管
理

の
実

現
 

2
0

3
0

年
：

生
活

者
の

心
理

的
な

負
担

が
生

じ
な

い
よ

う
に

、
エ

ネ
ル

ギ
ー

消
費

削
減

に
よ

る
効

率
化

を
実

現
す

る
エ

ネ
ル

ギ
ー

制
御

技
術

の
実

現
 

 

《
国

際
規

格
》

 

■
X

1
0

 

・
屋

内
電

力
線

な
ど

を
用

い
て

家
電

製
品

等
を

制
御

す
る

ホ
ー

ム
オ

ー
ト

メ
ー

シ
ョ

ン
の

通
信

規
格

が
用

い
ら

れ
て

い
る

。
 

《
欧

州
》

 

■
F
P

7
 

・
第

 
7

 
次

フ
レ

ー
ム

ワ
ー

ク
計

画

に
お

い
て

、
環

境
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
と

エ
ネ

ル
ギ

ー
効

率
化

に
資

す
る

IC
T

と
い

う
研

究
テ

ー
マ

が
進

め
ら

れ
て

い
る

。
 

○
 

 
H

E
M

S
や

B
E

M
S

と

い
う

形
で

家
庭

内
・

オ
フ

ィ
ス

内
の

エ
ネ

ル
ギ

ー

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

が
進

め

ら
れ

て
い

る
。

 

基
礎

／
開

発
◎

 

機
器

制
御

メ
ッ

セ
ー

ジ

の
フ

ォ
ー

マ
ッ

ト
・

プ
ロ

ト

コ
ル

に
加

え
、
安

全
性

等
に

関
す

る
基

準
を

策
定

す
る

た
め

に
、
国

内
の

標
準

化
機

関
で

標
準

化
を

進
め

た
う

え
で

、
IT

U
、

IS
O

等
に

お

け
る

国
際

標
準

化
が

必
要

。

難
 

5
0

億
円

 

（
2

0
0

8
～

 

2
0

1
5

）

＜
パ

ワ
ー

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

市
場

＞
 

■
国

内
市

場
 

2
0

2
5

年
：

3
,1

0
0

億
円

 

 

国
内

5
,0

0
0

万
世

帯
の

5
%

お
よ

び
国

内
企

業
3

0
0

万
社

の
2

0
%

に
1

セ
ッ

ト
平

均
1

0
万

の
パ

ワ
ー

マ
ネ

ジ

メ
ン

ト
装

置
が

普
及

す
る

と
想

定
。

 

独
法

、
民

間
 

国
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研
究

開
発
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
 

概
要

・
主

な
研

究
開

発
要

素
 

研
究

開
発

目
標
 

海
外

の
研

究
動

向
 

日
本

の
 

研
究

開
発

水
準
 

現
在

の
 

研
究

段
階
 

国
際

標
準

化
 

の
重

要
度
 

研
究

開
発

要
素

の
技

術
的
 

難
易

度
 

研
究

開
発

に

必
要

な
資

金

（
概

算
）
 

将
来

の
市

場
規

模
 

（
予

測
）
 

推
進

主
体
 

推
進

方
策

研
究

開

発
主

体
 

資
金

提

供
主

体
 

産
学

官
の

連
携
 

国
際

連
携

方
策
 

地
球

環
境

保
全

（
地

球
温

暖
化

対
策

技

術
）

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

●
地

域
内

電
力

制
御

技
術

 

地
域

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

内
の

複
数

の
家

庭
や

ビ
ル

群
と

発
電

装
置

の
間

で
生

成
・

蓄
積

・
消

費
の

情
報

を
や

り
取

り
し

、

課
金

も
含

め
た

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

レ
ベ

ル

で
の

高
効

率
な

エ
ネ

ル
ギ

ー
管

理
を

実

現
し

、
災

害
時

で
も

自
立

で
き

る
社

会
基

盤
の

構
築

 

2
0

1
0

年
：

近
隣

の
家

庭
同

士
で

電
力

を
相

互
に

送
受

す
る

技
術

の
実

現
 

2
0

1
5

年
：

事
務

所
・

店
舗

を
含

む
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
内

の
発

電
・

蓄
電

・
電

力
消

費
に

関
す

る
情

報

を
共

有
化

し
、

地
域

で
の

総
合

的
電

力
管

理
の

実
現

 

2
0

2
0

年
：

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

内
の

発
電

施
設

の
利

用
や

家
庭

同
士

、
事

務
所

・
店

舗
同

士
の

電
力

の

送
受

を
、

課
金

も
含

め
て

適
切

に
行

う
シ

ス
テ

ム
の

実
現

 

2
0

2
5

年
：

各
家

庭
間

お
よ

び
各

事
務

所
・

店
舗

間
で

不
公

平
感

が
出

な
い

よ
う

に
、

コ
ミ

ュ
ニ

テ

ィ
内

の
発

電
時

の
排

熱
利

用
も

含
め

た
ト

ー
タ

ル
な

エ
ネ

ル
ギ

ー
管

理
の

実
現

 

2
0

3
0

年
：

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

間
で

柔
軟

に
エ

ネ
ル

ギ
ー

の
相

互
補

完
が

行
う

た
め

に
、

エ
ネ

ル
ギ

ー

生
成

・
蓄

積
・

消
費

の
情

報
を

共
有

で
き

る
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
社

会
基

盤
の

実
現

 

《
米

国
》

 

■
C

E
R

T
S

 

・
米

国
の

電
力

シ
ス

テ
ム

の
信

頼
性

を
守

り
、

高
度

化
す

る
た

め
の

研
究

開

発
を

行
う

た
め

に

1
9

9
9

年
に

結
成

さ
れ

た
コ

ン
ソ

ー
シ

ア
ム

。
分

散
型

電
源

と
需

要
家

か

ら
な

る
小

規
模

系
統

の

テ
ス

ト
ベ

ッ
ド

M
ic

ro
 

G
ri
d
を

提
唱

し
、

実
験

を

行
っ

て
い

る
。

 

■
T

X
U

 
E

le
c
tr

ic
 

D
e
liv

e
ry

 

・
テ

キ
サ

ス
州

の
電

力

会
社

で
、

S
m

a
rt

 G
ri
d

と
い

う
電

力
線

に
よ

る

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
接

続

サ
ー

ビ
ス

に
着

手
。

分
散

型
発

電
と

い
う

観
点

で

M
ic

ro
 G

ri
d
シ

ス
テ

ム

が
実

験
的

に
行

わ
れ

て

い
る

。
 

○
 

分
散

型
エ

ネ
ル

ギ

ー
シ

ス
テ

ム
の

実
証

研
究

が
行

わ
れ

て
い

る
。

 

・
近

未
来

の
エ

ネ
ル

ギ

ー
ク

ラ
ス

タ

(F
R

IE
N

D
S

) 

・
京

都
エ

コ
エ

ネ
ル

ギ

ー
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト

(K
E

E
P

:2
0

0
3

-

2
0

0
7

) 

・
愛

知
万

博
(2

0
0

5
)

・
環

境
・

エ
ネ

ル
ギ

ー

産
業

創
造

特
区

(八

戸
市

を
含

む
青

森

県
内

の
1

4
市

町

村
) 

基
礎

／
開

発
 

○
 

関
係

す
る

事
業

者
、

ベ
ン

ダ
ー

等
が

主
導

し
、
相

互
運

用
性

を
確

保
す

る
た

め
の

基
準

を
ま

ず
は

国
内

の
標

準
と

し
て

策
定

し
、
そ

の
後

IT
U

、
IS

O
で

順

次
標

準
化

を
進

め
る

こ
と

が
必

要
。

 

難
 

1
0

0
億

円
 

（
2

0
0

8
～

 

2
0

1
5

）

関
連

の
市

場
規

模
は

以
下

の
通

り
。

 

■
国

内
市

場
 

 
2

0
1

5
～

2
0

3
0

年
の

1
5

年

間
に

お
い

て
4

,5
0

0
億

円
と

予
測

さ
れ

る
。

 

■
世

界
市

場
 

 
2

0
1

5
～

2
0

3
0

年
の

1
5

年

間
に

お
い

て
1

.8
兆

円
と

予
測

さ

れ
る

。
 

 ・
現

在
の

日
本

に
お

け
る

非
住

居

の
建

物
頭

数
約

3
0

0
万

棟
の

う

ち
、

事
務

所
1

0
0

万
棟

、
店

舗
8

0

万
棟

。
 

・
た

だ
し

、
減

少
傾

向
で

あ
る

。
 

・
年

間
あ

た
り

約
3

万
棟

が
着

工
。
 

・
1

シ
ス

テ
ム

あ
た

り
1

0
0

棟
を

制
御

す
る

シ
ス

テ
ム

と
想

定
。

 

・
1

棟
あ

た
り

に
シ

ス
テ

ム
価

格
平

均
を

1
億

と
想

定
。

 

・
1

0
年

間
で

の
シ

ス
テ

ム
構

築
 

   
日

本
国

内
市

場
と

同
等

の
市

場

が
欧

州
、

米
国

、
ア

ジ
ア

に
お

い

て
創

成
さ

れ
る

と
仮

定
し

、
世

界

市
場

は
、
国

内
市

場
の

4
倍

と
し

て

算
出

。
 

独
法

、
民

間
、

大
学

 

国
 

通
信

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

、
エ

ネ
ル

ギ
ー

マ
ネ

ジ

メ
ン

ト
、

環
境

問
題

が
関

係
す

る
分

野
で

あ
る

の
で

、
省

庁
横

断
の

連
携

施
策

と
し

て
、

産
学

官
が

一
体

と
な

っ
て

研
究

開
発

を
行

う
戦

略
が

必
要

で
あ

る
。

 

欧
米

の
研

究
開

発
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

動
向

調

査
を

よ
り

精
力

的
に

進
め

、
ア

ジ
ア

諸
国

の
中

で
リ

ー
ダ

ー
シ

ッ
プ

を
発

揮
し

て
、

欧
米

と
伍

す
る

技
術

開
発

を
推

進
す

る
。

標
準

化
の

観
点

で
は

世
界

的
な

連
携

が
必

要
で

あ
る

。
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シーン システム 機能 構成技術

I : 生産・流通・輸送

① 路車間・車車間通信機能
電波資源の開発技術
高度道路交通システム（ITS）技術
次世代移動通信システム技術　
異種ネットワークシームレス接続技術
ユビキタスサービスプラットフォーム技術
ネットワーク運用管理技術
成りすまし防止技術
非常時情報通信技術

② 車両状況認識機能
ユビキタスサービスプラットフォーム技術

③ エコドライブ機能（自動運転を含む機能）
エコドライブ技術

④ 高品質高信頼通信/コグニティブ/ソフトウェア無線機能
電波資源の開発技術
高度道路交通システム（ITS）技術
次世代移動通信システム技術　
異種ネットワークシームレス接続技術

⑤ HMI（Human Machine Interface）機能
ユビキタスサービスプラットフォーム技術
ネットワークロボット技術
ホームネットワーク技術
音声翻訳技術

【エコ物流・安全交通システム】
ITSとエコドライブを一体化することにより、アクシデントフリー（無事故）で、渋滞もなく、効率の高い隊列輸
送等を実現

CO 排出削減に資するICT研究開発課題一覧2

声翻 技
⑥ 物流最適化機能

個人認証・課金システム技術
ユビキタスサービスプラットフォーム技術
ユビキタス端末技術
知識情報基盤技術
コンテンツ収集・利活用技術
コンテンツ信頼性分析技術

⑦ 次世代VICS機能（高速車両認識、リアルタイムプローブ情報処理技術を含む）
高度道路交通システム（ITS）技術
次世代移動通信システム技術　
異種ネットワークシームレス接続技術
ユビキタスサービスプラットフォーム技術
ユビキタス端末技術
非常時情報通信技術
ネットワーク運用管理技術
悪意ある通信遮断技術
成りすまし防止技術
知識情報基盤技術
コンテンツ信頼性分析技術

⑧ 次世代ETC機能
次世代移動通信システム技術　
個人認証・課金システム技術
ユビキタス端末技術
悪意ある通信遮断技術

⑨ 位置管理アルゴリズム／移動体管理／追跡機能
高度道路交通システム（ITS）技術
ユビキタスサービスプラットフォーム技術
環境センシング技術

⑩ 嗜好型情報選択配信機能
ネットワークロボット技術
知識情報基盤技術
コンテンツ収集・利活用技術
利用者適応型コミュニケーション技術

⑪ 高度ドライブレコーダー機能
高度ドライブレコーダ技術

⑫ リアルタイム動画像解析／リモートカメラ制御機能
環境センシング技術
ホ ムネ トワ ク技術ホームネットワーク技術
超高精細映像技術

参考資料 ２

69



シーン システム 機能 構成技術

I : 生産・流通・輸送

① 流通支援機能
新世代ネットワーク技術
コンテンツ収集・利活用技術

② 超臨場感情報取得・提示機能
超高精細映像技術
立体映像技術
立体音響技術
五感情報伝達技術
感性情報認知・伝達技術

③ 高度SCM機能
個人認証・課金システム技術
ユビキタスサービスプラットフォーム技術
ユビキタス端末技術

④ リユース支援機能
新世代ネットワーク技術
コンテンツ収集・利活用技術

【高度生産・購買・流通支援システム】
高度化されたRFIDによる個別商品管理による最適生産（在庫最小化）の実現、検品・保管業務の効率化
に加え、従来GPSが届かなかったエリアも含めた位置情報確認による流通の効率化を実現
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シーン システム 機能 構成技術

Ⅱ : 事務所・店舗

① 省電力・高度通信機能
異種ネットワークシームレス接続技術
ユビキタスサービスプラットフォーム技術
ユビキタス端末技術
可視光通信技術
省電力近距離無線通信高度化技術
直流電源融合高速通信技術

② 人間状態把握・予測機能
脳情報インターフェース技術
ユビキタスサービスプラットフォーム技術
悪意ある通信遮断技術
成りすまし防止技術
ネットワークロボット技術
コンテンツ信頼性分析技術
コンテンツ収集・利活用技術

③ 環境負荷・省エネ意識喚起機能
ユビキタス端末技術
ネットワークロボット技術
ホームネットワーク技術
コンテンツ信頼性分析技術
コンテンツ収集・利活用技術
音声翻訳技術

④
新世代ネットワーク技術
フォトニックネットワーク技術
次世代IPネットワーク技術
ユビキタスサービスプラットフォーム技術
ネットワーク運用管理技術
成りすまし防止技術
次世代暗号技術
地域内電力制御技術

【エコ・エネルギー・マネジメントシステム（プロアクティブBEMS）】
人の行動や位置情報を感知するセンサ技術の高度化、感知したセンサ情報に基づく機器等の高度な制
御、各種情報を柔軟にやり取りできるネットワークの高度化等により、局所的な空調・多量多種情報の共
有など、最適にコントロールするBEMSを実現

広域制御通信機能
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シーン システム 機能 構成技術

Ⅱ : 事務所・店舗

① 超臨場感情報取得・提示機能
超高精細映像技術
立体映像技術
立体音響技術
五感情報伝達技術
感性情報認知・伝達技術

② 大容量情報伝達・共有機能
フォトニックネットワーク技術
次世代IPネットワーク技術
ホームネットワーク技術

③ 高度コンテンツ分析機能
コンテンツ収集・利活用技術
コンテンツ信頼性分析技術

④ 高度言語処理機能
テキスト翻訳技術
音声翻訳技術
利用者適応型コミュニケーション技術

⑤ 高度マンマシン・インタフェース機能
ネットワークロボット技術
ホームネットワーク技術

⑥ ユビキタス個人認証・課金機能
個人認証・課金システム技術
著作権管理基盤技術
ユビキタスサービスプラットフォーム技術
悪意ある通信遮断技術
成りすまし防止技術
次世代暗号技術
コンテンツ収集・利活用技術

シーン システム 機能 構成技術

Ⅱ : 事務所・店舗

①
次世代IPネットワーク技術
次世代移動通信システム技術
異種ネットワークシームレス接続技術
ユビキタスサービスプラットフォーム技術
ネットワーク運用管理技術

②
個人認証・課金システム技術
著作権管理基盤技術
悪意ある通信遮断技術
成りすまし防止技術
暗号基盤技術
コンテンツ収集・利活用技術

③
ユビキタス端末技術

【省資源システム】
現在の紙を代替する電子ペーパー等の実現により、業務で用いる紙の大部分は電子ペーパーに置き換
わる。業務上の作業等で用いる文書や会議資料等のコンテンツはネットワークを通じて電子ペーパーに
配信され、またサーバーに蓄積された文書等を必要に応じて関係者間で共有することでパーペイシブなオ
フィス環境が実現し、事務所・店舗の紙は不要となりCO2排出削減に大きく貢献

コンテンツ流通機能

コンテンツ等保護・管理機能

コンテンツ取得機能

【テレ・リアリティシステム】
超高精細映像技術、立体映像・音響技術、触覚・味覚・嗅覚を含んだ五感情報伝達技術等の進展により、
超臨場感システムが実用化され、オンラインショッピング、擬似体感システム、テレワーク・ネット会議シス
テム、遠隔医療、ｅラーニングなどの高度コミュニケーションシステムが普及し、人や物の移動の軽減を実
現
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シーン システム 機能 構成技術

Ⅲ : 一般家庭

① 省電力・高度通信機能
異種ネットワークシームレス接続技術
ユビキタスサービスプラットフォーム技術
ユビキタス端末技術
ホームネットワーク技術
可視光通信技術
省電力近距離無線通信高度化技術
直流電源融合高速通信技術

② 人間状態把握・予測機能
脳情報インターフェース技術
ユビキタスサービスプラットフォーム技術
悪意ある通信遮断技術
成りすまし防止技術
ネットワークロボット技術
コンテンツ信頼性分析技術
コンテンツ収集・利活用技術

③ 環境負荷・省エネ意識喚起機能
ユビキタス端末技術
ネットワークロボット技術
ホームネットワーク技術
コンテンツ信頼性分析技術
コンテンツ収集・利活用技術
音声翻訳技術

④ 家庭内状況センシング機能
ユビキタスサービスプラットフォーム技術
ユビキタス端末技術
ネットワークロボット技術
ホームネットワーク技術
パワーセンシング・分析技術

⑤ パーソナル情報管理機能
個人認証・課金システム技術
悪意ある通信遮断技術
成りすまし防止技術
ネットワークロボット技術
ホームネットワーク技術

⑥ 機器制御機能
ユビキタスサービスプラットフォーム技術
ホームネットワーク技術
パワーセンシング・分析技術

⑦ 広域制御通信機能
新世代ネットワーク技術
次世代IPネットワーク技術
ユビキタスサービスプラットフォーム技術
非常時情報通信技術
ネットワーク運用管理技術
成りすまし防止技術
次世代暗号技術
地域内電力制御技術

【エコ・エネルギー・マネジメントシステム（プロアクティブHEMS）】
行動や心理など人に関する各種情報を感知・予測するセンサ技術・予測技術の高度化、各種情報を柔
軟にやり取りできるネットワークの高度化、集約された情報に基づく柔軟な制御を実現する家電等によ
り、局所的な空調・省エネ意識の喚起など、最適にコントロールするHEMSを実現。あわせて、家庭向け
の電力のパワーコントロールを実現。
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シーン システム 機能 構成技術

Ⅲ: 一般家庭

【テレ・リアリティシステム】

① 超臨場感情報取得・提示機能
超高精細映像技術
立体映像技術
立体音響技術
五感情報伝達技術
感性情報認知・伝達技術

② 大容量情報伝達・共有機能
フォトニックネットワーク技術
次世代IPネットワーク技術
ホームネットワーク技術

③ 高度コンテンツ分析機能
コンテンツ収集・利活用技術
コンテンツ信頼性分析技術

④ 高度言語処理機能
テキスト翻訳技術
音声翻訳技術
利用者適応型コミュニケーション技術

⑤ 高度マンマシン・インタフェース機能
ネットワークロボット技術
ホームネットワーク技術

⑥ ユビキタス個人認証・課金機能
個人認証・課金システム技術
著作権管理基盤技術
ユビキタスサービスプラットフォーム技術
悪意ある通信遮断技術
成りすまし防止技術
次世代暗号技術
コンテンツ収集・利活用技術

シーン システム 機能 構成技術

Ⅲ: 一般家庭

【省資源化システム】

① 食品・生活製品情報管理機能
異種ネットワークシームレス接続技術
個人認証・課金システム技術
ユビキタス端末技術

② 個人適応同報配信機能
個人認証・課金システム技術
ユビキタス端末技術
ホームネットワーク技術

③ ユニバーサル情報アクセス機能
異種ネットワークシームレス接続技術
ユビキタス端末技術
ホームネットワーク技術

④ ユーティリティコンピューティング機能
異種ネットワークシームレス接続技術
個人認証・課金システム技術
ユビキタスサービスプラットフォーム技術

⑤ リソースシェアリング機能
個人認証・課金システム技術
ユビキタスサービスプラットフォーム技術
ユビキタス端末技術
ホームネットワーク技術

超高精細映像技術、立体映像・音響技術、触覚・味覚・嗅覚を含んだ五感情報伝達技術等の進展によ
り、超臨場感システムが実用化され、オンラインショッピング、擬似体感システム、遠隔医療、ｅラーニン
グなどの高度コミュニケーションシステムが普及し、人や物の移動の軽減を実現

現在の紙を代替する電子ペーパー等の実現により、新聞・雑誌等は定期的（毎朝・毎週等）に電子ペー
パーに配信され、生活者は従来と同様に新聞・雑誌等に目を通す。また、食品等の賞味期限情報等も
管理され、廃棄量は劇的に低減される。新聞・雑誌等のコンテンツが電子ペーパーに配信されるように
なることで、新聞・雑誌等の配達は不要となりCO2排出削減に大きく貢献
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シーン システム 機能 構成技術

Ⅳ　共通的なＩＣＴ利活用等

① 低消費電力・超高速オール光ネットワーク
新世代ネットワーク技術
フォトニックネットワーク技術

② 新機能ICTネットワーク
量子情報通信技術
ナノ・バイオICTネットワーク技術

③ 省電力通信機能
省電力近距離無線通信高度化技術
電波資源の開発技術
可視光通信技術

④ コンピューティングリソース最適化機能
パワーセンシング・分析技術

シーン システム 機能 構成技術

Ⅳ　共通的なＩＣＴ利活用等

① 意味情報ネットワーク機能
コンテンツ信頼性分析技術
知識情報基盤技術
コンテンツ収集・利活用技術

② エネルギー予測制御機能
パワーセンシング・分析技術

③ 電力・通信統合ネットワーク機能
パワーセンシング・分析技術
直流電源融合高速通信技術

【ICT機器・ネットワーク自体の省エネルギー化】
・低消費電力・超高速オール光ネットワークシステムの導入によりネットワーク自体の省エネルギー化
を図る技術
・量子技術、ナノ技術、分子情報通信技術による高機能・低消費電力ネットワーク素子の実現を図る技
術

【環境情報の流通・分析・判断・制御】
・省エネ・省資源を実現するための様々な情報が、機械も人も相互にその意味を理解可能な形で横断
的に流通することにより、多様かつ総合的な観点に基づく評価・意思決定・資源配分が実現される情報
ネットワークを実現
・センサネットワークによる環境情報をリアルタイムに活用したきめ細かな給電制御を実現するための
総合的なＩＣＴを開発
・電力線に情報を重畳するＩＣＴを開発し、インフラレベルにおける情報通信とエネルギーの融合を図る

75



シーン システム 機能 構成技術

Ⅳ　共通的なＩＣＴ利活用等

① 地球環境センシング機能
環境センシング技術

② 環境センサネットワーク機能
ユビキタスサービスプラットフォーム技術
ユビキタス端末技術
パワーセンシング・分析技術

【環境情報の計測】
・ＣＯ２、雲、大気化学成分等、温室効果のキーパラメータのグローバル空間分布を精密にセンシング
（モニタリング）する技術、及びそれらのデータを地球規模から都市空間規模までの様々なシーンにお
ける温暖化制御に利用するためのデータシステムを構築する技術
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